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八杉 中米諸語の数体系

中 米 諸 語 の 数 体 系

八 杉 佳 穂*

Numeral Systems of Middle American Indian Languages

Yoshiho  YASUGI

   Numeral systems of Middle American Indian languages 
show an enormous variety of ways of forming number words. 
But fundamental methods of counting are quinary, decimal and 
vigesimal. There may, however, exist no language having a pure 
vigesimal system, which would require nineteen different nume-
rals. So-called vigesimal systems generally have a decimal under 
twenty, and very few languages possess only one system through-
out. Therefore, terms such as quinary and decimal should be 
used under twenty and that of vigesimal over twenty. That 
is, I discuss separately numeral systems below ten, from ten to 
twenty, and above twenty. In this paper I limit myself to an 
analysis of structural features, although I am interested in 
comparing each vocabulary. 

   As a rule, numeral words are formed from combinations of 
D and U, such as  D  x  U+D,  U  x  D+D,  D+D  x  U,  D+U  x  D. 
In this expression, the symbols U and D denote the numerals 
corresponding to the unit- or base-word and the digit or minor 
numbers, respectively. For example, the number 33 is written 
as  3  x  10+3, of which 3 is D and  10  is U. 

   Under 10, we have two systems, quinary and decimal. 

Quinary systems are observed in Southern Uto-Aztecan, 
Tarascan, Northern Otomanguean, Mixe-Zoquean, Sumu and 
Cabecar-Chiripo (Fig.  2). But subtraction occurs in the case of 
nine, and multiplicative or duplicative method in numbers 4 
and 8 in northern part of Middle America. Mixe-Zoquean show 
a quinary system, but the formation from 7 to 9 seems irregular, 
except in  Tlahuitoltepec and Classical Mixe. Misquito has 
also rare system based on 6, for the numbers from 6 to 9.

*国 立民族学博物館第4研 究部
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   From 10 to 20, additive constructions with a base of 10 are 
common, but both orders of D+U and  U+D are attested. The 
former is seen in Mayan, and the latter in other languages. But 
Huastec, a Mayan language, has U+D order. This must have 
been obtained from neighboring languages, such as Totonacan or 
Otomian. The difference in formation of the number words 
11 and 12 divides the Mayan into Lowlands and Highlands. 
Numeral systems of the Southern Otomanguean are purely 
decimal below 10, but follow the quinary method from 10 to 20 
and counting by twenties from 20 to 100. But Northern 
Otomanguean possess some trace of the quinary method under 
10. The  Tlapanec number sequence from 11 through 19 
follows the Southern Otomanguean pattern, although the 

genetically related language, Subtiaba shows decimal under 20. 
Therefore, the quinary system mixed with decimal in  Tlapanec 
might have been borrowed from neighboring languages (Fig. 3). 

   Thorough decimal systems are found in Seri, Northern Uto-
Aztecan languages, and some Chibchan languages. Other 
languages show vigesimal systems, of which additive constructions 
with a preceeding unit (undercounting) are common, and 
additive constructions with a succeeding unit (overcounting) are 
confined to Lowland Mayan (including some Highland Mayan) 
and Yatzachi Zapotec (Fig. 4). Classical Zapotec uses a 
subtractive method for the five numbers below the next unit. 

   From 20 up, Mayan languages show an interesting formation. 
Undercounting and overcounting are distinguished geographical-
ly (Fig.  6). Unit words for twenties, such as  *k'  al, *winaq, 

 *tah- or *may are used differently (Figs.  7-11). Although the 

vigesimal system is predominant throughout Middle America, 
the center is Mesoamerica and the system of the southern 
languages beyond Mesoamerica is different, that is, the co-
efficients follow the units (U  x D). 

   As shown above in the case of Huastec, borrowings are among 
the best witnesses to past contacts and relationships between or 
among various languages. Many languages have borrowed the 
word for 100 from Spanish, but conserve their own words in the 

 coefficients, just like xun-sye:nta  (1.100) in Tzutujil. Even the 
word for 100 is formed from 5 x 20 in some languages, according 
to its system, and interval numbers between the hundreds are 
conserved (Fig. 12). That is, only a counting method by 
hundreds is borrowed. This indicates that only the formation 

principle can be  borrowed, although borrowing is generally
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expected in lexical items. 

   From 20 up, the modern Cakchiquel numeral sequence 

follows undercounting, whereas Classical Cakchiquel conserved 

an overcounting system. Many languages of highland Maya 

have a special word,  mue' or  mue for 80. This is utilized from 

80 to 99 in Modern Cakchiquel, but Classical Cakchiquel used it 

for the numbers from 61 to 80, as indicated below; 

          Modern Cakchiquel Classical Cakchiquel

60  af-k'  al  af-k'  al 

61  es-k'  al xun xun  ru-xu-muc' 

80  xu-mue  xu-mue 

90  xu-mue.' laxux

This is another excellent example of borrowing of the principle 

of formation of words. In other words, only media, but not 

contents, are borrowed. That is, structural or formal borrowing 

does occur. 

   The diversity and uniformity of the numeral systems are 

shown plainly in the accompanying maps. On the one  hand, 

diversity is attributed to different methods, such as decimal-

vigesimal,  quinary-vigesimal, decimal-quinary-vigesimal, and 

thorough decimal. On the other, similar counting methods 

extended beyond language boundaries are the result of borrowing, 

 as mentioned above.

1.は じめ に

H.掌 の数え方の記述に関する諦問題

皿.唱言 語 資 料 と分 析

N.考 察,

!)ユ ー ト ・ア ス テ ック語 族

2)オ トマ ンゲ 語 族

3)マ ヤ語 族
'
4)ミ へ ・ソケ語 族
'
5)そ の他 の 言語

V.お わ りに

1.は じ め に

　　　　中米 では古 くか ら点 と棒 によって数字が表わ されていた。 点は1,棒 は5を 表わす

　　ので,こ れまで見 つか っているなかで もっとも古 い年代を刻むチ デパ ・デ ・コル ソの

'石 碑2は
,図1の よ うに,3,2,13と い う数字が縦一列 に記 され,そ の下の文字 の

　　左 には6が ついている ことがわかる。 しか し,長 期暦 と呼んでい るこの暦は,5つ の
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数字か らな り,位 置の違いによ って位 が表わさ

れ る。 そのたあ 上2つ の数は不 明 とい うことに

なるが,マ ヤの暦の構造特徴を利 用す ると,破

損 している部分 は 復元 で き る。 そ こで 復元部

を括弧 に入 れ て,こ れを マヤの暦の慣用表記

に従 って 表 わ す と,(7).(16).3.2.136Ben

(16Xul)と な る(Dec　 5,36　 B・C.)。 この暦は

5つ の単位 か らなるので,そ れぞれの単位を数

字 に直 すと,次 のよ うにな る。

　　第5位:7×20×20×20×18

　 　 　　　　 ==7×20×20×360

　 　 第4位:16×20×20×18=16×20×360

　 　 第3位:3×20×18=3×360

　 　 第2位:2×20

　 　 第1位:13

　　　Stela　 2,　Chiapa　 de　 Corzo.

図1　 [coE　 1976:113:丘9・31

これからわかるように,こ の暦は第3位 以外は二十進法に従 っている。 この二十進法

に基づ く長期暦法は,マ ヤに受け継がれ(A・D.292),909年 まで使用されたにすぎな

いが,そ のもととなる二十進法は,現 在でも中米の多 くの言語で使われている。 しか

しながら,二 十進法といっても,言 語によりその構成の仕方に差異がみ られる。そこ

で本論では,そ れに焦点を当て,各 言語の数体系の違いを論ずることにする。すなわ

ち基数詞の形成の仕方を扱 うわけであるが,そ の形成の仕方の異なりによって,言 語

間の接触 も推定できる。各言語の数体系の分析を行なった後,地 図を利用 しながら接

触 による借用の問題 もあわせて考えてみようと思うのである。

　数に関わるものとしては,ほ かに序数詞と助数詞(数 分類詞)が ある。サポテック

語や ミシュテ ック語などにみられ るように,基 数詞と序数詞では,語 順が逆になるだ

け,具 体的にいうと,基 数詞一名詞,名 詞一序数詞といった,類 型を論 じる場合でも

興味深い現象があるし1),序 数詞そのものの形成の仕方も,同 じ語族でも異なる場合

がある。さらに,助 数詞 も,そ の生起位置の違いやそれぞれの助数詞の意味などに興

味をひかれ,お もしろい分析対象となる。 しか しそれ らは本論の主題をこえるので,

扱わないことにする。

1)序 数詞一名詞という語順をとる方言もある。
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八杉　　中米諸語の数体系

fi.数 の数 え方 の記述 に関す る諸 問題

　 数 の体系 を ここで は扱 うわ けで あるが,そ の際 い くつか問題にな ることがある。 た

とえば,一 般 に十進法 とか二十進法 とかい ってい る術語をひ とつ とって も,決 して純

粋 な意味で それ らが使われて いるわ けではない。純 粋な二十 進法 であれば,1か ら19

ま で がすべて異 なる語彙で呼ばれ る必要があ るが,そ うした言 語は中米 にはない し,

お そ らく世界 にもみ られないであろ う。 メ ソアメ リカの数体系 の場合 は,二 十進法 と

いえ るのであ るが,20ま で の数 は五 進法 的に数 え られた り,十 進法で あった り して,

20ま で がすべて異な る数 であるはず の純粋 な二十進法で はな い。20ま では十進法の体

系 を使 い,以 後二十進法を使 うのが一般 的であ る。 いま挙 げた例 か らわ かるように,

十 進法 とか二十進法 とかい って も,あ る部分 で10の 倍数,20の 倍 数 になって いるにす

ぎな い場合で も,十 進法や二十 進法 とい った述語 を使 って いるので ある。 そう した術

語の問題は,数 え方 の原理 をど う名づ けるか,単 位 とな る数を どう読んだ らいいのか,

な どに広が る。数 体系 の解説 でみ られ る述語 は,位,桁,べ き,進 法 くらいの もので,

意外 にそ う した概念 を記述す る適切 な術語が見当た らないのであ る。 そ こでそれをま

ず問題 に してお きたい。

　 数 の形成原理 の一面 を理解 するために,我 々に馴染みの深い 日本 語 と英 語を とって

みよ う。 日本語 の場合 は,掛 ける数(係 数)と 足す数 との区別 は,基 本 数を基底数 の

まえに生起 させ るか,あ とに生起 させ るかの位 置の違 いによって いる。san-j　 uu!j　UU

--san 。 英 語では,-tyか 一teenの 違 いで,基 本数 がいずれ もまえ に置かれ る。　thir-一・ty!

thir-teen。 この ように 数の形 成は,位 置の違 いによ るか,形 態素 を違 わせ るかによ

って いる。 いま3と10の 組 み合わせを例 にとったのであ るが,こ れがた とえば33で

あると,ど ち らも基本数(係 数)× 基底数+基 本数 とい う構造 にな ってい る。 ところが

ドィッ語であ ると,基 本数+基 本数(係 数)× 基底数 とな り,言 語 によ って構成 の仕方

が異な る。

　 ここで2つ の術語 を使 った。基本数 と基底数で ある。基本数(digit)と は,た とえ

ば十進法で いえば,1か ら9ま での数 であ る。10の 位 の数 の表現は,10と い う単位 に

基 本数 が足 されて,た とえば18=10十8と な るわ けで,足 された り,掛 け られた り

す る単位 を基底数 また は単位数(base!unit)と い うことにす る。十 進法 でい うと位 で

あ るが,こ こで扱 う言語は十進法ばか りでな く,五 進法や二十進法 の言語 があるか ら,

位 とい う言葉 を使 うと,う ま くいかない場合があ るのである。

　数 はほとん ど無限 ともいえ る くらい数え ることがで きるが,ひ とつひとつが異な る

523



国立民族学博物館研究報告　 14巻3号

語彙 ではな く,少 数 の語彙があ る規則 に基づいて組み合わ されてい るか ら,記 憶 の負

担 な く数え ることがで きるのである。 その もとになるのが,基 本数 と基底数であ る。

その組み合わせの原理 に基づいて,十 進法 とか二十進法 とか いって いるのであ るが,

それ は,基 底数が10倍 ごとにな ってい るか,20ご とに進むか ということを捕 らえた も

ので ある。その捕 らえ方は,数 の体系 を捕 らえるの に便利であ るので,さ きに指摘 し

た限界を十 分わ きまえた うえで,本 論で も使 いた い。

　 言語の知識がな く,た とえば次 のよ うな形成 の数をみせ られた とす る。

　　 kan-1ahun

　 　 kan=4,　 1ahun=10

す る とkanlahunは14と み ることもで きる し,40を 表 わす とみる こと も可能で ある。

kanlahunが14で あ るというのは,ひ とえにその言語 の約束事 に過 ぎない。 普通,数

は基本数Dと 基底数Uの 足 し算 や掛 け算 で表現 され る。 その組み合わせ には4つ あ

る。

　　 1)D×U十D

　 　 2)U×D十D

　 　 3)D十D×U

　 　 4)D十U×D

この構成法の違 いは,基 底数前置型,後 置型 とか,係 数前 置型,後 置型 とい うことで

記述で きるであろ う。 日本語 は1)で あ り,係 数前 置の基底数前置型であ る。

　 約束事は ほか にもあ る。 た とえば38を 表 わそ うと思 うと,い くつかの言い方 がで き

る。

1)は 十進法 による数え方で,2)は 五 進法,3)は 二 十進法 による数え方で ある。いずれ

も下位 の単位 に基本数を足す方法 であ り,こ れ を下位起算法 と名づ けることにす る。

Menningerは これをundercountingと 称 している[MENNINGER　 l969:761。4),

5)は ど ち らも上位の40を 起点 に数え る方法 で,4)の 場 合は40か ら2つ さかのぼ った,
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または 引いた数 と して38を 表わす方 法であ る。 それに対 して5)は,二 十進法の数え方

で あるが,40に む かって21,22と 数 えて い く方法で,40に む か って18と い う言 い方で

ある。 これ らを上位起算法 ということにす る。4)と5)の 違 いをさ らには っきりさせ る

必要が あるときは,4)の 場 合は上位起 算減法,ま たは逆進 法,5)は 上 位起算加 法 とい

えば よい ことにな る。 ちなみに4),5)に 対 す るMenningerの 名 称は,　back-counting

とovercountingで あ る。4)の 場 合,9と い う数字の表現 によ くみ られ るのであ るが,

「10に1つ 足 りな い」,「10に 近 い」 とかい う言 い方がなされ る。 それ らも含 める こと

にす る。十進法であ ると20か ら30,二 十 進法であ ると20か ら40の 間 の数 の数 え方 は,

20,30ま た は20,40と い う区切 りのいい数(round　 numbers)が 大 切 なのと同 じよ うに,

大 切で あり,そ れ らの数を一括 して呼ぶ必要が生 じる。 それを中間数 と呼 ぶ ことにす

る。 この ほかみ られ るのは,50を100の 半 分 とい う言 い方や,4を2の 倍数,8を4の

倍数 とす る方法であ り,前 者 を半数 法(half-count),後 者 を倍数法 と名づ けるけるこ

とにす る。 しか しこれ らは数体系 の一部 の数 の表現 に限 られ る。

　少 ない語彙 で非 常に大 きな数 まで数 える ことができるということは,少 しだ けの基

本語彙をあ る規則 に基 づいて組 み合 わせ ている ことを意味 して いる。数体系 を理解す

るため には,基 本語彙 と,そ の組 み合 わせ の規則 を記述す る必要 がある。 その記述 に

はすで にい くつ もの方 法がある[HURFORD　 1975]。 しか し,そ れ はい うなれ ば文法

記 述 と同 じであ り,唯 一無二 の文法 を こしらえることは現状では無理で あろう し,お

そ らく将来 も無理であろ う。 それ と同 じよ うに,数 の文法 も,そ の時 々で適切 と思わ

れ る理論 に従 って書かれ ることであろ うし,各 人 が もっとも適切 と思 う方法 に従 って

書かれ るであろ う。

皿.言 語資料 と分析

　数体系を論 じるために必要な資料をここで提供する。提示の順は,さ きに行なった

中米の言語分類表の順に基づいて行なう[八 杉　1989](表1)。

　それぞれの言語の数詞の例のあとに,簡 単ながらその分析をつけることにする。数

の表記は基本的にはアメリカ言語学会の表記法による。 しか し,古 典語といわれるも

のを主に,な かには出典の表記法をそのまま踏襲 したものもある。体系内で首尾一貫

しておれば,本 論で扱う主題にはなん ら問題ないのであるが,表 記法が異なる場合は,

その旨断りをいれることにする。分綴やハイフォンは,ほ とんどの場合筆者によるが,

なかには原典を尊重したものもある。なお,引 用文献でページがしるされていないも
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表1

1.ユ ー ト ・ア ス テ ック語 族Uto-Aztecan

北 ユ ー ト ・ア ステ ック語 派　　　
Northern　 Uto-Aztecan

　　　(Shoshonean,　 Yutan,　 Oregonian)

　　A.ヌ ミック語 群Numic　　　　　　　(Pl
ateau　Shoshonean)

　　　　1.西 ヌ ミ ックWestern　 Numic

　　　　　　モ ノ語Mono(=Monachi)

　　　　　　パ ビ オ ツ ォ語Paviotso　　　　　　　　(N
orthern　Paiute,　Bannock)

　　　　2.中 央 ヌ ミ ックCentral　 Numic

　　　　　　シ ョシ ョニ語Shoshoni-Goshiute

　　　　　　コマ ンチ ェ語Comanche

　　　　　　パ ナ ミン ト語Panamint(Koso)

　　　　3.南 ヌ ミッ クSouthern　 Numic

　　　　　　ユ ー ト語Ute

　　　　　　　　(Chemehuevi,　 Southem　 Paiute)

　　　　　　カ ワイ ー ス語Kawaiisu

　　B.ト ゥバ ト ゥラバ ル語TUbatulabal

　　C.タ キ ック語 群Takic　　　　　　　(C
alifbrnia　Shoshonean)

　　　　1.セ ラー ナ ンSerranan

　　　　　　セ ラー ノ語Serrano

　　　　　　　　*キ タ ネ ム ック語*Kitanemuk,

　　　　　　　　*バ ニ ュ メ語*Vanyume,

　　　　　　　　*ア リック リ ック語*AIIiklik

　　　　2.ク ーパ ンCupan

　　　　　　a・ ノレイセ ー ニ ョ言吾1」uise負o　　　　　　　　　　(
*Juanefio)

　　　　　　b・*ガ ブ リエ レー ニ ョ*Gabrielefio

　　　　　　　　　　*ガ ブ リエ レー ニ ョ語

　　　　　　　　　　　　 *Gabrieleho,

　　　　　　　　　　*フ ェル ナ ンデ ー ニ ョ語　　　　　　　　　　　　
*Fernandefio,

　　　　　　　　　　*ニ コ レー ニ ョ語*Nicolefio

　　　　　　c.カ ウィ リャCahuilla

　　　　　　　 カ ウ ィ リャ語Cahuilla

　　　　　　　 ク ペ ーニ ョ語Cupefio

　　D.ホ ピ語Hopi

南 ユ ー ト ・ア ステ ッ ク語 派　　　　S
outhern　 Uto-Aztecan

　　(ソ ノ ラ ンSonoran)

　　A.テ ピマ語 群Tepiman(pimic)

　　　　1.ピ マ ンPiman

　　　　　　ピマ ア ル トtin　Pima　 Al　to　 　　 　[1]

　　　　　　パ パ ゴ語Papago　 　 　 　 [2]

　　　　　　ピマバ ホ語Pima　 Bajo　 　 　　 　[3]　　　　　　　

(Nevome,　 Ure,　Yecora)
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　　　　　2。 テ ペ ワ ンTepehuan　　　　　　　　 (Od
ami!Odame)

　　　　　　　北 テ ペ ワ ン語 　 　 　 　 　 　 　 　[4]　　　　　　　　
Northern　 Tepehuan

　　　　　　　南 テ ペ ワ ン語 　 　 　 　 　 　 　 　[5]　　　　　　　　　S
outhern　 Tepehuan

　　　　　　　テ ペ カ ノ語Tepecano　 　 　 　 [6]

　　　B・ タ ラカ イ タ言吾群Taracaitan　　　　　　　 (T
aracahitic)

　　　　　1.タ ラ ウマ ラ ンTarahumaran

　　　　　　　タ ラ ウマ ラ語Tarahumara　 　 [7]　　　　　　　　(
Raramuri)

　　　　　　　グ ア リヒオ語Guarijio　 　 　 [8]　　　　　　　　(V
arohio)

　　　　　2.オ パ タ ンOpatan

　　　　　　　*オ パ タ語*Opata(Ure)　 　 [g]

　　　　　　　*ホ バ*Jova　 　　 　　 　 　　 　Dl

　　　　　　　*エ ウデ ベ語*Eudeve(Heve)D2

　　　　　3。 カイ タ ンGahitan

　　　　　　　ヤキ 語Yaqui(Cahita)　 　 　 　[10]

　　　　　　　マ ヨ語Mayo(Cahita)　 　 　 [11]

　　　　　4.*ト ウバ ル語*Tubar　 　 　 　 D3

　　　C・ コ ラ チ ョル語 群Corach◎1

　　　　　　　コ ラ語Cora　 　　　　　　　　　　[12]

　　　　　　　ウイ チ ョル語Huichol　 　 　 [13]

　　 (ア ス テ カ ンAztecan)

　　　D・ ナ ワ語 群Nahuan

　　　　　1.ア ス テ ックAztec

　　　　　　　ナ ワ トル語Nahuatl　 　　　　 [14]

　　　　　　　ナ ワ ル語Nahual　 　　　　　　 [15]

　　　　　　　ナ ワ ッ ト語Nahuat　 　　　 　 [16]　　　　　　　　(E
astern　Aztec)

　　　　　　　ピ ピル語Pipil　 　 　 　 　 　 　 [17]

　　　　　2.*ポ チ ュテ ッ ク語*Pochutec　 D4

H.*ク イ トラテ ック語*Cuitlatec　 　 D5

皿.ユ マ語 族Yuman

　　　　　パ イパ イ語Pai　 Pai　 　 　 　 [18]

　　　　　コチ ミ語Cochimi　 　　　　 　　 [19]　　　　　　 (K
umyai,　 Kimiai)

　　　　　キ リワ語Kiliwa　 　 　 　 　 　 [20]

　　　　　コ コパ 語Gocopa(Cucapa)　 　 [21]

IV.セ リ語Seri　 　 　 　 　 　 　 　 [22]

V.タ ラス コ語Tarasco(Purepecha)　 [23]

VI.ト トナ ック語 族Totonacan

　　　　　ト トナ ック語Totonac　 　 　 　 [24]

　　　　　テ ペ ワ語Tepehua　 　 　 　 　 　 [25]
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可.オ トマ ンゲ語 族Otomanguean

　　　A.チ チ メ ック語Ghichimec　 　 [26]　　　　　　　

(Meco,　 Jonaz)

　　　B.オ ト ・パ メ語 群Oto-Pamean

　　　　　1.パ メ ア ンPamean

　　　　　　 北 パ メ語Northern　 Pame　 　 [27]

　　　　　　 南 パ メ語Southern　 Pame　 　 　 [28]

　　　　　2.マ トラツ ィ ンカMatlatzinca

　　　　　　　マ トラ ツ ィ ンカ語 　 　 　 　 　 [29]　　　　　　　　
Matlatzinca(Pirinda)

　　　　　　　オ クイ ル テ ック語 　 　 　 　 　　[30]　　　　　　　　
Ocuiltec,　Tlahuica

　　　　　3.オ ト ミア ンOtom量an

　　　　　　　a.オ トミ語Otomi　 　 　 　 [31]

　　　　　　　　北 西 オ ト ミNorthwestern　 Otomf　　　　　　　　　　

(Mesquita1)

　　　　　　　　北 東 オ ト ミ　　　　　　　　　　N
ortheastern　 Otomi(Sierra)

　　　　　　　　南 西 オ ト ミSouthwestern　 Otomi

　　　　　　　　 イ シ ュテ ン コ ・オ トミ
　　　　　　　　　　Ixtenco　 Otomi

　　　　　　　b,マ サ ワ語Mazahua　 　 　 [32]

　　　 G・ ス パ ネ ック語 群

　　　　　1.ト ラバ ネ ック語 　 　 　 　 　 [33]　　　　　　　　 Tl
apanec(Yope)

　　　　　2.*ス ブ テ ィ アバ 語*Subtiaba　 D6

　　　　　　　　*マ リビオ語*Maribio

　　　 D・ ポ ポ ロ ック語ge　Popolocan

　　　　　1.チ ョチ ョア ンGhochoan

　　　　　　　a.イ シ ュ カテ ッ ク語Ixcatec　 [34]

　　　　　　　b.チ ョチ ョChocho

　　　　　　　　　ポ ポ ロ ッ ク語Popoloc　 　 　 [35]

　　　　　　　　　チ ョチ ョ語Chocho　 　 　 [36]

　　　　　2.マ サテ ック語Mazatec　 　 　 [37]

　　　 E・ ア ム ス ゴ語Amuzgo　 　　　　 　 [38]

　　　　F.ミ シ ュテ ック語 群Mixtecan

　　　　　1.ミ シュ テ カ ンMixtecan

　　　　　　　 ミシュ テ ック語Mixtec　 　 [39]

　　　　　　　ク イカ テ ック語Cuicatec　 　 [40]

　　　　　2.ト ゥ リケ語Trique　 　 　 　 [41]

　　　　G・ サ ポ テ ック語 群Zapotecan

　　　　　1.サ ポテ ック語Zapotec　 　 　 [42]

　　　　　2.チ ャテ ィー ノ語Chatino　 　 [43]

　　　　　　　 *パ パ ブ コ語*Papabuco

　　　　H.チ ナ ンテ ック語Ghinantec　 　 [44]

　　　　L　 マ ンゲ 語 群Manguean　　　　　　　　(Ch
orotegan,　 Chiapanec-Mangue)

　　　　　 1.*チ アパ ネ ッ ク語*Chiapanec　 D7

　　　　　2.*マ ンゲ語*Mangue　 　 　 　 D8

　　　　　　　(*デ ィ リア語*Diria)

　　　　　　　(*チ ョロテ ガ語*Chorotega)

　　　　　　　(*ニ コヤ語*Nicoya)

田.ワ ベ語Huave　 　　　 　　　　　 　 [45]

IX.オ アバ カ チ ョ ンタ ル語 　 　 　 　 　 　 [46]　　　　　
Oaxaca　 Chontal(Tequistlatec)

　　　　　低 地 オ ァバ カ チ ョ ンタ ル　　　　　　　L
owland　 Chontal(Huamelultec)

　　　　　高 地 オ ア バ カ チ ョ ンタル　　　　　　　Hi

ghland　 Ghontal(Tequistlatec)

X.ミ へ ・ソケ 語 族Mixe・Zoque

　　　　　(Zoquean,　 Mixean)

　　　　　1.ソ ケ語 群Zoque　 　 　 　 　 [47]

　　　　　　　a・チ アパ ス ・ソケ 語

　　　　　　　　　　　Ghiapas　 Zoque

　　　　　　　　　Centra1(Copainala,　 etc・)

　　　　　　　　　Northern(Magdalena,　 etc.)

　　　　　　　　　Northeastern(Chapultenango,　　　　　　　　　　
Oc・tepec,　etc・)

　　　　　　　　　Southern(Tuxtla　 Gutierrez,

　　　　　　　　　　 Ocozocuautla,　 etc.)

　　　　　　　b.オ アバ カ ・ソケ語Oaxaca　 Zoque　　　　　　　　　　　

(San　Miguel　 Chimalapa,　　　　　　　　　　　
Santa　 Maria　 Chimalapa)

　　　　　　　C・タ バ ス コ ・ソ ケ語　　　　　　　　　　　T
abasco　 Zoque(Ayapa)

　　　　　　　d.ベ ラ クル ス ・ソケ 語 　 　 　 [48]　　　　　　　　　　　
Veracruz　 Zoque(Zoque

　　　　　　　　　　　Pop・luca)

　　　　　　　　　シ エ ラ ・ポ ポ ル カSierra　　　　　　　　　　 P
opoluca(Soteapan　 etc・)

　　　　　　　　　テ シス テ ペ ック ・ポ ポ ルカ

　　　　　　　　　　 Texistepec　 Popoluca

　　　　　2.ミ へ語 群Mixe

　　　　　　　a.ベ ラ クル ス ・ミへ語 　 　 　 [49]

　　　　　　　　　　　Veracruz　 Mixe(Mixe

　　　　　　　　　　　Popoluca)

　　　　　　　　　サ ユ ー ラ ・ポ ポル カ　　　　　　　　　　　S
ayula　Popoluca

　　　　　　　　　オ ル ー タ ・ポ ポル カ　　　　　　　　　　　
01uta　 Popoluca

　　　　　　　b.ミ へ語Mixe　 　 　 　 　 　 [50]

　　　　　　　　　　　Eastern　 Mixe

　　　　　　　　　　　Western　 MiXe

　　　　　　　c.*タ パ チ ュ ル テ ック語 　 　 　D9　　　　　　　　　　　
*Tapachultec

XI.マ ヤ語族Mayan

　　　　A・ ワス テ ック語 群Huastecan

　　　　　　1.ワ ス テ ック語Huastec　 　 [51]

　　　　　　2.*チ コム セル テ ッ ク語 　 　 　DlO
　　　　　　　　　　Chicomuceltec
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B・ 低 地 北 マ ヤ語 群

　　　　Northern　 Lowland　 Maya

　　1.ユ カ テ カ ンYucatecan

　　　a・ユ カ テ ック語Yucatec　 　 [52]

　　　b・ ラカ ン ドン語Lacand6n　 [53]

　　　c・ イ ツ ァ語ltza　 　 　 　 　 [54]

　　　d・ モパ ン語Mopan　 　 　 　 [55]

C・ 低地 南 マ ヤ語 群

　　　　Southern　 Lowland　 Maya

　 1.チ ョラ ンCholan

　　　a・ チ ョル語Chol　 　 　 　 　 [56]

　　　b・ チ ョンタ ル語Chontal　 　 [57]

　　　c・ チ ョル テ ィ語Chorti　 　 　 [58]

　　　d・*チ ョル テ ィ語*Cholti　 Dl1

　 2.ツ ェル タルTzeltalan

　　　a・ ツ ェル タル語Tzelta1　 　　　 [59]

　　　b・ ツ オ ツイ ル語Tzotzil　 　 [60]

　　　c・ トホ ラバ ル語T()j　olabal　 [61]　　　　　　　(G
haneabal)

D・ 高地 西 マ ヤ語 群

　　　　Western　 Highland　 Maya

　 1.カ ンホ バ ラ ンKanjobalan

　　　a・ チ ュ フ語Chuj　 　 　 　 　 [62]

　　　b・ バ カ ル テ ック語Jacaltec　 　[63]

　　　　　 カ ンホバ ル 語Kanjobal　 [64]　　　　　　　

(Solomec)

　　　　　ア カ テ ック語Acatec　 　 　 [65]

　　　c・モ トシ ン トレ ッ ク語 　 　 　 [66]

　　　　　　　Motocintlec(Moch6)

　　　　　トゥサ ンテ ック語Tuzantec[67]

　 2.マ メ ア ンMamean

　　　a・ テ コ語Teco　 　 　 　 　 [68]

　　　　　マ ム語Mam　 　 　 　 　 　 [69]

　　　b.ア グ ァ カ テ ッ ク語　　　　　　　　　　　　　　　　 A
guacatec　 [70]

　 3.イ シル語Ixil　 　 　 　 　 　 　 [71]

E・ 高 地 東 マ ヤ語 群

　　　　Eastern　 Highland　 Maya

　 1.ケ ク チ語Kekchi　 　　 　　　 [72]

　 2.ポ コムPocom

　　　a・ ポ コム チ語Pocomchi　 　 [73]

　　　b・ ポ コマ ム語Pocomam　 　 　[74]

　　　　 3.キ チ ュア ンQuichean

　　　　　　a・ ウス パ ンテ ック語Uspantec[75]

　　　　　　b・ キ チ ェ語Quich6　 　 　 　 　[76]

　　　　　　　　 サ カ プル テ ッ ク語 　 　 　 　 　[77]　　　　　　　　　　
Sacapultec

　　　　　　　　 シパ カパ 語Sipacapa　 　　 [78]

　　　　　　　　 カ ク チケ ル語Gakchiquel[79]

　　　　　　　　 ツ トゥヒル語Tzutujil　 　 [80]

刈.シ ンカ語xinca　 　　　　 　　　　　[81]

盟.レ ンカ語 族Lenca

　　　　　*レ ンカ語Lenca　 　　 　　 　　 D12

　　　　　*チ ラ ンガ 語Chilanga　 　 　 　 D13

W.ト ル語(ヒ カ ケ)To1(Jicaque)　 　 [82]

XV.ノ ・eヤ語Paya　 　　　　　　　　　　　　　　 [83]

XVI.ミ スマ ル パ語 族Misumalpan

　　　　　 (Misuluan)

　　　A・ ミス キ ト語Misquito　 　 　 　 　 [84]

　　　B・ マ タ ガ ルパ ンMatagalpan

　　　　　*マ タ ガ ルパ 語*Matagalpa　 　 Dl4

　　　　　*カ カ オ ペ ラ語*Cacaopera　 　 D15

　　　C・ ス ム語(ス モ)Sumu(Sumo)　 [85]

　　　　　　　Ulua　 Bawihka,　 Tawahka,

　　　　　　　Kukra,　 Panamaka

XWI.チ ブ チ ャ語 族Ghibchan

　　　A・ ラ マ語Rama　 　 　　　 　　 　　 [86]　　　　　　　(
コロ ビシ語Corobisi)

　　　　 グ ア トゥ ソ語Guatuso　 　　　 　 [87]

　　　　　　(マ レ ク語Malecu)

　　　B・ グ ア イ ミ語Guaymi　 　　　　　　[88]

　　　　　モ ベ語Move　 　 　 　 　 　 　 　 [89]

　　　　 *ウ ェル タ ル語Huetar(Guetar)D16

　　　C・ タ ラマ ンカ語 群Talamanca

　　　　　テ ィ リビ語Tirib三 ・=Tirib　 　 　[90]

　　　　　　　(Teribe,　Terraba)

　　　　　ブ リブ リ語Bribri　 　 　 　 　 [91]

　　　　　カ ベ カ ル語Cabecar　 　 　 　 　 [92]

　　　　　　　(Chiripo,　 Estrella)

　　　　　ポ ル カ語Boruca(Brunca)　 　 [93]

　　　D・ ク ナ語Guna　 　　　　 　　　　 [94]

㎜ 【.ア ラワ ック語ta　Arawakan

　　　　　　ブ ラ ック ・カ リブ語 　 　 　 　 　[95]　　　　　　　 Bl
ack　Carib(Garifuna)

のは,ま とまって しるされていない ものであ り,各 語 を選 び出 したペ ージは,い ちい

ち示 さなか った。

　数体系の分析 については,①10ま で と,②11か ら19ま で と,③20以 降 つ ぎの単位ま

で,④ それ以上の単位では,構 成 原理が異 なる場合 があるので,4つ に分 けて論 ず る
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ことにする。

　本論の目的は,そ れぞれの言語の数体系がどのような原理からなるか,す なわち,

五進法か,十 進法か,二 十進法か,そ れともそれらの混合型か,基 底をまえに置 くか

あとに置 くかなどを調べることであり,数 の語源や,語 族内の対応関係などの言語学

的な事象を記述することではない。そのため,た とえば2と4の 複合で8が 形成され

るとき,2と4の 組み合わせがそのまま8に ならない場合の,形 態素の変化を記述す

るための形態音素的な規則等 も省くことにする。それらは一括 して,派 生語彙という

項目に入れる。

　構成原理の表記は,記 号を使った数学的な表記 も可能かと思われるが,あ まりに抽

象的な式であると,そ れらを検討するとき,筆 者の経験では,ほ とんどの場合,一 度

具体的な言葉に置き換えなが ら考え直すので,結 局,具 体的な説明に対 しいったいど

こに利点があるのか,と いう疑問を抱 くことが多い。そのため,そ うした抽象的な式

は,あ らたに新 しい事象が説明できるとき以外は,単 なる表面的な記述の簡単さに自

己満足 した表現にすぎないといってもよいのではなかろうか。そこで,こ こではでき

るかぎり具体的な表記 にしたいが,数 体系は繰 り返 しが多いので,少 な くともその特

徴がわかるよう工夫する必要がある。そのためには,わ ずかなが らも,約 束事をこし

らえなければならない。それは次のとおりである。

　 i)分 析 は小 さい単位 か ら大 きい単位 に進む。

　 　　　①1の 位,②10の 位,③20の 位,④ それ以上の位

　 ii)　 そ れぞれの基底数 をUnと し,最 小 の位 を構成す る数,基 本数をDと す る。

　 　　た とえば十進法で あると,D={1...9},　 U1={10},　 U2={100}

iii)構 成 要素は,数 字 を{}で 囲む。例:{1,2,3,4}

iv)基 本 語彙 は,形 態素で表わ さず,数 字で代用す る。

　 v)数 は順列 が常識であ るので,順 列の中間は … で省 く。

　 　　　例:{1_7}={1,2,3,4,5,6,7}

vi)数 の 表現は{}内 の要 素の うちのひ とつを選 ぶ ことである。 要素 の選択 は

　 　　 {,}で 表 わされる ことにする。

vii)基 準 とな る位はその形 態素 を()に 入れて表わす。例:10(baivu話tyゑma)

viii)表 わ される数字 はN._nと す る。 た とえば,1か ら9ま での数字は,　 N1_9

　 　 　 とす る。例:N1_9={1_9}

ix)並 列 は+に よる。例:18=10十8

　 x)倍 数Mは ×で結 んで表 わす。例:40=2×20
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xl)た と えば,12は10の 位 の基底数10=U1に,1の 位 の数の2の 組 み合 わせ

　　　 で表わす ように,大 きな数字 は小 さな数字 を利用す るのが常であ る。 この繰

　　　 り返 しを示 すたあに,記 号 を使 うことにす る。 例:Nlo_19=U1土{N1_9}

　 　 　　 例 の場合,Noを 導 入 して,　 Nio_i9=U1十{No_9}と 書 くことも可能で あ

　　　 る。 しか し ここではNoが 数0を 表わす誤解 を避 け る た め,　 Nlo=U1,

　 　 　 N11_19=U1十{N1_9}と い うことを表わすたあに± とい う記号 を使 うことに

　　　 す る。すなわ ちこの場合 の一は以下 の数 または語彙 が表わ されな いことを示

　　　 す。 しか し具体的な数 を表記 する場合 は#を 用 い,そ の数が表わ されな いこ

　　　 とを示す ことにす る。

　　　　例:{#,2,3,4}×U2={U2,2×U2,3×U2,4×U2}

xii)た とえば9は10に ひ とつ足 りないとか,も うひ とつで10と い った表現で表わ

　　　 され ることがあ る。 これを次 のよ うに書 くことにす る。

　　　　 基底が前の場合:110-11,基 底 が後 の場合:1-1十lo!

xiii)並 列 の場合 「と」 とか 「とと もに」 などを意味す る形 態素が生起す る場合 が

　　　 ある。 その場合 はその形態素を表記 し,別 途接続辞 として登録 する。

　　　　例:10(baivu首tyama)十dan十{N1-9}

xiv)倍 数 法 による数 の形成がみ られ ることがあ る。語頭音節 の重複法 による場合

　　　 と,2を 掛 ける場合が ある。前者 は"で,後 者は2× とす る。

　　　　例:4"=8(4=gi'ik,8=gigi'ik),

　 　 　　　　2×4・==8(2=w6i,4=naiki,8=w6naiki)

xv)次 の位 の基数 にな る形 態素が異 な る場合 があ る。 それ は'で 表わす。

　　　　例:1　 =一　ce,2=ome,5=macuilli,6=chicuace,7=chicome

　 　 　 の場合,明 らか に6以 降は5十1,5十2と いう構成 法であ る。6を5'十1と

　　　書 く。

xvi)20以 上 の数を数 え る場合,た とえば21は 次 の単位40(2×20)を 基 準に して,

　 　　 「2×20に む か って1」 とか 「2番 目の20の1」 とい う数え方をす る場合が

　　　 ある。それを1>2×20と 表 わす。

Papago [2]

 [SAXTON  1982: 198] [ZEPEDA 1983:  117-119] 
"1" himako  himako 
"2"  go:  k go:k 
"3" waik waik
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"4" gi'ik gi'ik 
"5" hitasp hitasp 
"6"  Cu  :dp  Cu:  dp 
"7" wiwa'ak/wiwkam wiwa'ak 
"8" gigi'ik gigi'ik 4" 
"9"  humukt/humjkam humuk 
"10" wistmaam  wistma: m 

 "11"  gamai—himako  10+1 
"12"  gamai—go:  k  10+2 

 "13" gamai—waik  10  +3 
"14" gamai —gi'ik  10  +4 

 ‘,15,, gamai—hitasp  10+5 
"16"  gamai —Cuudp  10+6 

 ‘,17,,  gamai —wiwa'ak  10+7 
 ‘,18,,  gamai—gigi'ik  10  +8 

"19" gamai —humuk  10+9 
"20" gokko—wistma:n 2 x 10 
"21" gokko—himako 
"22"  gokko—go:  k 
"23" gokko—waik 
"24" gokko—gi'ik 
"29" gokko—humuk 
"30" waikko—wistma:n 3 x 10 

 ‘,31,, waikko—himako 
"40" gi'ikko—wistma:n 4 x 10 

 ‘,995, humukko —humuk 
"100" siant 

 ‘,110,, himako —siant wistma:n  1  x  100+10 
"1000"  mi  :1

　基本語彙　D={1_7,9,10},u1={lo,(gamai)110(wistma:n)},

　　　　　　 U2={100(siant)},　 U3={1000(mi:1)}

　派 生語彙　 {2'_9'}={gokko,　 waikko,　 gi'ikko…humukko}

　① 十進法 による数 え方 といって もよいが,明 らかに8(gi-gi'ik)は4(gi'ik)の

語頭 音節 の重複法 によっている。 これ を!4"〆 と表わす。

　　　　　 N1_10={1...7,4",9,10}

　② 　 11か ら19ま で は,gamai一 に1か ら9ま でを表わす形 態素がついた ものであり,

10を 表 わすwistma:mの 異 形 態 とみ る ことがで きる。

　　　　　 N11-19=U1(gamai)十{N1-9}

　 ③20以 降 は10の 倍 数であ り,十 進法で ある。

　　　　　 N20_gg・={N2Lg'}×U1(w壬stma:n)(round　 numbers)

　　　　　　　　　=={N2'_g'}十{N1_g}　 　　　 (interval　numbers)

　④100,1000は ス ペ イン語か らの借用 であ る。 それ にパパ ゴ語 の数表現がつ く。
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 N100-999=-1N1-91  x  100±{N1-99} 

N1000-=---{N1-9}  x  1000±{N1-999}

Pima Bajo (Nevome) [3]

[PENNINGTON 1979] (原典 は18世 紀,表 記法はそのまま)
"1" maco/maddo 
"2" goc 
"3" vaico 
"4" guico/macoba 
"5" utaspo 
"6" tutpo 
"7" bubacama 
"8" guiguico 4" 
"9" tumbustamama  —1+10 
"11" bustamama gamai maco  10+1 

 "12" macobai/bustamama gamai goco  10  +2 
"13" bust'mama vaico  10+3 

 "15" vaico. utaspo 3 x 5 
"20" maco opa 1  x  20 
"30" maco opa . ovai gamai bust'ma 1  x  20  +10 
"40"  goc  obpai  2  x  20 
"60" vaico opa/obbac  3  x  20 
"70" gamui vustama 
"80"  guico  opa  4  x  20

　基本語彙　 D=={1_7,9,10},U1={10(bustamama)},　 U2={20(opa)}

　 派 生語彙　 2'==　goco,20'=obpai

　 ① 十進法 による数え方 とい って もよいが,8(gui-guico)は4(gujco)の 語 頭音

節 の重複法 によって いる。9に は10の 形 態素がみ られるところか ら1-1十lo!と み

たい。

　　　　　　　N1_iO・={1_7,4",-1十10}

　 ② 　 11以 降 は,bustamamaにgamaiを 介 して1,2が つ くが,3で はgamaiが

省 かれてい る。15は3×5と い う構成であ る。

　③20以 降は二十進法の よ うで ある。

　　　　　　　N20_so=={Nレ4}×U2(opa)士{Nl_g}

Northern Tepehuan [4]

 [BASCON  1982  :  334] 
 "1"  imoko
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"2"  gooka 

"3"  vaika 

"4"  maakova 

"5"  taarna 

"6"  naadami 

"7"  kuvarahami 

"8"  maamakova 4" 

"9"  tuvugtYama  —1+10 

"10"  baivuggama 

"11"  baivu§tYama dan  imoko 10+1 

"19"  baivuggarna dan  tuvugtYarna 10+9 

"20"  im6  kobai  1 x 20 

"39"  im6  kobai dan  baivugtY6ma dan  tuvugtYanta 20+10+9 

"40"  goo  kobai  2  x  20 

"60"  vaik  kobai 3  x 20 

"80"  maako  kobai  4  x20 

"100"  im6  siento 1 x 100

　基本語彙　 D・={1_7},Ul={10(baivu蓉tyゑma)},　 U2={20(k6bai)},

　　　　　　　 U3={100(si6nto)}

　 接 続 辞{dan}

　 ①8(maamakova)は4(maak6va)の 語 頭音節 の 重複 によって いる。9はtu-

vugty・amaで あ り,10を 表 わすbai-vu§tyゑmaと 同 じ形態素がみ られ るところか ら,　 t

10に ひ とつ足 りないか,ほ とん ど10に 近い とい う意味 と考 え られ る。 これを!-1十

101と 表 記す ることにす る。

　　　　　　N1_9={1.。.7,4,,,-1十IO}

　 ② 　 11か ら19ま で は,10を 表 わすbaivugtyamaに1か ら9ま でを表 わす形態素ガ

ついた ものであ るが,danと い う接続辞が間 に入 る。

　　　　　　NIo_1g=U1(baivu蓉tyゑma):ヒdan士{Nトg}

　 ③20以 降 は二十 進法であ り,間 の数 は1か ら19ま で がdanに よ り接続 され る。

　　　　　　N20_gg={1_4}×U2(k6bai)土dan±U1十dan土{Nl_g}

　 ④100は ス ペイ ン語 か らの借用であ る。

Tepecano [6]

　 　 　 　 [MAsoN　 　l916:377]

　 　 　 　 　(cを9に,・ を:に 変 更 し た 。 原 典 の8はciv-a'ikで あ る が,こ れ も修 正 し た)
``P'　 　 h6,maD/h6,ma:i

``2,,　 　　 go:k

``3,,　　　　va:,ik

``4,,　　　　ma,kov
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"5"  (i)gtuma  :m 
"6"  givhb'maD  5  +  1 
"7"  givgo  :'k  5  +2 
"8"  giva  :'ik  5  +3 
"9"  givma'kov  5  +4 
"10"  ma'mvoc

基 本 語 彙D={1_5},U1二 ・{5'(9iv)},U2={10(ma'mvδc)}

① 五 進 法 で あ る 。6以 降 は,5'(giv)十{1_4}と 表 わ さ れ る 。

Tarahumara [7]

Tarahumara [MERRIFIELD  1968a: 96-98] Western Tarahumara [BURGESS 1984:  86-87] 
"1"  bire bile 
"2"  okua  oka, 
"3"  bikiya  baikia/bakia 
"4"  nawo  na6 
"5"  marl  marigi 
"6" usani  usani 
"7"  kiCao  giCao 
"8"  o-sa  nawo  2  x  4  o-sa. no 2  x  4 
"9"  ki-makOi  —1  +10  ? gi-makoe  —1  +10 

 "10"  mak&  makoe 
"11"  makOi  wamina  bire 10 farther  1  mak() bile 10+1 
"19"  makoi  wamina  kimakoi 10 farther 9 
"20"  o-sa  makoi 2 x 10 bile  elia/o-sa  makoe 2 x 10 
"22"  o-sa  makoi  wamina  okua 2 x 10 farther 2 
"30"  bai -sa  makoe 3 x 10 
"33"  bai -sa  makoi  wamina  bikiya 3 x 10 farther 3 
"40"  oka  elia/nao -sa  makoe  4  x 10 
"45"  nawo-sa  makoi  wamina  marl  4  x 10 farther 5 
"50"  marigi -sa  makoe 5 x 10 
"56"  mari -sa  makoi  wamina  usani 5 x 10 farther 6 
"60"  usan-sa  makoi 6 x 10  usani -sa  makoe 6 x 10 
"70"  ki'eao-sa  makoi 7 x 10  gi66,o-sa  makoe 7 x 10 
"80"  o-sa  no-sa  makoe  2  x4  x10 
"90" gi-mako-sa  makoe 9 x 10 
"100"  bire siento 1  x 100 bile  siento 1  X 100 
"150" bile  siento  amina  nasipa 

                                                    1 x 100 and half 
"227"  okua, siento  wamina  o-sa  makoi  wamina  kiOdo 2  x  100+2  x  20+7 
"880"  o-sa  name) siento  wamina  o-sa  nawo-sa  makoi 2 x 4 x  100+2 x 4 x 20 
"969" gi-makoe  siento  mina  usani-sa  makoe  mina gi-makoe 

 9  x  100+6  x 10+9 
"9999"  kimakoi  mili  wamina  kimakoi siento  wamina  kimakoi -sa  makoi  wamina  kimakoi 

      9 x 1000 farther  9  x 100 farther 9 x 10 farther 9
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　 基本語彙　 D=={1_7},U1={10(makoi)},　 U2={100(siento)},　 U3={100(mili)}

　 接 続 辞{-sa,　 wamina}

　 ①8は2と4の 結合 した ものであ り,12×41と 表 わす ことにする。9は1-1十

101で あ る。 正確 に表記 するためには,形 態音素的な規則 と して,た とえば,okua

→oL-saと い った規則 を設 ける必要が あるが,形 成法のか らくり,す なわ ち意味的

に12×41で あ ることに,こ こでは興昧 があ るだけで あ り,こ のよ うな細 かい規則 は

略す ことにす る。

　　　　　 N1_g・={1...7,2×4,-1十10}

　 ② ③ 　 11以 降 は10に1か ら9ま での数 がwaminaを 介 して 結合 した もので あり,

20以 降 は十 進法であ る。

　　　　　 Nio-99　 ={#,2_9}-sa×U1(makoi)±waminA士{Nl_g}

　 ④ 次 の単位 は100,そ の 次は1000で あ り,い ずれ もスペ イ ン語か らの借用であ る。

　　　　　 Nloo_={1_9}×U2士{N1_99}

Eudeve [D2]

[PENNINGToN　 1981](表 記 法 そ の ま ま)

"1" sei 
"2"  gochim 
"3"  veidum 
"4" navoi 
"5"  marqui 
"6" vusani 
"7"  seniovusani 1+6 
"8" gos  navoi (2 x 4) 
"9"  vesmacoi ("casi diez") 
"10"  macoi 
"11"  macoi se beguam 10+1 above 

 "12"  macoita goc beguam 
"14"  macoita  naguoc beguam 
"20" sei  &lame "one person" 
"30" sei  dohme  macoita beguam 
"40"  goc  dohme  2  x  20 
"80"  navoi  Mune 4 x 20 

 "100"  marqui  dohme 5 x 20

基 本 語 彙 　 D={1…6},U1={10(mゑcoi)},　 U2={20(d6hme)}

派 生 語 彙 　 2'=goc,4'==　 naguoc

接 続 辞{-ta}{beguam}

①7は1十6の よ う で あ り,8は2×4,9は!-1十101と 分 析 で き る が,意 味 は
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「ほ とんど10」 とな る。

　　 　　　N1_g={1_6,1十6,2×4・,-1十10}

　 ②11以 降 は10に1か ら9ま での数字がつ き,そ のあ とにbeguamが 添 え られ る。

その意味は 「10の1つ 上,10の2つ 上…」 とい う意味 となる。 ただ し11に は一taは つ

かな い。2',4'が 使 われてい る。

　　 　　　Nlo-19・=U1(macoi>±ta±{N1_g}±beguam

　 ③20以 上 は二十 進法 であ り,基 数であ る20の まえ に倍 数がつ く。2'が 用 い られ る。

　　 　　 N20-・={N1-9}×U2(d6hme>土{N1-19}

Yaqui [10], Mayo [11]

Yaqui Mayo 

 [JOHNSON 1962: 30-31] [COLLARD and COLLARD  [LI  ONNET 1977: 27] 
 1974:  216-217] 

"1" seenu/senu seenu  seenu 
"2"  woi guooyi wooyi 
"3"  bahi bahi  bahi 
"4"  naiki  naiki  naiki 
"5"  martini mamni  mamni 
"6"  btisani  btisani  blisani 
"7"  wobusani  guoiblisani  woibusani  2.6 
"8"  wonaiki  guohnaiki  wohnaiki 2  x 4 
"9"  batani  batani  batani 
"10"  wohmamni guohmamni  wohma mni 2 x 5 

 "11"  wohmamni 'ama  wepulai  guohmamnama  huepu'ulai 10  +1 
"12"  guohmamnama guooyi 10+2 
"13" guohmamnama bahi 10+3 
"14"  guohmamnama  naiki 10+4 
"15"  guohmamnama mamni 10+5 
"16"  guohmamnama  busani 10+6 

 ‘,17,,  guohmamnama  guoibtisani  10+7 
 ‘,18,3  guohmamnama  guohnalki 10+8 
 4419,5  guohmamnama  batani 10+9 

"20"  semi  Wkes  senu  takes  semi  takes 
"21"  semi  WO. 'ama  wepulai  senu  Oka ama  httepu'ulai  20+1 
"30"  semi  takes ama guohmamni  20+10 
"40" guoi  takes  woi  takes 2  x  20 
"60"  baih  takes  3  x20 
"80"  naiki  takes  4  x20 
"100"  mamni  takes mamni  takes 5  X20

基 本 語 彙 　 {1…6,9},U1={10(wohman)},　 U2={20(taka)}

派 生 語 彙 　 1'=・w6pulai
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接 続 辞{ama}

① 　 7の 形成 法が変 わ ってお り,wo-busani=2・6と なって いる。8は2×4で あ

り,10は2x5で あ る。　　 　 　　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 、

　　　　　Nl_10=={L..6,2・6,2×4,9,2×5}

② 　 11は10にama　 w6pulaiで,1(s6enu)と は異 な った形態素1'(w6pulai)が つ

くが,12以 降 は2か ら9ま で と同 じ形 が10の あとに 一amaを 介 してつ く。

　　　　　Nll-19=U1(wohman)-ama十{P,2_9}

③20以 降 は二十進法であ る。

　　　　　N20_=={N1-}×U2(taka)土ama±{N1-19}

Cora [12]

      [CASAD  1984:  267]  "1" saiti 
"2"  wa'apwa 
"3"  waika 
"4"  mwakwa 
"5"  angivi 
"6"  arahsevi (ha-ra "in the face of/there outside-facing  frontwards"  +1) 
"7"  ariawa'apwa  ha-ra  +2 
"8"  araawaiika  ha-ra  +3 
"9"  ara.mwakwa  ha-ra  +4 
"10"  tamw  aamw  ata'a 
"15"  tamwaamwata'a  hapwan  angivi 10 above 5 
"16"  tamwaam"ata'a  hapwan  harahsevi 10 above 5+1 

 "20"  seitYe 
"25"  wa'apwa hece 2 hece 
"35"  seive  hapwan  tamwaamwata'a  hapwan  angivi 20+10+5 
"40"  warapwatYe 2 x 20 
"50"  mwakwa hece 4 hece 
"60"  waikatYe 3  x 20 
"80"  mwakwatYc  4  x  20 

 "100"  angive 5  X 20 
"1000"  sei-vi'ira'a 1  x 1000 
"2000"  wa'apwa-vcira'a 2 x 1000

基 本 語 彙 　 D={1…5},U1={5'(ara)},　 U2={10(tamwaamwata'a)},

　　　　　　　U3={20(ty6)},{hece},　 U3={1000(vi'ira'a)}

派 生 語 彙 　 1'-scvi,　 sei

接 続 辞{hapwan}

①6か ら9は5'(ara)十{P_4}の 五 進 法 で あ る 。
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　 　　 　 N1_5={1_5},　 N6_g=U1(ara)十{1'_4}

② 　 10に1か ら9ま で の 形 態 素 がhapwanを 介 して つ く。

　 　　 　 Nio_1g・=・U2(tamwaamwata'a)土hapwゑn　 ±{N1_g}

③ 　 20以 降 は 二 十 進 法 で あ る。 し か し25,50は 異 な っ た 形 成 法 で あ る 。

　 　　 　 N20_={P_4}×U2(ty6)±hapwan±{N1_1g}

　 　　 　 N25=2×hece,　 N50=4×hece

④1000以 降 はvi'ira'aに 倍 数 。

　 　　 　 Niooo_={P_}×U3(vi,ira,a)土hapwゑn士{N1_ggg}

Huichol [13]

 [GRIMES 1964:  33-34,  41]  [PALAFox VARGAS  1978:  41-42] 
"1"  zewi/zei  zebi 
"2" huuta huta 
"3" haika haika 
"4" nauka nauka 
"5" auzAwi auzubi 
"6" ataa  zewi ata  zebi  5+1 
"7" ataa  htiuta ata huta 5+2 
"8" ataa  Mika ata haika 5+3 
"9" ataa  nauka ata nauka  5+4 
"10"  tamamata  taamamata 
"11"  taamamata  zebi 10  +1 
"12"  tamamata heimana  huuta  taamamata huta 10+2 

 ,(135,  taamamata haika  10+3 
"14"  taamamata nauka 10+4 
"15"  taamamata auzubi 10+5 
"16"  taamamata ata  zebi 10+5+1 
"17"  taamamata ata huta 10+5+2 

 “18,,  taamamata ata haika 10+5+3 
"19"  taamamata ata nauka 10+5+4 
"20"  tewi yari (person -one) rei tebiyari 

 "71" haika  tewi yari heimana  tamamata heimana  zewi (3  x20+10+1) 
"399" haika  sientti yaari heimana nauka  tewi yari heimana  tamamata 

     heimana  atanankame 3 x  100+4x  20+10+5+4

基 本 語 彙 　 Dニ{1_5},U1={5,(ata)},　 U2={10(tamamata)},

　　 　　　　 U3={20(t6wiyari)}

接 続 辞{heimana}

①6か ら9は5'(ata)十{1…4}の 五 進 法 で あ る。

　　 　　　N1_5={1_5},　 N6_g=・Ul(ata)十{1_4・}

② 　 10に1か ら9ま で の 形 態 素 がheimanaを 介 して つ く。 接 続 辞heimanaを 必
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要 と しない場合 もある。

　　　　　 Nlo_1g=U2(tamamata)±heimana±{N1_g}

　 ③20以 降 は二十進法であ る。

　　　　　 N20_={1?12_}×u3(t6wiyari)士heimana士{N1-19}

Classical  Nahuatl [14]

[SuLLIvAN　 1976:189-195](正 書 法 に よ る)
 "1" ce 

 “2,, ome 
 ‘,3,5  ei/yei 
 ,,,v, nahui 
 ,,,5,2 macuilli 
 6,6,, chicuace  5+1 

 ‘,7,, chicome  5+2 
 ‘,82, chicuei  5+3 
 “9,, chiconahui 5+4 

"10" matlactli 
 4,11, matlactli once 10+1 

"12" matlactli omome 10+2 
 "13" matlactli omei 10+3 
 "14" matlactli onnahui  10+4 

"15" caxtolli 
"16" caxtolli once 15+1 
"17" caxtolli  omome 15+2 
"18" caxtolli omei 15+3 
"19" caxtolli onnahui 15+4 
"20" cempoalli 1  x  20 

 ‘,21,, cempoalli once 1 x 20+1 
"22" cempoalli omome 1  x20+2 
"23" cempoalli omei 1  x20+3 
"24" cempoalli onnahui 1  x20+4 
"25" cempoalli ommacuilli 1  x20+5 
"26" cempoalli onchicuace 1  X20+5+1 
"27"  cempoalli onchicome  1  x20+5+2 
"28" cempoalli onchicuei 1  x  20+5+3 
"29" cempoalli onchiconahui 1  x20+5+4 
"30" cempoalli  ommatlactli 1  x20+10 

 cc31,  cempoalli ommatlactli once 1  x20+10+1 
"32" cempoalli ommatlactli omome 1  x20+10+2 

 6,33,,  cempoalli ommatlactli omei 1 x20+10+3 
"34"  .  cempoalli ommatlactli onnahui 1 x20+10+4 

 ‘,35,, cempoalli oncaxtolli 1  x20+15 
"36" cempoalli oncaxtolli once 1 x  20+15+1 

 ‘,37,, cempoalli oncaxtolli omome 1 x20+15+2 
 “38,, cempoalli oncaxtolli omei 1  x20+15+3 
 ‘,39,, cempoalli oncaxtolli onnahui 1 x20+15+4 

"40" ompoalli 2  x20
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"60" 

"80" 

"100" 

"120" 

"140" 

"160" 

"180" 

"200" 

"220" 

"240" 

"260" 

"280" 

"300" 

"320" 

"340" 

"360" 

"380" 

"400" 

"500" 

"600" 

"700" 

"800" 

"1200" 

"1600" 

"2000" 

"4000" 

"4400" 

"7600" 

"8000" 

"16000" 

"40000" 

"80000" 

"136000" 

"160000" 

"3200000" 

"64000000"

eipoalli 

nauhpoalli 

macuilpoalli 

chicuacempoalli 

chicompoalli 

chicuepoalli 

chiconauhpoalli 

 ma  tlacpoalli 

matlacti oncempoalli 

matlacti omompoalli 

 matlacti omeipoalli 

matlacti onnauhpoalli 

caxtolpoalli 

caxtolli oncempoalli 

caxtolli omompoalli 

caxtolli omeipoalli 

caxtolli onnauhpoalli 

centzontli 

 centzontli ipan macuilpoall 

 centzontli ipan matlacpoall 

 centzontli ipan caxtolpoalli 

ontzontli 

etzontli 

nauhtzontli 

macuiltzontli 

matlactzontli 

matlactli oncentzontli 

caxtolli onnauhtzontli 

cenxiquipilli 

onxiquipilli 

macuilxiquipilli 

matlacxiquipilli 

caxtolli omome xiquipilli 

cempoalxiquipilli 

centzonxiquipilli 

cempoaltzonxiquipilli

i

国立民族学博物館研究報告

3x20 

 4x20 

5x20 

 6x20 

 7x20 

 8x20 

 9x20 

 10x20 

11  x20 

 12  x20 

 13  x  20 

 14x20 

 15x20 

 16  x20 

 17x20 

 18x20 

 19x20 

1  x400 

 400+5x20 

400+10x20 

400+15x20 

 2  x  400 

 3  x  400 

 4  x  400 

 5  x  400 

 10  x  400 

11  x  400 

 19  x400  

1  x  8000 

 2  x  8000 

 5  x  8000 

10  x  8000 

 17  x  8000 

 20  x  8000 

400  x8000 

 20  x  400  x  8000

14巻3号

基 本 語 彙 　 D={L..5},U1={5'(chicu-)},　 U2={10(matlactli)},

　 　　　 　　 U3={15(caxtolli)},　 U4={20(poalli)},　 U5={400(tzontli)},

　 　　　 　　U6={8000(xiquipilli)}

接 続 辞{on!om}

①6か ら9は5'(chicu-)十{1…4}の 五 進 法 で あ る。

　 　　　 　N1_s={L..5},　 N6_g=U1(chicu-)十{N1_4}

② 　 11か ら19ま で も五 進 法 で あ る 。

　 　　　 　Nlo-14=　 u2(matlactli)士on!om士{N1-4}

　 　　　 　Nl5_19=・U3(caxtoUi)±on/om±{N1-4}　 　 　 ・　 　 　 　 　 　 　 　 ,
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八杉 中米諸語の数体系

③20以 降は二十進法 である。

　　　　 N20-3gg={N1_1g}×U4(poalli)±{N1_1g}

④　 400,8000と い う次の位 に新 しい語彙 が用い られ る。

Modern Nahuan [14-16]

Tetelcingo  Nahuatl  [Tuooy  1979: 72] 
"1" sie/sente 
"2" ume/unte 
"3"  yeyi/yete 
"4"  nowt 
"5"  mokwill 
"6"  Cikwasie  5+1 
"7"  Cikume 5+2 
"8" '6ikwieyi  5  +3 
"9"  Ctknowt 5+4 
"10"  mahtlaktlt 
"11"  mahtlaktlt wansie  10  +1 
"12"  mahtlaktlt wanume  10+2 
"13"  mahtlaktlt  wa  yey/  10  +3 
"14"  mahtlaktlt  wa  nowt  10+4 
"15"  kagtul, 15 
"16"  katult wansie  15+1 
"17"  kagtult wanume  15  +2 
"18"  kagtult  wa  ye-yr:  15  +3 
"19"  kagtulz wa  nowt  15+4 
"20"  sempoalt 1  x  20 
"40"  uhpoalt 2  X  20

普通10以 上はスペイン語の数詞が使われる。

North Puebla  Nahuatl  [BROCKWAY 1979: 165] 
"1" seya 
"2" ome 

 ‘,3,5 yiyi 
"4" nawe 
"5" makwili 
"6"  6ikwasin  5+1 
"7"  Cikome  5  +2 
"8"  Cikweyi 5+3 
"9"  6iknawe  5  +  4 
"10" ma'tlaktli 
"11" ma'tlaktli wan seya 10+1 
"12" ma'tlaktli wan ome 10+2 
"13" ma'tlaktli wan yiyi 10+3 
"14" ma'tlaktli wan nawe  10  +4 
"15"  kaitoli 15 

 "16"  kagtoli wan seya  15+1 
"17"  kagtoli wan ome 15+2
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"18"  kaktoli wan yiyi 15+3 

"19"  kagtoli wan nawe 15+4 

"20" sempowali  1 x 20 

"21" sempowali wan seya  1 x  20+1 

"25" sempowali wan  makwili 1  x20+5 

"30" sempowali wan ma'tlaktli 1 x 20  +10 

"33" sempowali wan ma'tlaktli wan yiyi 1  x20+10+3 

"37" sempowali wan  kagtoli wan ome 1  x20+15+2 

"40" ompowali  2  x  20 

"60" yepowali 3 x 20 

"80" nawpowali  4  x  20

Huasteca  Nahuatl [BELLER and BELLER 1979: 252] 
"1" se 
"2" ome 

 ‘,3,5 eyi 
"4" nawi 
"5"  makwili 
"6"  eikwaseh  5+1 
"7"  Cikome  5  +2 
"8"  Cikweyi 5+3 . 
"9"  eiknawi 5+4 
"10" mahtlaktli 
"11" mahtlaktli wan seh 10+1 
"15"  kagtoli 15 
"16"  kaktoli wan seh  15+1 
"20" sempwali 1  x  20

Michoacan Nahual  [Sumo 1979: 346] 
"1" se 

 ‘,2,9 ome 
 ,43,, ye 

"4" nawi 
"5"  makwili 
"6"  eikwase  5+1 
"7"  eikome 5+2 
"8"  eikwe 5+3 
"9"  eiknawi 5+4 

 "10" mahlakli

Sierra Nahuat  [ROBINSON 1966: 159] 
"1"  se: 
"2"  ome 
"3" e:yi 
"4" nawi 
"5"  ma:kwil 
"6"  Cikwase: 5+1 
"7"  eikome 5+2 
"8"  eikwe:yi 5+3 
"9"  eiknawi 5+4
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"10" mahtakti 

"11" mahtaktionse:  10+1 

 "12" mahtaktiomome 10+2 

"13" mahtaktiome:yi 10+3 

"14" mahtaktionnawi 10+4 

 "15"  kagtol 15 

"16"  kagtolonse: 15+1 

"17"  kagtolomome 15+2 

"18"  kagtolome:yi 15+3 

"19"  kagtolonnawi 15+4 

"20" sempowal  1  x  20 

"21" sempowal wan  se: 1  x  20+1 

"25" sempowal wan  ma:kwil 1  x20+5 

"30" sempowal wan mahtakti 1  x  20+10 

"35" sempowal wan  kagtol 1  x20+15 

"40" omepowal 2 x 20 

"60" e:yipowal  3  x  20 

"80" nawipowal 4 x 20 

"100"  se: siento 1  X 100 

"153" se: siento wan ome powal wan mahtaktiome:yi 100+2  x20+10+3 

"1000"  se:  mil  1  x  1000

Mecayapan Nahuat  [WOLGEMUTH 1981: 60] 
"1" se: 
"2" o:me 
"3" e:yi 
"4" na:wi

5以 上 はスペイン語の数詞。

　基本的には古典 ナワ トル語 と同 じ形成法で あるが,5ま たは10以 上 がスペイ ン語 に

変わ った り,100以 上 はスペイ ン語の100が 基 本単位 にな った りして,変 容 して いる。

Cuitlatec [D5]

     [ESCALANTE 1962]  [LEON  1903:  306] 
"1"  ti'ifti'wili tahuaj 
"2"  kaii/kala  caxla 
"3"  kalilifIca'111a  call 
"4"  paia  paxla 
"5"  puwali/puwala  puaxla 
"6"  dagila  daschi 
"7"  wigili/wigila  huischi 
"8"  puhtalifa  (<puwali -Fihtali--5+mitad) pujta lijpuxla 
"9"  nili/nili  noxla 
"10"  giii/cifi tchonsla 
"11"  p4li  aguilt ahua 

 "12" aguilcaxta 
"20"  mai  tahuelme

(表記法そのまま)

10+1 

10+2
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"30"  kihneli  (  <gili  +meii  =  10  +20) calichonli  3  x  10 
"40"  paxlachonli 4 x 10 
"50"  puaxiachonli 5  X 10 
"60" daschichonli 6 x 10 
"70" huistlaichonli 7 x 10 
"80" pujlalijpuxlachonli 8  x'10 
"90" noxtachonli 9 x 10 
"100"  puhme  (  <puwalid -meli  -=  5 x 20) puajchonli 

 "1000" chonslapuajchonli 

 [Mc  QUOWN 1940] 
"1"  tAwAl 
"100"  tAwAl  puhme

　基本語彙　 D={1_10},U1={10,(aguil)},{10,,(chonli)}

　① 十 進法 による。-la～-liは 接 尾辞であ るが,意 味 の違 いはわ か らな い。10は

EscalallteとLeonで は大 き く異 なる。

　　　　　　　　D={1_10}

　 ② 　11か ら19ま で はLeonの デ ータ か ら推測す ると,　 aguil一 に1か ら9ま でを表

わす形態素がつ いた もの と思、われ る。11はEscalanteの デ ータ と大 き く異 な る。

　　　　　　　　N11_1g=10'(agui1)十{1_9}

　　③20以 降 は,Escalanteの30の 例 か らは二十 進法の ように思 われ るが,　Leonの

デ ータの30以 降は明 らか に十進法 であ る。

　　　　　　　　N30_={3_9}×10',(chonli)

　　④100,1000も 十 進法 によるよ うである。

(註) pujta　 lljpuxla:pujlalljpuxla-chonli,　 noxla:noxta-chonli,　 tchonsla:chonsla-puaj-chonli

に お け るt:1,亡ch:chは 印 刷 の 不 注 意 に よ る ま ち が い の よ う に 思 わ れ る 。

 Seri [22]

      [TURNER  1967  :  238] 
"1"  tago/toohoD 
"2"  kookh/kahkoD 
"3" kapxa/pxda'oD 
"4"  kgoogkW/goxkoD 
"5" kaitoD Ixw altoD 
"6"  isnaapkagoh/napgkh 
"7"  top  kohkkwii'paoWkwi 
"8"  IdoxoolkaD  /pxdoWkwi 
"9"  ksoik'  anilksoox'  ant  —1 + 10 
"10"  k'ani/xo'nal
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"11"  t'ani  tago  kkwfi' 10+1 

"20"  Pahl  kookh  10  x  2 

"21"  i'ani tokh  tag()  kkwii'  10x2 -1-1 
"50"  i'ant  koitoD  10  x  5 

"100"  Pant  k'ard  10  x 10 

"1000"  i'an1  i'ant  k'an1  10x10  x 10

　基本語彙　D={1_10},U1={10'(t'anl)},　 U2={100}

　 接 続 辞{ta蓉0}

　 ① 十進法 による。 しか し7と8の 構成素 として2と3を 表わす要素 があり,そ の

あとに同 じ形態素Wkwiが あ る ところか ら,2十5,3十5の よ うな構成 のよ うに思わ

れ る。 また9は 後 ろにk'anlと い う10を 表 わす形態素が あるところか ら,い わゆ る逆

進法 によるもの と思われ る。

　　　　　　D={1_6,2,十5,,3,十5,,-1'十10,10}

　 ② 　 11か ら19ま で は,10を 表 わすt'anlにt蕊oを 介 して1か ら9ま でを 表わす形

態素 がつ いて構成 され るもの と思われ る。

　　　　　　N11_19=U1(t,anl)十ta蓉o十{N1_9}

　 ⑧ 　20以 降 も十進法であ り,係 数は後 ろにつ く。

　　　　　　N20_99=IO"(i'ゑnl)×{N1-9}土t魏o:ヒ{N1_g}

Tarasco [23]

     [FOSTER 1969: 157]  [NANSEN  DIAz 1985] 
"1" ma 
"2"  ci—ma=ni  cima 
"3"  tani=mu  tanimu 
"4" tha=mu  thamu 
"5"  yu  =mu  yinnu 
"6" khwi=mu 
"7" yu=mu ci—ma=ni  ytim  cimanina 5+2 
"8" yu =mu  tani=mu  yt'n  tanlmu 5+3 
"9" yu=mu  tha---r-mu  yum thamu 5+4 
"10" te=mpe —ni  tempini 
"11"  tempeni  ka, ma 

 "19"  tempeni  ka,  ytimu  thamu  10+5+4 
"20" e—kwa=ce 
"21" ma  e—kwa=ce 1 +20 
"22"  ci—ma=ni 2+20 
"23" tani=---mu e—kwa=ce 3+20 
"30" te=mpe —ni e—kwa=ce 10+20 
"100"  }rum  ekwaci  5  x  20
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　　基本語彙　 D={1…6},U1={5'yum(u)},　 U2={10(tempeni!tempini)},

　　　　　　　　　　　U3={20(ekwace)}

　　① 五 進法 の形 が6以 外 にみ られ る。

　　　　　　　　　N1_6={1_6}　 N7_g=U1十{2,3,4}

　② 十進法 による。

　　　　　　　　　Nlo-i9　 ・U2(tempeni)±ka士{1_9}　 　 　　　 ・　　　 ・

　⑧　 20以 降 は二十進法の ようであ るが,小 さい位 のほ うがまえに生起す るようであ

る。 もしそ うな ら,た いへん珍 しい構成法 になる。

　　　　　　　　　N20_={#,1_}十{#,2_}×U3(ekwace)

しか しなが ら,古 典 タ ラス コ語 では,大 単位が まえ,小 単位はあ とにきてお り,中 米

にみ られ る標 準型 を示 している。

　　　　　　　　　N20_・={1_}×20(equatze)土ca±{N1_1g}

 [BASALENQUE 1886  [GILBERTI 1898  (1558)  : 283-5] 
 (1714)  :  XXXI-XXXII1

"1" ma ma ma-ro 
"2" tziman tzim-an tzim-oro 
"3" tanim

o tani-mu tani-poro 
"4" tamu tha -mu tha-poro 
"5" yumu yu -mu yu-poro 
"6"  cuimu cui-mu cui-poro 
"7" yun -tziman yun-tzim-an yun-tzim-oro  5  +2 
"8" 

yun-tanimu  yun-tani-mu yun-tani-poro  5  +3 
"9" yun -thamu yun-tha-mu yun-tha-poro  5  +4 

 "10" temben temben temb-oro 
 "11" temben -ma tembe-ma  temb-oro-ma-ro  10  +1 

 ‘,123, temben -tzim-an temb-oro-tzim-oro  10+2 
"13"  temben -ca-tinimu temben-tani-mu  temb-oro-tani-poro  10  +3 
"14" temben -tha-mu temb-oro-tha-poro  10  +4 
"15" tembe-yu-mu temb-oro-yu-poro  10  +5 

 "16" temben cui-mu temb-oro-cui-poro 10  +6 
"17" tembe -yun-tzim-an temb-oro-yun-tzim-oro  10+5+2 
"18"  tembe-yun -tani-mu  temb-oro-yun-tani-poro  10+5+3 

 4,19,, tembe -yun-tha-mu temb-oro-yun-tha-poro  10  +5  +4 
"20" ma -ekuatze ma-equatze/ma-catari ma-catari 
"30" ma-equatze-ca-temben  20  +10 
"40" tziman -equatze 2  x 20 
"80" tham -equatze  4  x  20 
"100" yum-ekuatze 5 x 20 
"400" ma -yrepeta ma-yrepe/ma-yrepeta 1 x 400 
"8000" maxkuatze irepeta 20 x 400

(註)Gilbertiの 古典 タ ラス コ の例 か らわ か る よ うに,数 に は助 数 詞 がつ いて い る。
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Totonac [24], Tepehua [25]

Totonac [HERNANDEZ  GARCIA 1982: 112-113] 
"1" turn 
"2" t'uy 
"3" t'utu' 
"4" t'at'i 
"5"  kicis 
"6"  e'agan 
"7"  tuhun 
"8"  cayan 
"9" nahaca 
"10" kaw 
"11" kawitu' 10+1 
"12" kut'uy 10+2 
"13" kut'ut'u 10+3 
"14" kut'at'i 10+4 
"15"  kukicis 10+5 
"16"  ku'eagan 10+6 
"17"  kutuhUn 10+7 
"18"  kucayan 10+8 
"19" kunahaca 10+9 
"20"  p'ugam 
"21"  p'u5amattim 20+1 
"30"  p'ugamakaw  20+10 
"40"  tip'usiam  2  x  20 
"60"  tutump'ugarn  3  X  20 
"80"  t'at'ip'ugam 4 x 20 
"100"  kicisp'ugarn  5  x  20 
"1000"  kawkicisp'uKam 10 x 5 x 20

Tepehua [BowER  1948:  20] 
 "1" tam 

"2" t'uy 
 "3" t'utu 
 "4" t'a:t'i: 

"5"  kiss 
"6"  6a:gan 
"7" tuhun 
"8" cahin 
"9" naha:c 
"10" ka:w 
"11" ka:wtam  10  +1 
"12" ka:wt'uy 10+2 
"13" ka:wt'utu 10+3 
"14" ka:wt'a:t'i: 10+4 
"15" ka:wki:s 10+5 
"16"  ka:wCa:gan 10+6 
"17" ka:wtuhun 10+7 
"18" ka:wcahin 10+8
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"19"  ka  :wnaha:c  10  +9 

"20"  p'ugam 

"21"  p'ugamtam  20+1 

"22"  p'ugamt'uy  20  +2 

"23"  p'ugamt'utu  20+3 

"24"  p'ugamea:t'i:  20  +4 

"25"  p'ugamki  :s  20+5 

"26"  p'ugam'ea  :Kan  20+6 

"27"  p'ugamtuhun  20+7 

"28"  p'uiamcahin 20+8 

"29"  p'ugamnaha:c  20+9 

"30"  p'ugamka:w  20+10 

"31"  p'ugamka:wtam  20  +10  +1 

"32"  p'ugamka:wt'uy 20+10+2 

"33"  p'ugamka:wt'utu 20+10+3 

"34"  p'ugamka  :wt'a  :t'i  : 20+10+4 

"35"  p'ugamka'wki  :s 20+10+5 

"36"  p'ugamka  :wea  :gan 20+10+6 

"37"  p'ugamka:wtuhun 20+10+7 

"38"  p'ugamka:wcahin 20+10+8 

"39"  p'ugamka:wnaha  :c 20+10+9 

"40"  t'up'ugam 2 x 20 

"50"  t'up'ugamka:w 2  x  20  +10 

"60"  t'  utump'  ugam 3 x 20 

"80"  t'a  :t'i  :p'ugam  4  x  20 

"100"  ki  :sp'ugam  5  x  20 

"400"  t'a:t'i  :ki:sp'ugam 4 x 5  X  20 

"500"  ki:ski:sp'ugam  5  x  5  x20 

"1000"  ka  :w  si  :yentus  10  x100

　基本語彙　 D=={1_9},U1={IO(ka:w)},　 U2={20(P'u首am)},　 U3..{100=5x20}

　 ト トナ ック語 では,ka:w→ku,　 kaw-i-tu',　 P'ugam-a-t丘mな ど,若 干 の形態音

素的な変化 がみ られ る。

　①②③　 20ま では十進法で,20以 降 は二十進法。

　　　　　　N1_gg=±{#,2,3,4}×U2±U1十D

　④100以 降 の基底は十 進法 的である。

　　　　　　Nloo_={#,2_9}×U3

Chichimec [26]

 [AmouLo  1932: 183-184]  [RomERo C. 1966:  530-531]
(表記法そのまま)

"1"  nanea .  nant'a 
"2"  tan'en  tanehen'es 

"3"  tinhim  tin'uhun
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"4"  tipan tip4n 
"5"  sangwaro  sangwaro 
"6"  takim  taku'un' 
"7"  tsakus  sak'usp 
"8"  tsandzev  sanzep 
"9"  nant'a  pam0 "one more"  nant'a  'Damp 

 "10"  ratsoro  rac'oro 
"11"  ratsoro  nant'a  enunts  rac'oro  nant'a  entIc' 10+1 
"12"  ratsoro  tan'en  enuntses  rac'oro  tanehen'es  ennc'es 10+2 
"13"  ratsoro  tinhim  eg4ts  rac'oro  tin'uhun  eg4c' 10+3 
"14"  ratsoro  tipan  eg4ts  rac'oro  tip4n  eg4c' 10+4 
"15"  ratsoro  sangwaro  egAts 10+5 , 
"16"  rac'oro  taku'un  eg4c' 10+6 
"17"  rac'oro sak'usp  eg4c' 10+7 

 ‘,185,  rac'oro sanzep  eg4c' 10+8 
 ‘,19,,  rac'oro  nant'a  pamp  eg4c'  10  +9 

"20"  nant'a  upin  nant'a  up'in  1  x  20 
"21"  nant'a  hpfn  nant'a  ennnts  nant'a  up'in  nant'a  entic' 1 x20+1 
"22"  nant'a  itpin  tan'en  enimtses  nant'a  up'in  tanehen'es  ennc'es 1  X20+2 
"23"  nant'a  up'in  tin'uhun  eg4c' 1  x20+3 
"30"  nant'a  hpin  ratsoro  eg4ts  nant'a  up'in  rac'oro  eg4c' 1  x20+10 
"31"  nant'a  hpin  ratsoro  nant'a  enitnts  nant'a  up'in  rac'oro  nant'a  entic' 1  x20+-10+1 
"40"  tan'en  upines  tanehen'es  up'in'es 2 X 20 
"50"  nixhyinlei  nihu  neihi half 100 
"60"  tinhim  itpin  tin'uhun  up'in 3  X 20 
"70"  tinhnn  hpfn  ratsoro  eg4ts  tin'uhun  up'in  rac'oro  eg4c' 3 X  20  +10 
"80"  tipan  hpin  tip4n up'in  4  x  20 
"90"  tip4n up'in  rac'oro  eg4c'  4x20+10 
"100"  nant'a  Ur'i  nant'a  neihi  1 x 100 
"110"  nant'a  rac'oro  eg4c'  1 x  100+10 
"200"  tan'n 2 x 100 
"300"  tinhim  del 3 x 100 
"1000"  nant'a  live) "one world"

基本語彙 D={1...9},  U1--{10  (rac'aro)},  U2=-{20  (up'{n)},

 U3={100  (:teifileihi)},  U4={1000  (tivo)}

接 続 辞 {en丘c'1en6c'es16gac'}

　①20ま で は十進法 による数え方であ るが,9に は1を 表わすnint'aが あ るので,

!-1十101と み てお きた い。Anguloは``one　 more"と い う意味を与 えている。

 Ni-9=  {1...9}

　②　 11か ら19ま で は,enUc'の 単 数enUc',双 数enUc'es,複 数 形69qc'が あ とに

ついている(nuncは 「加 え る」 とい う意味で ある)。

 Nio-19=U1+  {N1-9}+  eniie/emic'es/eg4c'

③20以 降99ま で は二十進法で ある。

 N20-99={1...4}  x  U2±{N1-19}
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しか し50は100の 半 分 という半 数法 によ る。

④100以 降 は100,1000が 基 底 になる。

　　　 　 Nloo_999={1_9}×U3士{N1_99}

Pame [27] [28]

Jiliapan  Jiliapan Tilaco S. M. Acapulco Alaquines
(南) (南) (中央)

(北)

 [MANRiQuE C. 1967: 342]  [SousTELLE 1937: 367] 
"1"  'na/nada nna nna nda  'Onta/nda 
"2"  tii ti  tiyiii  ntlwi  nuyi/ —e 
"3"  hnilf  /niya  tinytin  renhtl  nit 

 ‘,49,  pye  tipiya, tyipya kinyui ginyui 
"5"  guthvint  gpottInt  gputun  kit'ye  gyiea

y/gik'yay "6" tikyent  tikiyen  taken  t
elya  terya 

"7"  tikti tekiti  tikiycii  telinytthin tinyuyn 
"8"  tignyiu  teiniyun  kyodinan  densaw  tinYhtln 
"9"  nalthwe  nahwen  nahe  t

enspnta 
"10"  sthtl stut'u  .4tusu  sgskay 
"11"  sthutna 10+1 
"12" sthuti 10+2 
"15"  sthutegthvint  10  +5 
"20" 'nade  nade  nade  delyet  1  x  20 
"40" tide  2  X  20 
"100" 'nante'e

基本語彙

派生語彙

 D  =  {1...9},  U1={5' (tik)},  U2={10 (sthu)},  U3={20 (de)}, 

 U4={100  (nte'e)} 

l'=----yent,  3'---=nyiu

　 接 続 辞{-t-}

　 ① 少 しわか りに くいが,6か ら8は,Jiliapanの 場 合,　tik一 に1,2,3を 表 わ

す形態素がついた もので,五 進法で あった とみ ることがで きる。9の 最初 にna一 がみ

られ るところか ら,chichimccの 例 と 同様,1-1十101の 可能性 が高 い。　 しか し

Jiliapan以 外 の データになると,方 言 を比較 した場合 にわか る程度 であ り,そ れ ら

のデータだ けで は変化が激 しく,五 進法であ った とい うことが難 しくな って いる。 こ

れ か らわかるよ うに,音 韻変化のため に,現 在では十進法 であるよ うにみ えるが,以

前 は五進法で あった ような言語が存在す る可能性 は高 い。 たとえば,オ トマ ンゲ語族

の南諸語で は,10以 上 に五進法が現われ,10ま で の数 か らは五進法で あった証拠をつ

かめないが,そ れ は音韻変化を こうむ ったためであ るか もしれ ない。

　　　 　　D={L..5},　 N6_s=U1十{1',2,3,},　 Ng=={9}
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　② 　 11か ら19ま で は,10に1か ら9ま でを 表 わす 形 態素 がついた ものであ るが,

t(V)一 と いう接続 辞が間 に入 ってい るとみ られ る。

　　 　　　Nlo_19　 ==U2士t土{N1_9}

　 ⑧20以 降99ま で は二十進法 であ る。

　　 　　　N20_99={1...4}×U3±{N1_19}

　 ④100は 新 しい単位 とな る。

　　 　　　Nloo_={1。..}×U4±

Matlatzinca [29]

Matlatzinca  Mexicalzingo San Francisco Oztotilpan

     [BASALENQUE [SOUSTELLE  1937: 325] [SCHUMANN 
  1975(1642)]  1975: 535] 

"1"  huera -hui yndahhuy indawi indahwi ndawi 
"2"  no-hui ynahuy hinowi  tenow0 tenowi 
"3"  inyutifni ynyuhu  hiSu  roSu  roSu 
"4" cunno -hui yncunohuy inkhunuwi  rokuntrow  0  rokulhowi 
"5" incutha yncuthaa inkhuda rokut'a  rokut'a 
"6" daha -tho-hui yndahtohuy  indathowi  ndatQwO ndatowi 
"7" ne-tho-hui ynethohuy  netowi  netow0 netowi 
"8"  nen -cuno-hui ynencunoui  inenkhunowi  rigngu/nowki nenkunhowi 
"9" muratan -dahatha imurahtadahata inmaratandaha  ratandat'  a  mura  ta-ndat'  a 
"10" dahata yndahatta indara dat'a ndat'a 

 "11"  dahatha -mus-dahui 10  +1 
 "12" dahatha -mus-rohui  10+2 

"13"  dahatha -mu-cuthatha 
 "14"  dahatha -muz-cunohui  10  +4 

"15" indata -muz-cutha  10+5 
"30" dohon -tha-mutz-dahatha  20+10 
"40" nehenta  2  x20 
"60" nintha 3 x 20 

 "100" incuthatha  5  X  20 
"1000" nenutha mutz dahathatha 2 x 400  +10  X 20

基本語彙

派生語彙

接 続 辞

 D={1...5}, U1={5'  (tho)},  U2={10},  U3=120  (tha)}, U4={400} 

 l'=dahadohon,  2'=-neinenr-nehen, 3' --=thathanin 

 {mus,--mutz}

　①6,7は!1十51,12十5!,8は12×41,そ して9は1-1十lo1と い う構成法 と

思われ る。5'と みたthoはOtomiのtoと 同 源 と思われ るので,五 進法 と考 え られ

るが,8,9は 倍 数法 と逆 進法 である。
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N1_g={1_5,1,十5,,2,十5,,2,×4,-P十10}

　②　 10以 降は10十mus十{D}と い う構成 のよ うに思われ るが,15以 降 の デ ータが

ないのでわか らな い。 親縁 関係 の 強 いOcuiltecで は15以 降 もそのままDが つ くの

で,お そ らく同 じ構造で あろ う。

　　　　　 Nlo_19=U2±mus土{N1_9}

　③20以 降 は二十進法であ る。

　　　　　N20_={D}×U3±mutz土{N1_1g}

　 (註)12を 表 わすdahata　 mus・rohuiのrohuiはnohuiの ま ちがいの可能性が高い。

Ocuiltec [30]

[ScHuMANNl975:535][SousTELLE1937:327](表 記 法 一 部 簡 略 化)
"1" mbla bla 
"2" mno  mno 
"3" phyu phyu 
"4" gunhno  gun/ho 
"5" kwit'a kwit'a 
"6" mblandoho blandoho  1  +5? 
"7" mnyehndoho  nycndoho  2+5? 
"8" mnyehnguhno  mnyegunho 2 x 4? 
"9" mbla -tylaht'a  mblatilat'a  —1+10? 
"10" mblaht'a mblat'a 
"11" mblaht'a muci -la  10+1 
"12" mblaht'a muci -no 10+2 
"13" mblaht'a muci -hyu 10+3 
"14" mblaht'a  muci -gunhno 10+4 
"15" mblaht'a  rnuci-kwit'a 10+5 
"16" mblaht'a muci -mblandoho  10+1+5 
"17"  mblaht'a muci -mnyehndoho 10+2+5 
"18" mblaht'a muci -mnyennguhno 10+2  x4 
"19" mblaht'a muci -mblatyulaht'a  10  —1  +10 
"20" mblohnda

基本語彙

接 続 辞

D={1...5}, U1=5' (n—doho)}, U2-----{10},  U3={20} 

{muci}

　 ①6,7は11十5!,!2十5ノ,8は12×4ノ そ して9は1-1十101と い う構 成 法 と

思 わ れ る。

　 　 　 　 N1_g=={1...5,1十5',2'十5',2'×4,-1十10'}

　 ② 　 10以 降 は10十muci十{1…9}と い う 構 成 で あ る 。

　 　 　 　 Nlo_19=U2±muci±{N1_9}
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⑧20以 降 は 二 十 進 法 と 思 わ れ る が,デ ー タ を 得 られ な か っ た 。

(註)10,20の 構 成 素 にmbla,mbl一 とい う1を 表 わ す要 素 が あ るの で,10,20の 根 と して は,

(a)ht'a,ohndaが 取 り出 され るの で あ る が,近 隣 の オ トミ語 や マ サ ワ語 な ど と比 較 す

る と,t'a,daの よ うに 思 わ れ る。

Otomi [31]

Sierra Otomi Mezquital Otomi 

[ECHEGOYEN GLEASON 1979: 72-76] [HESS 1968: 63, 74-76] 
                             (high: a, low: a, rising: a)

"1" n'da 'na 
"2" yoho  Oho 
"3" hyu  hfiu 
"4" goho  Oho 

 "5"  idea  k6t'a 
"6" 'dato  'rate) 1 +5 
"7" yoto  yotO  2  +5 
"8"  hy4to  hil4to 3+5 
"9" gito  Oto 4+5 

  "10"  'dxt'a 
"11"  'dae'mada 10+1 

 "12"  'dm'mayoho  'rit'a ma  yOhO 10+2 
 "13"  'dm'mahyu  'ret'a  ma  hiiu 10+3 

"14"  'dw'magoho  10+4 
"15"  'dx'makit'a 10+5 

 "16"  'dx'ma'dato  10+1+5 
"17"  'dw'mayoto 10+2+5 

 "18"  'dx'mahygto 10+3+5 
"19"  'dx'magito 10+4+5 

 "20" 'dote  'nate 
"21" 'dote  ma  'da 20+1 

 "22" 'dote ma yoho 20+2 
"23"  'dote  ma  hyu 20+3 

 "24" 'dote ma goho 20+4 
 "25" 'dote ma  Idea 20+5 
 "30" 'dote ma  'dxt'a  20  +10 

 "40" yote  yo'rate 2 x  te 
  "50" yote ma  'dxt'a  yo'rate ma  'rit'a/ndenOebe 2  x  20+10/half 100 

 "60"  hy4te  hliierate 3 x  te 
 "70"  hy4te ma  'dxt'a  3x20+10 

 "74"  hilierate ma  'tit'a ma  Oho  3  x  20+10+4 
 "80" goho'dote  goho'rate 4 x 20 
 "90" goho'dote ma  'dxt'a 4 x 20+10 
 "99" goho'dote ma  'dxmagito  4  x20+10+9 

 "100" n'da  sixnto  'na  nOebe  1 x 100 
 "102" n'da  simnto  nae yoho 1 x  100+2 
 "111" n'da  simnto  nae  'dm'mada  1  x  100+11 
  "128" n'da  simnto  nx  'dote ma  hy4to 1  x  100+20+8 
 "140" n'da  sixnto yote  1  x  100+2  X20
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"155" n'da  sixnto  nw yote  ma  'dw'makit'a 1  x  100+2 x20+10+5 
"200"  yo  sixnto  2  x100 
"300" hyu  siwnto 3 x 100 
"400" goho  siwnto  4  x 100 

 "411"  goho  nOebe ne  'rgt'a ma 'ra  4  x  100  +10  +1 
"500" kit'a  sixnto 5  x 100 
"1000" n'da ma  hu4hi 'na 'mo 1 x 1000 
"1001'  'na .  'mo  ne  'na  1  x 1000+1 
"4490"  goho 'mo ne  Oho  nOebe ne  Oho  'rate ma  'ret'a 

 4x  1000+4  x100+4  x20+10 
"5000"  k6t'a 'mo 
"10000"  'dmt'a ma  huahi

基本語彙

派生語彙

接 続 辞

 D={1...5},  U1={5'  (to)},  U2={10  ('dx')},  U3---={20  (te)}, 

 U4={100  (sixnto)},  U5={1000  (mahuqhi)} 

 {1', 2', 3',  4'}={'clardo, yo,  hya,  gi} 

{ma,  ne}

① 五 進法で ある。

　 　 　 　 N1_5={L..5}　 N6_g={1'...4'}十U1

② 　15は10十5で あ り,五 進法ではな く,10に{1…9}を 足 した とみ るべ きであろ

う。

　 　 　 　 N11_19　 =　U2十ma十{N1_9}

⑧20か ら99ま で は,二 十 進法であ る。

　 　 　 　 N21_gg={P...4'}×U3±ma士{N1_1g}

④100以 上 は100が 単 位 とな るが,中 間数 は二十進法 によ る。

　 　 　 　 Nloo_={D'}×U4士 　　 Nlooo_"={D'}×U5±

Classical Mazahua [32]

Mazahua [NAGERA YANGUAS  1970(1637): 6-8, 33] (表記法そのまま)
 "1" daha 
"2" yehe 
"3"  enhij 
"4" zioho 
"5" zicha 
"6" nantto  1+  5 
"7" yencho  2  +  5 
"8"  flinch°  3+5 
"9" zincho  4  +  5 

 "10" decha 
 "  1  1"  dechedaha  10-1 

 "12"  decheyehe  10+2
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"13"  dechenrihij  10+3 
"14"  dechequioho 10+4 
"15" dechenquicha 10+5 
"16"  dechenantto 10+6+1+5 
"17"  decheyencho 10+7+2+5 
"18"  dechenincho 10+8+3+5 
"19"  dechequincho 10+9+4+5 
"20" yhotte 
"30" yhottendecha  20  +10 
"40" yheche 2 x  che 
"50" yhechendecha  2  x20+10 
"60"  rihiche 3 x  che 
"70"  iihichendecha 3  x  20+10 
"80" zhiche 4 x 20 
"90" zhichendecha  4  x20+10 
"100" zhichiche  5  x  20 
"110" zhichichendecha 5 x  20  +10 
"120"  rianttiche 6 x 20 
"140" yhenchiche  7  x  20 
"160"  rihinchiche  8  x20 
"180" zhinchiche  9  x20 
"200" dechiche 10 x 20 
"210"  dechichen  decha  10  x20+10 
"220"  dechen  daha  enche  11  x  20 
"230" dechen daha enche quiziyecha 11  x  20  +10 
"240" dechen yehe enche 12 x 20 
"250" dechen yehe enche quiziyecha  12  x20+10 
"260" dechen  iihijenche 13 x 20 
"270" dechen  iihijenche quiziyecha 13 x  20+10 
"280"  dechen  quioho  enche  14  x20 
"290" dechen quioho enche quiziyecha 14  x20+10 
"300"  dechen  quicha  enche  15  x  20 
"320" dechen nantto enche 16 x 20 
"340" dechen yhencho enche 17 x 20 
"360" dechen  rihincho enche 18 x 20 
"380" dechen quincho enche  19  x  20 
"400" damo 
"410"  damo  decha  400+10 
"420" damo dotte  400  +20 
"430" damo dotten decha  400+20+10 
"440" damo yheche 400+2  X20 
"450" damo yhechen decha  400+2 x20+10 
"460" damo  fihiche  400+3 x 20 
"470" damo  fihichen decha  400+3  x20+10 
"480" damo quiche 400  +4  x  20 
"490" damo quichen decha  400+4  x20+10 
"500" damo quicheche  400  +5 x 20 
"600" damo dechiche  400+10 x 20 
"700" damo dechen quicha enche  400+15 x 20 
"800" yemo 2  x 400 
"900" yemo quichiche 2  x  400+5  x  20 
"1000" yemo dechiche 2  x400+10  x20
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基本語彙

派生語彙

接 続 辞

 D={1...5},  U1={5'  (to/cho)},  U2={10 (decha)}, 

 U3={20 (te/che)},  U4----{400  (mo)} 

{1', 2', 3', 4',  5'}={nant, yen, fiin, zin, cho},  {20'}={che} 

{1", 2", 3", 4", 5"...}={yho, yhe, fihi, zhi, zhichi...} 

{en, i}

　 ① 五 進 法 で あ り,6か ら9は{1'_4'}十5'で あ る 。 基 と な る 数5'はto!choで

あ る が,to!choの 交 替 は,ま え の 母 音 が 前 母 音 の と き,　 toが 口 蓋 化 してchoに な っ

て い る と み る こ と が で き る。

　 　 　 　 　 N1_5={1...5}　 N6_g={1,...4,}一 一ト5'　 　 　 　 　 　 　 　 1

　 ② 　 11か ら19は10に{1…9}をenを 介 して 結 合 した も の で あ る 。

　 　 　 　 　 NiH9　 ==U2十en十{N1_9}

　 ③20以 降 は 二 十 進 法 で あ る 。 　 　 　 　 　 　 　　 -

　 　 　 　 　 N21_3gg=:{Nl・ ・_1g・t}×U3一te1-　 i-che1-en-che)±{N1_1g}

　 ④400はda-mo,800はye-moで あ る か ら{D'}×moと 分 析 で き る 。

 Tlapanec [33]

      [SUAREZ 1983] 
"1"  mbar 
"2" a3hma3 
"3"  a2cul 
"4" a2kho3 

 ‘,5,, wi2cu2 
"7"  hu2wq2 
"9"  mi2hnal  gu3wa'3  (mi2hngi'2="cerca") 
"10" gu3wa'3 
"15"  gu3wa'3  niku2 10+5 
"17"  gu3wa'3  nilcu2 e3hma3 10+5+2 
"20" mba2  skilyvi 
"35" mba2  skily0 gu3wa'3  niku2 1  x20+10+5 
"40" a3hma3  skilyvi 2 x 20 
"59" a3hma3  skilytg gu3wa'3  niku2  e3kho3 2 x20+10+5+4

(Suarezは"55"と して い るが,構 成 か らみ て59と 考 え られ る)
``100,,　　mba2　 syelto3　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1×100

基本語彙

派生語彙

 D={1.-9},  U1={10}, U2={15}, U3={20},  U4F--{100} 

 2'  =e3hma3,  4'  =e3kho3  (   i; <  a-  -..  e-L___# a-) 

 5'  =-n±wi2cu2>nilcu2

接 続 辞 　Subtiabaの11か ら19ま で の例 とTlapanecの15の 例 か らみて,11か ら
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15ま では10の あ とに 一n一 が置かれ るとみた い。

　①10ま では十 進法であ るが,9は1-1十lo1と してお きたい。　suarezに よ ると

mi2hna1はmi2hngi'2(「 近 い」)か らの派生 とみ られて いる。

　　 　　　N1_9=={L..9}
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ

　② 　 11か ら19ま で のデータは不足 してい るが,15以 降 は五 進法にょ る。

　　 　　　N15_19=U2±{1'_4'}

　 ③20以 降99ま で は二十進法 と思われ る。

　　 　　　N20_99={1_4}×U3±Nl_19

　 ④100は ス ペイ ン語 か らの借用 である。

　　 　　　Nloo.一==　D×U4十

Subtiaba [D6]

 [LEHMANN 1920: 926, 931,  960-9611 (右欄 の表記を一部簡略化 した)
"1" imba imba  imba 
"2" apu apu apu 
"3" asu assu asu 
"4" acu asku  axku 
"5" huisu/hiusu uissu uisu 
"6" mahu maxu 
"7" niquinu kinu 
"8" nuha nua 
"9"  melnu  mxnu 
"10" guha/gua gua/guha/guxa 
"11" gua-n-imba gua-n-imba  10  +1 
"12" gua -n-apu gua-n-apu  10+2 

 "13" gua -n-asu  gua-n-asu  10  +3 
"14" gua-n-acu gua-n-axku  10+4 
"15" gua -ni-su gua-n-isu  10+5 
"16"  gua -n-mahu gua-n-maxu  10  +6 

 "17" gua -n-quinu  gua-n-kinu  10  +7 
"18"  gua-(n)-nuha gua-n-nua  10  +8 
"19" gua-n-melnu  gua-n-mxnu  10+9 
"20"  dino(dirio)/imba  diriorba  dirio  imba -dbio/dadoxda 
"21"  'ba -dirio-imba-nu  imba-dirio-imba-nu 1  x  20  +1 
"22"  'ba -dirio-apu-nu  imba-dirio-apu-nu 1  x  20  +2 
"23"  'ba -clirio-asu-nu 1  x20+3 
"30"  'ba -difio-guha-nu  imba-dino-guha-nu 1 x 20  +10 
"31"  'ba -difio-gua-n-imba-nu 1  x  20  +11 
"32"  'ba-dirio -gua-n-apu-nu  1  x  20  +12 
"33"  'ba -dirio-gua-n-asu-nu 1  x  20  +13 
"40"  apu -dirio  apu-dirio 2  X 20 
"50"  apu -dirio-guha-nu  apu-dirio-guha-nu 2 x  20+10 
"60"  asu-dirio  asu-difio 3 x 20
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"70"  asu -dirio-guha-nu 3 x  20+10 
"80"  acu-difio 4  X 20 
"90"  acu-dino-guha-nu 4  X  20  +10 
"100"  huisu -dirio/guha-mba guha-mbo 5 x 20/great ten 
"200"  guaha -dirio  guaha-difio  10  x  20 
"400"  dirio -amba  difio-axmba great twenty 
"1000"  guha -isu-dirio  guha-isu-dirio 10 x 5  x 20 
"2000"  huisu-dirio-amba  isu-dino-axmba 5 x 400 
"4000"  guha -dirio-amba  gua-dirio-axmba 10 x 400

基本語彙

派生語彙

接 続 辞

 D={1...9},  U1={10},  U2={20},  U3={400} 

 l'='ba/l+dirio,  5'=isu/gua—n--1-5 

{—n—} {—nu}

　①②　 1か ら19ま で は十進法であ る。接続辞 と して 一n一 がつ く。

　 　　　 Nl_19=土U1士n±D

　 ③20以 降 は二十進法であ る。ただ し1000は10×5×20で,100に 基 づいた十進法

的な構成で ある。

 N20-399  =N1-19  X  U2+  (N1-19  +11.U)

Ixcatec [34]

 [FERNA.NDEZ DE MIRANDA 1961] 
"1" hngu2 
"2"  yulhu2 
"3"  niihe 

 "4"  tittlh111/41- 

"6"  gibe 
"7" ya2tu2 
"8"  hnil 
"9"  ni242 
"10"  u2tes 
"11"  u2tes hngu2 10+1 
"13" u2te3  nilhe 10+3 
"15" '611'1

,12  15 
 4417,,  6i1,112 yulhu2 15+2 

"19"  601'112 15+4 
"20"  gke 20 

 “29,,  gke  now  20  +9 
"30"  gke  u2te2  20+10 
"39"  1k41  uhes  ni2hQ2 20+10+9 
"40"  yatalsk42 2  x20 
"50"  yalalsk42 u2te3  2  x  20+10 
"60"  yeeiske 3  x  20 
"100"  syetntui 
"400"  fivihvi  syeln  tul  4  x 100
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基本語彙

派生語彙

 D={1...9},  U1={10 (u2te3)}, U2={15  (6,11,1'3)}, U3={20  (s41)}, 

 U4={100} 

 {2'}=yalal  {31=-yele1

①1か ら10ま で は 十 進 法 。

　 　 　 Nl_9={1...9}

② 　 10か ら19ま で は 五 進 法 。

　 　 　 Nlo_14=U1±{1...4}　 N15_19=U2±{1_4}

⑧20か ら99ま で は 二 十 進 法 。

　 　 　 N20_gg={#,2',3,,4,}×U3土{N1_1g}

④ 　 100は ス ペ イ ン 語 の 借 用 。

　 　 　 Nioo_=D×U4±

Mazatec [37]

Chiquihuitlan Mazatec Proto Mazatec 

 [JANnEsoN  1988:  67-68]  [BELMAR  1905:  9192] [KIRK 1985] 
"1" ngu ngu  *hokum. 
"2" ho ho *haul 

 ‘,3,,  hy4 ha *51142 
"4"  iikihki  iiihu  *C11.13hu2 

 ‘,5,,  ,filj             VI *,±14112 
"6"  hyij  hg  *gh411.43 
"7" yatu yato  *fietu43 
"8"  hyi hii  *shin 
"9"  ri4h4  riiha  *4311443 
"10"  tx  to  *tea 

 "11" te -ngu te-ngu  10+1 
"12" te-ho 10+2 
"13" te-hy4 10+3 
"14"  to-fluhu 10+4 
"15"  tyhkeu  *tYhaul'vl 15 
"16"  tyhkew-ngu 15+1 
"17"  tyh

keu-ho 15+2 
"18"  tyi

,e1,1-hy4 15+3 
"19"  tyhkeij-fikihki 15+4 
"20"  1(4 k4  *1(443 
"21"  1(4-ngu 20+1 
"22" k4 -ho 20+2 
"23"  k4-hy4 20+3 
"24"  1(4-fikihki 20+4 
"25"  1(4-'4 20+5 
"30"  k4-tae  20+10 
"35"  1(4-tyhu'u  20+15 
"36"  1(4-tyhu'u-ngu 20+15+1

559



国立民族学博物館研究報告　 14巻3号

"40"  ya -Ca ' 2  x20 
"50"  ya-Ca-tae  *fieeete3  2  x20+10 
"55" ya-Ca-tyhtev2  x  20+15 
"60" hya-Ca 3  x20 
"70" hy4 -64--tx 3  x20+10 
"80"fiqh4 -644 x 20 
"96"fiuhki -6a-tyhtekt-ngu 4x20+15+1 
"100" ngu sientu  *'il4p3643 1  X 100(5  x  20) 
"200" ho sientu 2 X 100 
"245" ho sientu koho  ya-64  'flu 2  X  100+2  x20+5 
"400" *yuwa

基本語彙

派牛語彙

 D={1...10},  U1={10'(te)},  U2={15(tyhp .V) 

 U3{20(k4)},  U4={100(sientu)} 

2'=ya, 10'=--te,  20'=64

　 ①1か ら10ま で は十進法。

　　　　　 N1_10={1...10}

　 ②11か ら19ま で は五進法。

　　　　　 N11-14=U1(te)十{1_4}

　 　 　　　 Nls-19=U2(tyhり,撃)±{1...4}

　 ③ 　 20か ら99ま で は二十進法。

　　　　　 N20_gg={#,2,,3,4}×U3±{N1_1g}

26か ら29ま で のデータを得 ることがで きなか ったが,Jalapa　 de　Diazで は26か ら29

は20十5十{1…4}で あ るところか ら,Chiquihuitlanで も そのような形成法 を とる

ものと思われ る。Jalapa　 de　Diazで は,50か ら99ま で は50土{1_49}で あ る[KIRK

l985:481]。

　 ④100(U4)は5×20と 表 わす村 と,ス ペイ ン語 の100を 借 用す る村 あ り。

　　　　　 Nloo_=・{#,2_9}×U4(sientu)士{N1_99}

Amuzgo [38]

 [ANONimo 1954] 
"1" kwi 
"2" we 
"3" nde 

 "4" nekie 
"5" 'aum 
"6"  thimxt 
"7" ntkie' 
"8"  nne
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"9"  n1-1 

"10" ki 

"11"  ka -ne'o-'kwi' 10+1 
"12"  ka-neo-we  10+2 

"13"  ka -nsCo-'nde  10+3 
"14"  ka -neo-nekie 10+4 
"15" ki-n -'aum 10+5 
"16"  ki-n-'aum  nCo-'kwi  10+5+1 
"17" ki-n-'aum  n6o-we 10+5+2 
"18" ki-n-'aum  nCo-nde 10+5+3 

"19" ki-n-'aum  nCo-nekie 10+5+4 
"20" ntkyu 

"21" ntkyu  ne'o-'kwi  20+1 
"22" ntkyu  nCo-we  20+2 
"23" ntkyu  nCo-nde 20+3 

"24"  ntkyu  nCo-nekie 20+4 

"25" ntkyu  neo-'aum 20+5 

"26" ntkyu  n6o -'aum  ne'o-'kwi  20+5+1 
"27" ntkyu  n'eo-'aum  neo-we 20+5+2 
"28" ntkyu  neo-'aum  n&-nde  20+5+3 

"29" ntkyu  n6o -'aum  n'eo-nekie 20+5+4 

"30" ntkyu  n6o-ki  20+10 

"40"  we -n'4 2 x 20 
"50"  we -n'4  nCo-ki  2X20+10 
"60"  nde -n'4 3 x 20 
"70"  nde -n'4  nCo-ki  4x20+10 
"80"  nekie -n'4 4 x 20 
"90"  nekie -n'4  nCo-ki 4 x  20+10 
"100" kwi siento 1  x 100

基本語彙

接 続 辞

 D={1...10},  Ul={5('aurn)},  U2=-{10(ki)/10'(ka)}, 

 U3={20(n'4)/20'(ntkyu)},  U4={100(siento)} 

 {-nCo-, -n-}

①10ま では十 進法 によ る。

　　　　 N1_10={1_10}

②11か ら19ま で は五進法で ある。

　　　　 N11-14=U2(ka)+n60十{N1-4}

　 　　　 N15.-19=U2(ki>十n十U1土n60士{N1_4}

③20以 降99ま で は二十進法で ある。

　　　　 N20_24=U3(ntkyu)士nこo±{N1_4}

　 　　　 N25-29=U3(ntkyu)十n60十U1士n60士{N1_4}

　 　　　 N40..gg={2,3,4}×U3(n,q)士

④100は ス ペ イン語か らの借 用。
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 Nioo—=  {D}  x  U4±

Mixtec [39]

Atatlahuca [ALEXANDER 1980: 73-75] (Mixteca Alta) 
 ,,i,,  i2i2 

"2" u2u3 
 “3,,  ono 

"4"  ki2i3 
 ,459,  112,0 

"6"  i2fito 
"7"  u2543 
"8"  113n43 

 “9,,  i2i3 
"10"  U2g13 
"11"  u2ii3  i2i2 10+1 
"12"  u25i3 u2u3 10+2 
"13"  u25i3  112ni3 10+3 
"14"  u25i3  412113  10+4 

 "15"  542'113 
"16"  g42'113  i2i2 15+1 
"17"  *WV u2u3  15+2 

 "18,,  42,113  VW 15+3 
"19"  542'113  1v12113 15+4 
"20"  o2ko3 
"21" o2ko3  i2i2  20  +1 
"30" o2ko3  u25i3  20+10 
"35"  o2ko3  542'113 20+15 
"38" o2ko3  542'113  112110 20+15+3 

 "40" u2u3  5i2ko3 2 x 20 
"50" u2u3  5i2ko3  u2513 2  x  20+10 
"60"  112ni3  5i2ko3 3  x  20 
"70"  v12ni3  5i2ko3  u25i3 3  x  20+10 
"80"  k112113  5i2ko3 4 x 20 

 "90"  WO  ii2ko3  u2513  4x20+10 
"99"  ktly  5i2ko3  542't13  kt,12v3  4  x20+15+4 
"100" sien(to) 
"400"  k112113 siento  4  x 100 
"5000"  112'113  Mil  5  x  1000

Silacayoapan  [NORTH and SHIELDS 1978: 19-22] (Mixteca Baja) 
 661,,  12 

"2" i3vi3 
 ,,35,  v3ni3 

"4"  kOrni3 
 “5,,  113,113 
 “6,,  01,14  3 

"7" u3sa3 
 ‘,8,9  one
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 t3 
 "10"  U3g1.13 

 "11"  11%3  i2  10+1 
"12"  u3gu3 i3vi3 10+2 
"13"  uagu3  113n}3 10+3 
"14"  11%3  43m13 10+4 
"15"  se'113 
"16"  s43,v3  2 15+1 
"17"  se'113 i3vi3 15+2 

 "18"  s43'1.13  .131113  15+3 
"19" s43'1,13  kem13 15+4 

 "20" o3ko3 
"21"  031(03  12 20+1 
"22" o3ko3  i3vi3 20+2 
"23"  o3ko3 20+3 
"24"  o3ko3  43mi3 20+4 
"25"  o3ko3  v.13'13 20+5 
"26"  03k03  i3k13 20+6 
"27"  03k03  u3sa3 20+7 
"28"  o3ko3  11.31143 20+8 
"29" 031E03 i3 20+9 
"30"  03k03  Okla  20+10 
"31"  03ko3  u34u3  12  20+10+1 
"32" o3ko3  u3gu3  i3vi3 20+10+2 
"35"  o3ko3  s3'11.3 20+15 
"36"  03k03  s43'113  12 20+15+1 
"40"  i3vi3  hi2ko2 2  x 20 
"41"  i3vi3 hi2ko2  i2 2 x  20  +1 
"45"  i3vi3 hi2ko2  1.13'113 2 x20+5 
"50"  i3vi3  hi2ko2  D3.3'113 2  x  20+10 
"51" i3vi3  11.12k02 113g113  j2  2x20+10+1 
"55"  i3vi3 hi2ko2  s43'113  2x20+15 
"60"  One  hi2ko2  3  x  20 
"65"  v.3143  hi2ko2  0,11.3  3x20+5 
"70"  13ni3 hi2ko2  u3g113  3x20+10 
"75"  VW  hi2ko2  seva  3x20+15 
"80"  kQ3rni3 hi2ko2  4  x  20 
"85"  43m13 hi2ko2  1.13'1,13  4x20+5 
"90"  43m13  hi2ko2  u3gu3  4x20+10 
"95"  Wine hi2ko2  se'1Z3  4x20+15 
"100" 12 siento 

 "1000"  i2  mil

San Juan Colorado Jicaltepec (Mixteca Costa) 

      [STARK et al 1986:  200-201]  BRADLEY  1970: 51] 
"1"  11/itvev  .33 
"2" uvi ulwil 

 ‘,3,,  iinj  utnit 
"4"  ktimi kulmil 

                                vvvi 
 ‘,6,,
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"7" uca  uiCal 

 iti].   n4ulna 
                                                              •1•1 

"10" uci 
"11"  uci10+1 
"12"  uci  uvi10+2 
"13" uciuni10+3 
"14" uci  klim110+4 
"15"  c4'vt 6.41'V.11 
"16"  15  +1       41 .1ii 
"17" ca'lluvi15+2 
"18"                                              15+3      411 
"19"  c4'v kv.mi15+4 
"20" oko  olkol 
"21"  oko20+1 
"22" oko uvi 20  +2 
"23" oko  vrii20+3 
"24" oko kvini 20+4 
"25" oko20+5 
"26" oko iriv20+6 
"27"  oko  uca20+7 
"28"  oko20+8 
"29" oko20+9 
"30"  oko  uci20+10 
"35" oko c4'v .20+15 
`40" uvi  giko2 x 20 
"45" uvi giko2  x20+5 
"50" uvi'giko uci2  x20+10 
"55" uvi giko  c4'v 2  x20+15 

• "60"  vriigiko2 x 30 

"65"  vai giko 3x20+5 

"70"Ilk giko uci 3x20+10 

"75"  vrii  giko ca'v . 3x20+15 
"80" kvimi  giko4 x 20 

"85" kvini  giko 4  x20+5 

"90"  ktimi  giko uci 4x20+10 

"95" kv .mi  Aiko cq'v. 4  x20+15 
"100" sientu

基本語彙

派生語彙

 D={1...9},  -U1=001,  U2={15},  U3---=-(20(okor---,kko)) 

 20'  =giko

①10ま では十進法 による。

　 　 　 N1-.9　={1...9}

② 　10か ら19ま で は五進 法である。

　 　 　 Nlo_14=U1±{1...4}　 Nls_19=U2土{1_4}

③20以 降99ま で は二 十進法 であ る。

　 　 　 N20_39==U3土{N1_19}
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 N40-99  --=  {2, 3, 4}  x  20'  (giko)  +1N1-191

④100は スペ イン語か らの借 用。

　　　　 Nloo_={D}×U4±{N1_gg}

Cuicatec [40]

           [ANDERSON and  CONCEPCION  RoQuE 1983] 
   "1" a2ma2 

   "2"  u4vi4 
   "3" i4nu4 
   "4"  ki4 
   "5" gu3'i3 
   "6"  g44 

' "7"  nde4ea4 
   "8"  nisni2 
 “9,,  nv32 
    "10"  ndi3ei2 
 "11"  ndika2aa2 10  +1 

  "12"  ndi3e.u2vi2 10+2 
 ‘,135, 

   "14"  ndi36i2  424 10+4 
    "15"  ndi3t'i3y113 

   "16"  ndi3t'aini3  a2ma2 15+1 
 "17"  ndi3t'  i3y1t3  u3vi3  15  +2 

   "18"  ndi3t'i3n13 i3nu2 15+3 
   "19"  ndi3t'i3y113  4134 15+4 
    "20" ndi3ku2 

   "40"  u4vi4 ga3ku3 2  x  20 
   "50"  u4vi4 ga3ku3  ndi362 2  X  20+10 
   "70"  i4nu4 ga3ku3  ndi3Ci2 3  x 20+10 
  "80"  ki4  goko . 4 x 20 
   "90"  ki4  gatikui  ndi3e12  4x20+10 

    "100"  sie2nto4 
   "400"  kitil  sie2nto4  4  x 100

基本語彙  D=---{1...9},  U  2  -=  {15}, U3={20(ndi3ku3)/20'(ga3ku3)}

①10ま で は 十 進 法 に よ る 。

　 　 　 　N1_9={1...9}

② 　 10か ら19ま で は 五 進 法 で あ る。

　 　 　 　Nlo_14=Ui±{1...4}　 N15_19　 =U2±{1...4}

③20以 降99ま で は 二 十 進 法 で あ る。

　 　 　 　 N20_39=U3土{N1_19}

　 　 　 　 N40_gg={2,3,4}×20,(ga3kl13)士{N1_1g}
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　④100は ス ペイ ン語か らの借用。

　　　　　Nioo_・={D}×U4±{Nレgg}

結 合 により若干声調に変化 が起 こる。

Trique [41]

 [GOOD  1979:  122] 
"1" 'ngo53 
"2"  wui53 
"3" wa'5n43 

 ,64,,  g4,543 
 ,,y,  v55113 

"6"  wat4'3 
"7"  614 
"8"  tili4 

 ''9"  'i4 
"10"  Ci.'4 

 ‘,11,,  iv  10+1 
"12"  Zuwih4 10+2 
"13"  Za'5nih3 10+3 
"14"  iig4'54113 10+4 
"15" iinte3 
"16"  iinteaye 15+1 
"17"  iinte3  wui53 15+2 
"18"  Zinv.'3  wa'5ni3 15+3 
"19"  iinV3  n'543 15+4 
"20" ko4 
"21"  ko4  ye  20+1 
"30"  ko4  04  20+10 
"40" wuih5  iia3  2  x20 
"60" wa'nih5  iia3 3 x 20 
"80"  n'50- 13  Zia3  4  x  20 
"100" sientu3

基本語彙 D={1...9},  U1={10(1i)},  U2=15(iinve),  U3={20(ko,iia)}

①10ま では十進法 によ る。

　　　　 N1_9={1...9}

② 　 10か ら19ま で は五進法であ る。11か ら14ま で の数 か ら2,3,4の 形 態素 を取

り出すのは,そ れ ほど困難 ではない。

 11  ±yq>q; 12---2i+wui>'iuwih;  13-=2i+wa'ni>Zanih; 

 14=2i±gq4>Egqqh 

 Nio-14=U1±  {1  ...4}  N15-19=U2+11...41

③20以 降99ま では二十進法である。
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　 　 　 　 N20_39=U3±{N1_19}

　 　 　 　 N40_gg　 =={2,3,4}×20'(2ia)士{N1_1g}

④ 　 100は ス ペ イ ン語 か ら の 借 用 。

　 　 　 　 Nloo_一={D}×U4土{N1_gg}

Zapotec [42]

Classical Zapotec  [CORDovA  1886(1578)  : 174-186]  (A22A.E.  0  t  t ) 
 ,,  I  ,, tobi/chaga 

 “2,, topa/cato 
 ‘,3,, chona/cayo 
 "4"  tapa/  taa 

 6,5,,           caayo 
 "6" xopa 
 "7"  7,  , caache 

"8" xoono 
 ‘,9,,          caa/gaa 
 4,10,, chij 

"11" chij -bi-tobi  10  +1 
"12" chij -bi-topa/chij-bi-cato 10+2 
"13"  chijfio/chij -bi-chona  10  +3 
"14" chij -taa  10  +4 
"15" chino/ce -caayo-quizaha-calle  15/-5+20 
"16" chino -bi-tobi  15+1 

 "17"  chino -bi-topalchino-bi-cato/ce-cliona-quizaha-calle 15+2/-3+20 
"18"  chino -bi-chona/ce-topa-calle/ce-topa-qui  zaha-calle  15+3/-2+20 

 6,19,, chino -bi-tapa/ce-tobi-calle/ce-tobi-quizaha-calle  15+4/-1+20 
 4‘20,,  calle 

"21"  calle -bi-tobi  20  +1 
"22"  calle -bi-topa/calle-bi-cato  20+2 
"23"  calle -bi-chona/calle-bi-cayo  20+3 
"24"  calle -bi-tapa/calle-bi-taa  20  +4 
"25"  calle -bi-caayo  20  +5 
"26"  calle -bi-xopa  20  +6 
"27"  calle -bi-caache 20+7 
"28"  calle -bi-xono 20+8 
"29" calle -bi-gaa 20+9 
"30"  calle-bi-chij  20+10 
"31"  calle-bi-chij-bi-tobi  20  +10  +1 
"32"  calle-bi-chij-bi-topa 20+10+2 

 6,33,3  calle-bi-chiji-io/calle-bi-chij-bi-chona 20+10+3 
"34"  calle-bi-chij-taa/calle-bi-chij-bi-tapa 20+10+4 

 “35,,  calle-bi-chino/ce-caa-toua/ce-caayo-toua/ 

      cegaago-quizaha-chaa-toua  20+15,  —5+40 
"36"  calle-bi-chij-bi-xopa/ce-caayo-toua-bi-tobi/ 

 ce-tapa-caca-quizaha-chaa-toua  20+10+6,  —5+40+1, —4+40 
"37" calle-bi-chij-bi-cache/ce-caayo-toua-bi-topa/ 

         ce-chona-caca-quizaha-chaa-toua  20+10+7, —5+40+2, —3+40
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 ‘,38,,  calle-bi-chij-bi-xono/ce-caayo-toua-bi-chona/ 

         ce-topa-caca-quizaha-chaa-toua 20+10+8, —5+40+3, —2+40 
 ‘,39,, calle-bi-chij-bi-caa/ce-caa(caayo)-toua-bi-tapa/ 

         ce-tobi-caca-quizaha-chaa-toua  20+10+9,  —5+40+4, —1 +40 
 “403, toua  2  x  20 

"41" toua -bi-tobi  2  x20+1 
"42" toua -bi-topa 2  X20+2 
"43"  toua -bi-chona/toua-bi-cayo 2  X  20  +3 

 “44,, toua -bi-tapa 2  X  20+4 
"45" toua -bi-caayo 2  x  20+5 
"46" toua -bi-xopa 2  x20+6 
"47" toua -bi-caache 2 x 20  +7 
"48" toua -bi-xono 2  X 20+8 
"49" toua -bi-gaa 2  x20+9 
"50"  toua -bi-chij 2 x  20+10 

 4,51,, toua -bi-chij-bi-tobi 2  x20+10+1 
"52" toua -bi-chij-bi-topa  2  x20+10+2 

 4,53,, toua -bi-chij-bi-chona 2 x  20+10+3 
 ‘,54,,  toua -bi-chij-bi-tapa/toua-bi-chij-taa 2 x 20+10+4 
 “55,, ce-caa (caayo)-quonai  (cayona)/ce-caayo-zaa-quizaha-chaa-caca-cayona 

 —5+3  x20 
"56"  ce-caayo-quiona-bi-tobi/ce-tapa-caca-quizaha-chaa-cayona 

 —5+3  x20+1/-4+3  x20 
 “57,,  ce-caa  (gaayo)-quiona-bi-  topa/ce-chona-caca-quizaha-chaa-cayona 

 —5+3  x  20+2/  —3+3  x  20 
"58"  ce-caa(gaayo)-quiona-bi-chona/ce-topa-caca  -quizaha-chaa- cayona 

 —5+3  x20+3/-2+3  x20 
"59"  ce-gaayo(caa)-quiona-bi-topa/ce-tobi-caca-quizaha-chaa-cayona 

 —5+60+4/-1+3  x  20 
"60" cayona 
"61" cayona -bi-tobi 3  x20+1 
"62"  cayona -bi-topa 3 x 20+2 
"70"  cayona -bi-chij 3  x  20  +10 
"71" cayona -bi-chij-bi-tobi 3  X20+10+1 
"72" cayona -bi-chij-bi-topa 3  x20+10+2 

 ‘,73,,  cayona -bi-cluj-bi-chijrio/cayona-bi-chij-bi-chona 3  x20+10+3 
"74"  cayona -bi-chij-bi-tapa/cayona-bi-chij-taa  3  x20+10+4 

 ,c75,,  ce-caa  (caayo)-taa/ce-caayo-caca-quezaha  (quizaha)-chaa-taa 
 -5+4 x 20 

"76"  ce-gaa(caayo)-taa-bi-tobi/ce-tapa-quizaha-chaa-caca-taa 
 ‘,77,, ce-  caa(gaayo)-taa-b  -topa/ce-chona-caca-quezaha-chaa-taa 

"78"  ce-caa  (caayo)-taa-bi-chona/ce-topa-caca-chaa-quezaha  (quizaha)-taa 
 ‘,79,,  ce-gaa(caayo)-taa-bi-tapa/ce-tobi-caca-quezaha(quizaha)-chaa-taa 

"80" taa 
 "81" taa -bi-tobi  4  x20+1 

"82" taa -bi-topa  4  x20+2 
"90" taa-bi-chij  4  x20+10 

 ‘,91,, taa -bi-chij-bi-tobi  4x20+10+1 
 ‘,95,,  ce-caa  (caayo)-quioa/ce-caayo-caca-quezaha  (quizaha)-chaa-cayoa 

           —5+5 x20 
"96"  ce-gaa(caayo)-quioa-bi-tobi/ce-tapa-caca-quizaha-chaa-cayoa 

 —5+5  x20+1/-4-1-5  x20



八杉　　中米諸語の数体系

 ‘,97,,  ce-caa(gaayo)-quioa-bi-topa/ce-chona-caca-chaa-quezaha-cayoa 
           —5+5 x20+2/-3+5  x20 

 ‘,98,,  ce-caa(gaayo)-quiyoa-bi-chona/ce-topa-caca-quizaha-chaa-cayoa 
 —5+5  x20+3/-2+5  x20 

 ‘,99,,  ce-caa(gaayo)-quioa-bi-tapa/ce-tobi-caca-chaa-quezaha(quizaha)-cayoa 
 —5+5x20+4/-1+5x20 

"100" cayoa  5  x  20 
 "101" cayoa -bi-tobi  5x20+1 

"110"  cayoa -bi-chij  5x20+10 
"115"  ce-caa(gaa)-yoxopalle/ce-caayo-caca-quizaha-chaa-xopalalle 
"120" xopa -lalle  6  x  20 
"140"  caache -lalle 7  X 20 
"160"  xoono-lalle 8 x 20 
"180" caa -lalle  9  x  20 
"200" chija  10  x  20 
"220" chija -calle  10  x  20+20 
"240" chija -toua  10  x20-1-2  x20 
"260" chija -cayona  10  x20+3  x20 
"280" chija -taa  10  x20+4  x20 
"300" chinoua  15  x  20 
"320" chinoua -calle  15  x20+20 

 `340" chinoua -toua  15  x20+2  x20 
"360" chinoua -cayona  15  x20+3  x20 
"380" chinoua -taa  15  x20+4  x20 
"400"  tobi -ela/chaga-ella 1 x 400 
"500" tobi -ela cayoa  400+5  x20 
"600" tobi -ela chija  400+10 x 20 
"700" chaga -ela chinoua  400+15  x20 
"800" topa -el/cato-ela 2 x 400 
"1000" cato -ella chija  2  x400+10  x20 
"1200"  chona -ela/cayo-ela  3  x  400 

 "1600" tapa -ela  4  x400 
"2000"  caayo -ela!gaayo-ela  5 x 400 
"3000" caache -ela chibachija 7  x  400  +10  x 20 
"4000"  chij -ela 10  x 400 
"6000" chino -ela  15  x  400 
"8000"  chaga -zoti/tobi-zoti/calle-ela 1 x  8000/20 x 400 
"16000" topa(cato) -zoti 2 x 8000 
"24000" chona(cayo)zoti  3  x  8000

Valle Zapotec  (1823)  [PE  RAFIEL 1981:  60-61] (表記 法そのまま)
"1" toobi 
"2" tioopa/choopa 
"3" choona 
"4" taapa 
"5" gaayo 
"6" xoopa 
"7" caache 
"8" xoono 
"9" gaa 
"10" chy 

 "11" chy -bi-toobi  10+1
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"12" chy-tioopa  10+2 
 "13"  chi-lioo 

 "14" chy-taa  10  +4 
"15" chy-no 

 "16" chynoo -bi-tobi 15+1 
"17" chynoo -bi-tioopa 15+2 
"18" chinoo -bi-choona 15+3 
"19" chynoo -bi-taapa 15+4 
"20"  calle 
"21" calle -bi-toobi 20+1 
"22" calle-bi-tioopa 20+2 
"23"  calle-bi-choona  20  +3 
"24"  calle-bi-taapa 20+4 
"25"  calle-bi-gaallo 20+5 
"26"  calle-bi-xoopa 20+6 
"27" calle-bi-gaache 20+7 
"28" calle-bi-xoono 20+8 
"29"  calle-bi-gaa 20+9 
"30" calle-bi-chy  20+10 
"31" calle-bi-chy-toobi  20+10  +1 
"32" calle-bi-chy-tioopa  20  +10+2 
"33" calle-bi-chy-choona  20+10+3 
"34"  calle-bi-chy-taapa 20+10+4 
"35" calle-bi-chy-gaayo  20+10+5 
"36" calle -bi-chy-xoopa 20+10+6 
"37"  calle -bi-chy-gaache  20+10+7 
"38"  calle -bi-chy-xoono  20+10+8 
"39"  calle -bi-chy-gaa 20+10+9 
"40" tu-a/tihua/chua 2  x 20 
"41" tu-a-bi-toobi 2  x20+1 
"50"  to-a-bi-chy  2  x20+10 

 "51" tu-a-bi-chy-toobi 2  x20+10+1 
"60" cayoo-na  3  x  20 
"70" cayoo-na-bi-chy  3  x20+10 
"80"  ta-a  4  x  20 
"90"  ta-a-bi-chy  4  x20+10 

 "100" cayoo-a  5  x  20 
"200"  chy-6 .  10  x  20 
"300"  chyno -a  15  x  20 
"400" toobi-eela  1 x 400 
"600" toobi -eela chy-a  1  x400+10  x20 
"700" caaga -eela chyno 1  x  400+15 x 20 
"800" tioopa -eela 2  x  400 
"900" tioopa -eela cayoo-a 2  x  400+5  x 20 
"1000" caato -eela chy-a 1  x  400+10  x  20 
"2000" caayo -eela 5  x  400 
"3000" caache -eela chy-a 7 x  400  +10  X 20 
"4000" chy-eela 10  x 400 
"5000" chy-bi-tioopa-eela  10+2.400 
"6000" chynoo -eela  15  x  400 
"7000" caache -eela  7.400 
"8000" calle -eela  20  x  400
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Mitla Zapotec  [BRIGGS 1961: 86-89] 
"1" tehp 
"2" tyo'p 
"3"  eoN 
"4" tahp 
"5" gal 
"6"  go'p 
"7" gandz 
"8"  itihn 

 ga 
"10"  di 
"11"  cubiteb 10+1 
"12"  cubityo'p 10+2 

 "13"  cll'N 
"14"  cudah 10+4 
"15"  can 
"16"  cimbiteb 15+1 
"17"  cimbityo'p 15+2 
"18"  cimbiCoN 15+3 
"19"  cimbitap 15+4 
"20" gahL 
"21"  gaLbiteb 20+1 
"22"  gaLbityo'p 20+2 
"23"  gaLbieoN 20+3 
"24"  gaLbitap 20+4 
"25" gaLbigai 20+5 
"26"  gaLbige'p 20+6 
"27"  gaLbigadz 20+7 
"28"  gaLbigun 20+8 
"29"  gaLbigaa 20+9 
"30"  gaLbiciat 20+10 
"31"  gaLbictibitep 20+10+1 
"32"  gaLbicubityo'p 20+10+2 
"40"  tyilu 
"41"  tyubiteb 40+1 
"50"  tyubicil  40+10 

 `60" gayohN 
"70"  gayoNbicii 
"80" tah 
"90"  tabicii  80+10 
"100"  tegayii  1  x5  X20 
"200"  tyop-gayii  2  X5X20 
"300"  coN-gayil  3  x  5  x  20 
"350"  coN-gayil  garOL 3 x 5  X  20+half 
"1000" teMil 

Juarez Zapotec  rNELLIs and NELLIS 1983:  469-471] 
     A 

"1"  ttu2bil  ttu2bil 
"2"  eu2ppal  eu2ppal 
"3"  cu2nna1  cu2nna1 
"4" ta2ppa2 ta2ppa2
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"5" ga3yu'3 ga3yu'3 

"6" '4u3ppa3  'u3ppa3 

"7"  ga2cil  ga2cil 

"8"  412nul 

 ‘,9,,  ga3 
                                 ga3 

"10"  ci3i2  ci3i2 
"11" ci2nia2 ci2nia2 
"12" ci'2nu2  ci'2nu2 
"13" ci2nu2ce'3 ci2nu2ce'3 
"14"  ci2ta2  ci2ta.2 
"15" ci3nu'3 ci3nu'3 
"16"  ci3i2tu3paa3  10  +6  ci3i22u3paa3 

 "17" ci2ni2 ci2ni2 
"18"  ci3i2tuln2nu,2  10+8  C1312tulu2nu'2 
"19"  Ce3nni3a3  Ce3nni3a3 
"20"  ga211P-al  gaups). 
"21" ttu2  e2rui.a'1 ttu2  e2rula'1 
"22"  eu2ppai.  6u2ppat  e2rula'1 
"30"  ci3i2 ci3i2 
"31"  ci2nia2  e2ruia'1  ci3i2  yu2'  ul ttu2 
"35" ci3nu'3  e2rulaqci3i2yu'u ga3yu3 
"40"  6u3a'3  Cu3a'3 
"41" ttu2 e2yo3o2na'2 ttu2  e2y0302,-,s,2 
"59" 'ee3nni3a3  ezy0302na,2yu'u ga3                                      ci3e2y0302na'2 
"60" ga2yu2na'1 ga2yu2na" 

  ga2yu2na'1  ttu2bil  ga2yu2na'1  yu'2u1 ttu2 
"62"  ga2yu2na,1  6u2ppai.  ga2yu2nan. yu'2u1  6u2ppai. 
"70"  ga2yu2nau  ci3i2  ga2yu2nan .  yu'2u1 ci3i2 
"80"  ta'2 
"81" ta'2 ttu2bil ta'2  ttu2bil 
"99" ta'2  Ce3nni3a3  ta'2  6311  yu'2u1 ga3 
"100" (ttu)  ga2yu3a'3 (ttu2) ga2yu3a'3 
"101" ga2yu3a3  tut2bil ttu2 ga2yu3a3 yu'2u1 ttu2 
"200"  6u2ppai.  ga2yu3a3cu2ppal  ga2yu3s3 
"300"  cu2nnal ga2yu3a3  cu2nnal ga2yu3a3 

 "4G0" ta2ppa2 ga2yu3a3  ta2ppa2  ga2yu3a3

Yatzachi Zapotec  [BUTLER 1980:  211-212]  R—uvular fricative 
"1" to 
"2"  6opa 
"3"  goNa 
"4" tap 

 gweya, 
 "6" 

"7"  gab 
 "8" 

       ga 
"10" 'Ai 
"11"  IneR 
"12"  giZIN 
"13" 
"14" ida'



　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ヒ
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 "15"  gino'Aino'o 
"16"  ii'into 15+1 
"17"  gi'ine'opa 15+2 

 "18"  gi'ingoNa 15+3 
"19"  tgwaIR  —14  20 
"20"  gatita 
"21"  tojoa  1  <40 
"22"  eopajoa  2>40 
"23"  goNajoa  3>40 
"24"  tapejoa  4>40 
"25"  gweya'ajoa 5>40 
"26"  sopejoa  6>40 
"27"  gaiajoa  7>40 
"28"  'One'ejoa  8>40 
"29"  gajoa  9>40 
"30"  gijoa  10>40 

 "31"  gneRejoa  11>  40 
"32"  gaiNejoalkiiNejoa  12  >  40 
"33"  gi'iNejoa 13>40 
"34"  ida'ajoa 14>40 
"35"  5ino'ojoa'  15  >40 
"36"  gi'intojoa  16  >40 
"37"  gi'inCopajoa'  17  >40 

 "38"  gi'ingoNajoa  18>40 
"39"  tgwalRejoa  19>  40 
"40"  60a  2x20 

 "41" toyon  1  >60 
"42"  6opayon  2  >60 

 "43"  goNayon  3  >60 
"44" tapeyon  4>60 
"45"  gweya'ayon  5  >60 
"46" .s.opeyon  6  >60 
"47"  gaiayon  7>60 
"48" 's'one'eyonho'onyon  8  >60 
"49" gayon  9  >  60 

 "50"  giyon/gagita gweyoa  10  >60/"half 100" 
"51"  gneReyonigneRyon 11 >60 
"52"  giiiNeyon/giiiNyon  12  >60 
"53"  ii'iNeyon/ii'iNyon  13  >60 
"54"  da'ayon 14>60 
"55"  iino'oyon 15>60 
"56"  ii'intoyon  16>60 
"57"  gi'in6opayon/gi'inseopyon  17  >  60 
"58"  gi'in:s'oNayon  18>60 
"59"  tguw1Reyon/tgwalRyon 19>60 
"60" gyon 
"61" gyonto  60+1 
"62"  gyonCopa 60+2 
"63"  gyongoNa 60+3 
"64"  gyon  tap 60+4 
"65"  gyongweya' 60+5 
"66"  gyonsop 60+6
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"67"  gyonga 60+7 
 "68"  gyon4"on' 60+8 

"69" gyonga  60+9 
"70"  gyongi  60+10 

 "71"  gyongneR 60+11 
"72"  gyorgaiN/gyongeliN 60+12 
"73"  gyon:sTiN 60+13 
"74"  gyonicia'  60+14 
"75"  gyongino'igyongino'o  60+15 
"76"  gyongl'into 60+15+1 
"77"  gyonVinCopa 60+15+2 
"78"  gyongi'inkNo 60+15+3 
"79"  gyontgwaIR  60+19 
"80"  taplalR 
"81"  taplaiRto 80+1 
"99"  taplaIRtgwalR  80+19 
"100" to  gweyoa/gweyo'alalR  1  x5x20 
"101" to  gweyoa  to  1x5x20+1 
"120" to  gweyoa  galRa*plalR 1  x5  x20+20/6  x20 
"130"  to  gweyoa  gijoa  1  x5  x20+10 40 
"200"  cops  gweyoa  2  x5  x20 
"1000" tmil 
"2000"  cops  mil

Isthmus Zapotec [PICKETT 1979: 160-161] 
"1" tobi 
"2"  cups 
"3"  CoNd 

 "4" tapa 
"5" gaayu' 

 "6"  goopa' 
"7"  gale 
"8" 'Sono 
"9" ga' 
"10" 'eii 
"20"  gancle 
"100"  ti  gayuaa

　 古典Zapotec(16世 紀 と19世 紀)と3つ の方言を挙げた。10ま での語彙 は若干 の音

韻変化を している ものの同源 の語彙 であ ることは一 目瞭然であ るが,10以 降 の変化 が

大 き くな り,20以 降 は さらに変化 が大 き くなって いる。

　 基本語彙 　D・={1_9},U1={10},　 U2={15},　 U3={20}

　 ①10ま で は十進法 による。

　 　 　 　 N1_9・={1_9}

　 ②10か ら19ま で は五進法で ある。

　 　 　 　 Nlo_14=U1土{1...4}　 N15_19=U2土{1_4}
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しか しJuarezで は14以 外1,2,3の 形 態素 を 取 り出す ことは困難であ る。16は

IO十6,18は10十8で あ り,十 進法 のよ うで あるが,17,19は 分 析不能 であ り,二 十

進法 とい ったほ うがよいほど,そ れぞれ独 自の形態素 を示 して いる。Yatzachiに お

いて も,11,12,13は 分 析不能であ り,わ ず かに14の み2da'<9i十ta'と 分 析可能で

ある。19は 一1十20の よ うであ り,逆 進法であ る。五進法がは っきりみ とれ るMitla

にお いて も13は 非常 に異 な っている。13は すべて のデータで特異な形を して いる。13

まで異な る形 であ ることは,重 要 な暦 の260日 暦 の数が13ま で しかない とい うことを

思 い起 こさせ る。C6rdovaは,古 典Zapotecの 例 と して,16以 降 は15に1,2,3,

4を 足 す方法 とともに,20か ら3,2,1を 引 く逆進的な数え方を挙げてい る。 それ

の残存 がYatzachiの19の 数 え方であろ う。

　 ③　 20以 降は基本的に二十 進法 であるが;方 言 により,構 成原理は異な る。

　　　　　 N20_36　 =U3土{Nl_19}

　 　 　　　 N40_gg=={2,3,4}×20'(ga3ku3)士N{1_1g}

　 C6rdovaが しる した古典Zapotecで は,20の 位 のそれぞれの区切 りの いい単位,

(20,2×20,3×20_)の 前3ま たは4は,3つ の数 え方 があることがわか る。 例 に

35を とると,そ れ以降は,20十10十6,20十10十7と い うように,15か ら19に み られ

た五 進法を取 らず,十 進法 による数 え方 をする こともで きる し,ま た35を40に5足 り

ない とい う方法で しるし,そ れに1,2,3,4を 足 す5進 法的な数え方の,一 見す

ると非常 に複雑 な方 法で も数 え られ ている。 さ らに40か ら4,40か ら3,40か ら2,

40か ら1さ かのぼ る,逆 進法 による数 え方 もな されて いる。4ま で さかのぼ るのは本

論で扱 う資料では唯一の ものである。40以 降で は十進法的 な数え方はな く,た とえば

55を60に5足 りない とい う方法 で しる し,そ れ に1_4を 足 した ものと,逆 進法によ

る数え方の2つ しか しるされていない。

　 時代が新 しい1823年 の文 法書 に しるされ た数体系で は,20か ら40の 間 の数は,1か

ら19ま で の数え方 とは異 な り,十 進法的な数 え方 であ り,15か ら19ま で の五進法は採

用 されていな い。

　 YatzachiとJuarezで は60ま で は上位起算 法であ り,19ま で の数 をは じめに置 き,

次 の位階 の数をつけ る方法,た とえば21は1と 次の位階であ る40を 並べた もの となる。

60以 後 は,19ま で の数を足 す下位起算法で ある。

　 ④100は5×20を 基 底 に した数 え方。

　　　　　 Nloo_={D}×U4±{N1_gg}

しか しなが ら古典Zapotecで は二十進法で あ り,そ の残存がYatzachiの120に み ら
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れ る。

　　　　　N20_3gg={N1_1g}×20十{N1_1g}

　 　 　　　N400_7ggg　 ={N1_1g}×400十{Nl_1g}

と ころがC6rdovaの 例 では,200,300が 基 数 にな り,そ の聞 は二十 進法で行 なわれ

る混合形 であり,400以 降 も400に100,200,300を 足 す混合形 である。

Chatino[43]

      [PRIDE and PRIDE 1970: 100] 
"1" caka 
"2"  tukwa 
"3"  snq 
"4"  hakwa 
"5" ka'yu 
"6" skwa 
"7" kati 

 "8"  snit' 
"9" kaa 
"10" tii 
"11"  tiCaka 10+1 
"12"  titYukwa 10+2 
"13"  tign4 10+3 
"14"  tihlyakwa 10+4 
"15"  Willi 
"16"  Willi  caka 15+1 
"17"  Willi  tYukwa 15+2 
"18"  Willi  gn4 15+3 
"19"  ti'llp hlyakwa 15+4 
"20" kala 
"21"  ' kala  ndukwa caka 20+1 
"25" kala nga'yu 20+5 
"30"  kala  tYii 20+10 
"31" kala  tYii  ndukwa caka 20+10+1 
"35" kala tYii nga'yu/kala  ndi'fiv 20+10+5/20+15 
"40" tu'ba 
"45" tu'ba nga'yu 40+5 
"50" tu'ba tYii  40+10 
"55" tu'ba  tYii nga'yu 40+10+5 
"60"  sn4  yala  3  x20 
"65"  sn4 yala nga'yu  3x20+5 
"70"  sn4 yala  tYii  3x20+10 
"75"  sn4 yala  tYii nga'yu  3  x20+10+5 
"80"  hakwa  yala  4  x  20 
"85"  hakwa yala nga'yu  4x20+5 
"90"  hakwa  yala  tYii  4x20+10 
"95" hakwa yala  tYii nga'yu  4x20+10+5 
"100" ska siento  1  X  100 
"101" ska siento ndukwa caka 1 x 100+1
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"150" ska siento kla'be 1 x  100  +half 

"500"  ka'yu  siento  5  x  100 

"1000" tii siento  10  x 100 

"2000" kala siento 20 x 100

　基本語彙　 D={1_9},U1={10(ti)},　 U2={15(ti,iiiり)},　 U3={20},　 U　4={100}

　派 生語彙　 20'==yala,40=tu'ba　 しいて語源を求 めるな ら,　tu'ba>tukwa十yala

　接 続 辞{y}{ndukWa}{n}

　①10ま で は十 進法 である。

　　 　　 N1_9={L..9}

　② 　 10か ら20ま で は五進法であ る。 接続 辞 と して 一y一 があると仮定 すると,口 蓋

化現象が説明で きる。

　　 　　 Nlo-14　 =U1士y±{1_4}　 N15-19=U2士y士{1…4}

　③20以 降99ま で は二十進法で ある。

　　 　　 N20_3g　==　kala±{N1_1g}　 N40_5g=tu'ba士{]N1_lg}

　 　 　　 N60_gg={3,4}×20,(yala)土{N1_1g}

　 ④100は スペ イ ン語か らの借用,100以 降 は100が 基 底。

　　 　　 Nioo_={1...}×U4±{N1_gg}

Chinantec [44]

San Juan Lealao [Rupp 1980: 125] 
     inanimate animate 

 "  1  "  k4:3  114y3 
"2"  t(14  6,:y4 
"3"  ni3 a:y3 
"4"  101

,13  kYkly3 
"5"  fia3  fiey3 
"6"  hfiu:u3 

 ,c7,,  gy  a:4  gye:y4 
"8"  hria4  hfiey4 

 ,695,  fin4  '1144 
 "10"  gYa4  gy  6)74 

 "11"  gYa4kY4:3  gypky4:y3 10+1 
"12"  gY6,4tY(13  gYa4tY0y3 10+2 
"20"  gYa:3  gYa:y3 
"21"  gYa.:3z1321(4:3  ve:y3zi321Ay3 20+1 
"30"  gYa4gYa3  gya4gyey3  20+10 
"40"  ti141d:3  tOla  :y3 
"50"  tOnegYa3  tonegyey3 
"100"  kq:3i16.16.:3  Icq:3116.16,:y3 
"1000"  1c4:3mi1  1(4  :3mil
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 Ouiotepec  [RosnrNs 1968: 51, 76-77] 
     inanimate animate 

"1"  1(023  1-1411123 
"2"  ti

,t2  gai32 
"3"  'n13 gaih23 
"4"  tY(12 

 "5,,  ,f142  'rieih2 
"6"  hii6h2 
"7"  dYia.32  drai  32 
"8"  hii42 

 4,9,, 
"10"  dYS.2  dyef  32 
"12" dYa3tt.13  dYa3tpih3 10+2 
"14"  dYa3tYi

,i3  dYa3tYliih3 10+4 
"15"  clYa3>142 10+5 
"18"  dYa3htle  dYa3hfiejh 10+8 
"19"  dYaniii  3  dYR3141th3 10+9 
"20"  dYiah2  dYaih2 
"22"  dYiah2t1.13  dYiah2titih3 20+2 
"24"  dYiah2tYi

,i3  dYiah2tYliih3 20+4 
"28"  dYiah2hii43  dYiah2hfigih3 20+8 
"29"  dYiahWi3  dYiah2fivih3 20+9 
"30"  dYa2dYa3  dYa2dYaih3 
"32"  dYa2dYa3  t42  30+2 
"34"  dYa2dYa3  tY(2 30+4 
"38"  dYa2dYa3  111142 30+8 
"39"  dYa2dYa3  n42 30+9 
"40"  tti3  1632  I1

,131a132 
"42"  I1131632  tv2  40  +2 
"44"  t1131632  tY42 40+4 
"47"  tv31632  dYia32 40+7 
"48"  I1131632  hfi42 40+8 
"49"  tv31032  /IC,  2  40  +  9

Palantla [MERRIFIELD  1968b:  67-68] 
      inanimate (abstract) animate 

"1"  4w2  ku2  h42 
"2"  tQ3  t4'2  OW3 
"3"  'n1w32 'nay'3 
"4"  kY(t2  kYed2 

 >ify12 ,Dya2 
"6" Ilyew2  h0y(52 

 ‘,79,  gy03  gYow3 
"8"  hnyi3  hoya3 

 oyu3                                 pyo3 "10"  gYi3  gYa3 
 "11"  gYi3  4w3 10+1 

"15" 0345712 10+5 

 gyiw2  gyuw2 "22"  gew2  t93 20+2 
"30"  gYew2gYi3  gyewzgyas  20+10
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 "31"  gYew2gYI2  ri2zi2  4, ,y2  30+1 
"35"  gYew2gy13  ri2zi2 'gyp  30  +5 
"40"  fielaw3  tQ3IUW3 2 x 20 
"50"  tOluw2gY12  tg3luw2  gYa2 2 x  20+10 
"65"  tQ3luw2gYI2  ri2zi2  gyp  'Dyi2  50+10+5 
"100"  Dyi2lew2  oyi21uw2 5 x 20 
"225" t93  uyi2lew2  ri2zi2  gY6w2  By12 2  x  100+20+5 
"1000"  mey31  mey31 
"2056"  t93  mey31  ri2zi2  tieluw2gY12  ri2zi2  hDyew2 2 x 1000+50+6

　数詞がつ く名詞が生物名詞か非生物名詞かで形が異 な る。方言 によ り,語 彙 に若干

の変化 がみ られ るが,構 造は以下の ように表わ されよ う。

　基本語彙　D={1_9},U1={10},　 U2={20}

　 ① ②　 20ま で は十進法。

　　　　　 Nl_19=U1士{1...9}

　 ③20か ら99ま で は二十進法。

　　　　　N20_39=U2士{N1_19}

　 　 　　　N40_gg={2,3,4}×20'土{N1_1g}

Palantla,　 Lealaoで は接続 辞が10以 外 の数字 の ときに現われ るよ うで ある。

　 　 　 　 　 　 　 タ

　　　　　 {ri2zi2}{zi3}

30の 構 造が よ くわか るのはPalantlaで あ り,　Quiotepecで は 同化が起 こってい る。

Chiapanec [D7]

    [LEHMANN 1920: 848, 876, 894, 896, 898] (atirMEMillio: 
"1" tike tiqhe

, ticao  tiche tique,  tighe, tiche 
                                           tiqui, ndique, ticao 

"2" ju-miji hao, homo, hao, hu-mihi  tu-misi 

              hohmi, hohmime 
"3" ja -miji haui , hehmi,  he-mihi haui, hie-mihi tihe-misi 

               hehmime 
"4" jua -mipi haha  ahua-mihi aha-mihi , hua-mihi tua-misi 
"5"  jao -miji hao , haomo, himo  hau-mihi ao-mihi tahu-misi 
"6" hambana  hamba -mihi amba-mihi tamba-misi 

 ,,T, hendi hendi -mihi hendi-mihi tindi-misi 
"8" haho hahu -mihi mahu-mihi asu-misi 

 6,999 heli -me  heli-mihi heli-mihi tihili-misi 
"10" henda

, menda henda henda tenda 
"11" 10+1  henda -mu-ndiche henda-mu-ndique 

                                                                   tenda-mu-ndiche 
"12" 10+2  henda -cu-c-ao tenda-cu-c-ahu 
"13" 10+3 henda -mu-y 
"14" 10+4 henda -m-ahua
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 "15" 15 hendamu 
 "16" 15+1 hendamu-mu-ndique 
 "17"  15+2 hendamu -cu-cao 

"18" 15+3 hendamu -m-ahua 
"19" 15+4  hendamu-hua-mihi 
"20" hue ahue ahua , hahua,  haue, 

                                hahuy ahsuc[ahsue] 
"21" 20+1 (h)ahua-mu-ndique 

 "22" 20+2  ahua-mu-nhume 
 "23" 20+3 ahua-m-ahue 

"24" 20+4 ahua-mihi 
"25" 20+5  ahua-m-aii 
"26" 20+6 ahua-m-amba 
"27" 20+7 ahua-m-indi 
"28" 20+8  ahua-(m)-mahu 
"29" 20+9  ahua -[m]-heli-mihi 
"30" 20+10 ahe-mu-nda ahua-mu-nda ahsue-mu-nda 

 "31" 20  +10  +1  ahua -mu-nda-cu-tique 
"40" 2  X 20 humu-hu tehu-mu-suc[sue] 
"50" 2 x  20+10  huhume-mu-nda  tu-mu-se-mu-nda 
"60" 3 x 20  himu-he tihi-mu-suc[sue] 
"61"  3  x20+1 himuhe-cu-tique 
"70"  3  x  20+10  hamuhe?? tihi-mu-se-mu-nda 
"80"  4  x  20  to-mu-se 
"90" 4  x  20+10  ta-mu-se-mu-nda 
"100" 5 x 20 hao-mo-hue haumu-he  hau-mu-he tahu-mu-se

基本語彙　D={1_9},U1={10},　 U2={15},　 U3={20}

①1か ら10ま で は十 進法 で,接 尾辞 一mihiが2以 降につ く。

　　　　N1_9={L..9}

②10か ら19ま で は五 進法であ る。

　　　　Nlo_14==U1±{1'_4'}　 N15-19=U2±{P…4'}

⑧20以 降 は二十進法であ る。

　　　　N20_39=U3士{N1_19}

　 　 　　 N40_={2'_}×20'(hu!he)士{N1_1g}

Mangue  [D8]

[LEHMANN　 l920:845,　 848](表 記 法 そ の ま ま)
"1" teka  tike 
"2" nah hausmi jami 
"3" ho jamij hajmi 
"4" hahome nojoth haeme 

 ‘,5,, haunsmij jagusmi
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5ま での資料 しかない。Chiapanecと 対 応 してい る。

 Hu  ave [45]

 [STAIRS and STAIRS  1981: 395-399]
長い物　　　1丸,四 角　　1細長い物　　1回,度　　　!年　　　　　!日

"1"  nop  /noik /noc /nomb /nomb  /noik 
"2"  ihpiw  /ihkiaw  /ihciw  /ihmbiw  On /ik 
"3" arohpiw /areh  faroliciw  /arohmbiw /aroomb /er 
"4" pikiw 
"5" akokiaw 
"6"  analw 
"7"  ayalw 
"8"  ohpeakiw 
"9" ohkiyeh 
"10"  gahpowiwtgahpawiw 
"11"  gahpanoik/gahpanop/gahpanoc 10+1 
"12"  gahpik/pahpiip/gahpiic 10+2 
"13" gahpar 10+3 
"14" gahpopeik 10+4 
"15" gahpokoik 10+5 
"16" gahponiy 10+6 
"17" gahpoyay  10  +7 
"18" gahpopeak 10+8 
"19" gahpokiy 10+9 
"20" nimiow 
"21" nimiow noik 20+1 
"30" nimiow gahpowiw  20  +10 
"31"  nimiow  gahpanoik 20+10+1 
"40"  ik miow  2x20 
"41"  ik  miow  noik  2  x20+1 
"50" ik miow  gahpowiw 2 x  20+10 
"60" er miow  3  x  20 
"70" er miow gahpowiw  3  x20+10 
"80" peik miow  4  x  20 
"90" peik miow  gahpowiw  4x20+10 

 "100" koik miow 5 x 20 
 "101"'  koik'miow noik 5 x  20  +1 

 "110"  koik  miow  gahpowiw  5  x20+10 
"120" koik miow nimiow  5  x20+20 
"130" koik miow  nimiow  gahpowiw  5  x20+20+10 
"140"  koik  miow  ik  miow  5  x20+2  x20 

 "150" koik miow ik miow  gahpowiw  5  x  20+2  x  20+10 
"160"  koik  miow  er  miow  5  x20+3  x20 
"170" koik miow er miow gahpowiw 5 x 20+3 x  20+10 
"180" koik miow peik miow 5  x  20+4 x 20 
"190" koik  miow peik miow gahpowiw  5  x  20+4  x  20  +10 
"200"  ihkiaw akoik  miow/gahpow miow 2 x 5 x  20/10 x 20 
"300" areh akoik miow 3  x5  x  20 
"400" pikiw akoik miow 4 x 5  x  20 
"500"  ' akokiaw akoik miow 5 x 5  x  20
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　基本語彙　 D={1…10},U1={10'(gahpa-～gahpo-),　 U2={20(m三 〇w)},

　 　 　　　　U3={5×20}

　 派 生語彙　 D'={P…9'}1"=(ni),3"=(er)

　① ②　下 にみるよ うに,1の 位の数は,変 化 がみ られ るが,対 応 してお り,基 本的

には20ま では十進法で ある。1か ら3ま ではそれがつ くものの形状で,形 が異な る。

助数 詞 と数 詞が結合 した形 とみた い。

1の 位D　 　　　　　　11か ら19までの1の 位D'

"1" noik/nop/noc  -noik/-nop/-noc 
"2"  ihkiaw/ihpiw/ihciw  -ik/-iip/-iic 

"3" ar - -ar 

"4" pikiw -peik 
"5" a-kokiaw -koik 

"6"  a-naiw  -niy 

"7"  a-yaiw -yay 

"8" oh-peak-iw -peak 

"9" oh-kiy-eh -kiy 

 N1-9  =D  N10-19  =U1  ±D'

③ ④ 　 20以 降99ま で は 二 十 進 法 で,100以 降 は5×20が 単 位 と な る 。

　 　 　 　 N20_gg={1",2',3",4'}×U2土{Nl_1g}

　 　 　 　 Nloo_={#,2...}×U3±{N1_gg}

Oaxaca Chontal [46]

Highland Chontal (Tequistlatec) 

      [WATERHOUSE  1  980  : 148-149] [TURNER and TURNER  1971:  360-361] 
"1" anuli anuli 
"2" oke'  oge'/oge§i 
"3" afane'  afane'/afanci 
"4"  ainalpu'  amalb u'/amaluhii 
"4" amake'  amage'/amalAi 
"6" akamc'us  agamcits 
"7" akayci  agayci 
"8" apayko abaygo 
"9" apella abella 
"10" imbama' imbama' 
"11" imbamah nuli imbamah nuli  10+1 

 "12" imbamah koke' imbamah goge' 10+2 
"13" imbamah fane' imbamah fane'  10+3
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"14" imbamah malpu' imbamah malbu 10+4 
"15" imbamah make' imbamah mage' 10+5 
"16" imbamah kamc'us imbamah  gamc'ils 10+6 
"17" imbamah kayci imbamah  gayei 10+7 
"18"  imbamah payko imbamah baygo 10+8 
"19" imbamah pella imbamah bella 10+9 
"20"  anugans  anugans 20 

 "21"  anugans  null 20+1 
"22"  anugans goge'  20+2 
"23"  anugans fane'  20  +3 
"24"  anugans malbu 20+4 
"25"  anugans make'  anugans mage' 20+5 
"30"  anugans kimbama'  anugans gimbama'  20+10 
"35"  anugans kimbama' make' 20+10+5 
"40" okeh  nuians oge'  nugans 2 x 20 
"45" okeh  nuians make' 2  x20+5 
"50" okeh  nugans kimbama' oge'  nugans gimbama' 2 x  20+10 
"55" okeh  nuians kimbamah make' 2  x20+10+5 
"60" afaneh  nuians afane'  nuians 3 x 20 
"65" afaneh  nuians make' 3 x 20+5 
"70" afaneh  nuians kimbama' afane'  nugans gimbama' 3 x 20+10 
"75" afaneh  nugans kimbamah make'  3x20+10+5 
"80" amalpuh  nuians amalbuh  nuians  4  x  20 
"85" amalpuh  nuians make' 4  x  20+5 
"90" amalpuh  nugans kimbama' amalbuh  nuians gimbama'  4  x  20+10 
"95" amalpuh  nuians kimbamah make'  4x  20+10+5 
"100"  amainu' anulih  mainu/ 1 x 100/ 

                        amage'  nugans 5 x 20 
"200" oge'  mainu/ 2 x  1001 

                             imbamah  nuians   10  x 20 
"300" afaneh  magnu/ 3 x 100/ 

                                imbamah mage'  nuians  (10+5) x 20 
"400" amalbuh  mainu/ 4 x 100/ 

 anugans  anugans 20 x 20 
"500" amageh  mainu/  5 x 100/ 

 anugans mage'  nuians  (20  +5) x 20 
"600"  agamc'lls  mainu/  6  x 100/ 

 anugans gimbama'  anugans  (20  +10) x 20 
"700"  agayei  mainu/ 7 x 100/ 

 anugans gimbamah mage'  anugans 

                                             (20+10+5)  x20 
"800" abaygoh  mainu/ 8 x 100/ 

                                  oge'  nugans  anugans 2 x 20 x 20 
"900"  abellah  mainu/ 9 x 100/ 

                                 oge'  nuians mage'  anugans (2 x  20  +5) x 20 
"1000" imbamah  mainu 10 x 100 

"2000"  anugans  mainu 20 x 100 
"3000"  anugans gimbamah  mainu  (20+10) x 100 
"4000" oge'  nugans  mainu 2 x 20 x 100 
"5000" oge'  nugans gimbamah  mainu 

 (2  x20+10)  x  100
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"6000" afane'  nngans  magnu 3 x 20 x 100 
"7000" afane'  nugans gimbamah  magnu 

 (3  x  20+10)  x 100 
"8000" amalbuh  nugans  magnu 4 x 20 x 100 
"9000" amalbuh  nugans gimbamah  magnu 

 (4x20+10)x 100 
"10000" amage'  nugans  magnu 5  x 20 x 100

2か ら5ま でinanimate!animateの 区別 あ り。

註)"5000"はamalbuh　 nurgans　gimbamah　 magnuと され て い るが,こ れ で は"9000"に

　　　な るの で,訂 正 した。

Lowland Chontal [WATERHOUSE 1985: 237-240] 
"1"  liulYi 
"2"  ukwe'lltwesi' (animate) 
"3"  fame/far-1C (animate) 
"4"  malpu'imofsi' (animate) 
"5"  mage' (<ma(ne) ge "hand  this")/mahsi' (animate) 
"6"  kafinig/kam'masi' (animate) 
"7" kote'/kai'isi' (animate) 
"8"  malfa<  5  +3  ? 
"9" penla 
"10" mbama' 
"11" mbamah  ilulYi 10+1 
"12" mbamah ukwe' 10+2 
"13" mbamah fane' 10+3 
"14" mbamah malpu' 10+4 
"15" mbamah mage' 10+5 

 "16" mbamah  katieu:  10+6 
 "17" mbamah kote'  10+7 

"18" mbamah malfa 10+8 
"19" mbamah penla 10+9 
"20"  fiugans<*nu(11)  *sans "one person" 
"21"  fitigans  fmlYi 20+1 
"30"  fiugans kimbama'  20+10 
"40" ukweh  ilugans 2  x 20 
"60" faneh  fargans  3  x  20 
"80" malpuh  fiugans 4 x 20 

 "100"  masilu 100 
"500" mageh  masfiu 5 x 100 
"1000" mbamah  masfm 10 x 100

2か ら7ま でinanimate!animateの 区 別 あ り。

　基本語彙　D={1_9},U1={10},　 U2={20},　 U3={100}

　 ① ②　 20ま で は十進 法による。低地 チ ョンタル語では2か ら7,高 地 チ ョンタル語

では2か ら5ま で,生 物,非 生物 で形 が若干異な る。

　 　 　　 N1_19　 =・U1十D

　 ②　 20以 降99ま で は二十進法である。

　 　 　　 N20_gg={#,2,3,4}×U2±{N1_1g}
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③　 100以 降 は100を 基 底 にする。

　 　　 　 Nioo_　 ={#11,_}×u3±

しか し20を 基 底 に して数 えることもで きる。 その場合,中 間 は二十進法 なのか,そ れ

とも5×20の 次 は10×20な の か不 明で ある。

　 　　 　 Nloo_={5_}×U2土

Zoque [47]

Copainala Zoque  [HARRisoN et al.  1981: 473-474] 
"1"  tumi 
"2" meca 
"3" tuka'y 
"4"  maksku'y 
"5" mohsa'y 
"6" tuhta'y 
"7" ku'ya'y 
"8" tukutuhta'y  3  +6 
"9" makstuhta'y  4  +6 
"10" mahka'y 

 "11" maktuma'y 10  +1 
"12"  makwistihka'y  10+2 
"13" maktuka'y  10  +3 
"14" makmaktasku'y  10+4 
"15" yihta'y 

 "16" yit —ko—tumi  15+1 
"17" yit —ko—meca  15+2 
"18" yit —ko—tuka'y  15+3 
"19"  yit —ko—makgku'y  15  +4 
"20" ips 
"21"  ips—ko—tumi  20  +1 
"22" ips—ko—meca  20  +2 
"23"  ips—ko—tuka'y  20  +3 
"24"  ips—ko—maleslu'y  20+4 
"25" ips—ko—mos  20  +5 
"26" ips—ko—tuhta'y  20  +6 
"27" ips—ko—ku'ya'y  20+7 
"28"  ips—ko—tukutuhta'y  20  +8 
"29" ips—ko—makstuhta'y  20+9 
"30" ips—ko—mak  20  +10 
"31"  ips—ko—maktuma'y  20  +10  +1 
"32" ips—ko—makwistihka'y 20+10+2 
"33" ips—ko—maktuka'y 20+10+3 
"34" ips—ko—makmaktasku'y 20+10+4 
"35" ips—ko—yit  20+15 
"36" ips—ko—yit—ko—tumi  20  +15  +1 
"37" ips—ko—yit—ko—meca 20+15+2 
"38"  ips—ko—yit—ko—tuka'y 20+15+3
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"39"  ips -ko-yit-ko-makgku'y 20  +15+4 
"40"  wistihki's 2  X  20 

"41"  wistihki's -ko-tumi 2  X  20+1 
"50"  wistihki's -ko-mak 2 x  20+10 
"60" tuki's 3 x 20 

"70"  tuki's -ko-mak 3  x  20+10 
"80" maktahsi's  4  x  20 

"90" maktahsi's -ko-mak  4  x20+10 
"100" mohsi's  5x20 

"101"  mohsi's -ko-tumi  5  x20+1 
"120" mohsi's -ko-ips 5  x  20  +20 
"140"  mohsi's -ko-wistihki's 5 x 20+2  x  20 
"150"  mohsi's -ko-wistihki's-ko-mak 5 x 20+2 x 20+10 
"200" mahki's  10  x  20 

"250"  mahki's -ko-wistihki's-ko-mak 10 x 20+2 x  20+10 
"300" yihti's  15  x  20 

"320"  yihti's -ko-ips 15 x  20+20 
"400"  tumi mone'  1  x  400 

"500"  tumi mone' -ko-mohsi's 1  x  400+5  x20 
"550" tumi  mone' -ko-mohsi's-ko-wistihki's-ko-mak                             

1  x  400+5  x20+2  x20+10 
"555" tumi  mone' -ko-mohsi's-ko-wistihki's-ko-yit                             

1  x  400+5  x20+2  x  20+15 
 "556"  tumi  mone'  -ko-mohsi's-ko-wistihki's-ko-yit-ko-tumi                             

1  x  400+5  x  20+2  x20+15+1 
"600"  tumi mone' -ko-mahki's 1  x  400+10  x  20 
"700" tumi mone' -ko-yihti's 1  x  400+15  x20 
"800" meca mone' 2 x 400 

"900" meca mone' -ko-mohsi's 2 x  400+5 x 20 
"1000" meca mone' -ko-mahki's 2  x400+10  x  20 
"1100" meca mone' -ko-yihti's 2  x  400+15  x20 
"1200"  tuka'  mone'  3  x  400 

"1600"  makgku' mone'  4  x  400 

"2000" mohsa' mone'  5  x  400 

"8000" ips  mone'  20  x  400

Rayon Zoque  [HARRISON and HARRISON 1984] 
"1"  tumi 
"2" meca 
"3" tuka' 
"4"  makgku' 
"5" mosa' 
"6" tuhta' 
"7" ku'ya' 
"8" tukuduhta' 3+6 
"9"  makgtuhta' 4+6 
"10" mahka' 

 "11"  maktumi  10  +1 
"12"  makwistihka' 10+2' 
"13" maktuka' 10+3 
"14" mahkmaktasku' 10+4
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 "15" yihta' 
"16"  yit—ko—tumi 15+1 

 "17"  yit—ko—meca  15+2 
"18"  yit—ko—tuka' 15+3 
"19"  yit—ko—makgku' 15+4 
"20" ips 
"24"  ips—ko—makiku' 20+4 
"30" ips—ko—mahka'  20+10 
"40"  wistihkips 2  x20 
"50"  wistihkips—ko—mahk 2 x  20+10 
"60" tukips  3  x  20 
"70" tukips —ko—mahk  3x20+10 
"100"  mohsips  5  x  20 

 400"  mone/tumi mone'

Francisco Leon Zoque [ENGEL and ENGEL 1987: 355] 
"1"  tum4 
"2" meckuy 
"3" tu'kay 
"4" maksykuy 
"5"  moray 
"6" tuhtay  
'  7" ku'yay 
"8" tukutuhtay 3+6 
"9" makstuhtay 4+6 

 "10" mahkav

11以降はスペイン語が使われる。

基本語彙

派生語彙

接 続 辞

D={1...9},  U1={10(mak)},  U2={15(yit)1,  U3={20(ips)}, 

 U4={400(mone')} 

 2'=wis,  2"=wistihk,  3'  -=  tuku,  4'  =makstuh  t,  4"  =maktask, 

 4'"=maktahs 

 {ko}

　①1か ら9ま では,以 前 は五進法 の体系で あった と思われ るが,語 彙 の形 態か ら

は8は3十6,9は4十6と い う構成 になって おり,不 思議 な構成 とな って いる。-a'y

～-u'yを 接 尾辞 として取 り出せ る。

　　 　　 N1_10=={1_7,3→-6,4十6,10}

　 ② 　 11か らは五 進法の体系 である ことがより一層 はっきり して くる。

　　 　　 Nlo_14=Ui±{P,2",3,4"}±-a'y1-u'y

　 　 　　 Nl5_19=U2士ko士{1,2,3,4}±-a,y!-u,y

　 ③20以 降99ま で は二十進法であ る。

　　 　　 N20_99={#,2",3,4','}×U3土ko土{N1_19}
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　 ④100以 降399ま で は100を 基 底に し,200,300と 数 え るが,そ の構造 は20を 基底

に し,5×20,10×20,15×20と な っている。 中間数 は二十進法 による数 え方である。

　　　　　 Nioo_399　 ・={5,10,15}×U3土ko士{N1_19}

400以 降 も400に は 新 しい基底 を導入す るが,500は400十5×20,600は400十10×20

と い うように,100を 単 位 に して いる。

　　　　　 N400_7ggg={1...20}×U4土ko土{N1_3gg}

Veracruz Zoque, Zoque Popoluca [48]

Texistepec Popoluca

[LEHMANN　 1920:779](表 記 法 そ の ま,ま)

Sierra Popoluca

 [ELSON 1960: 43-44, 96, 1967: 282]
"1" turn tu:m -
"2" huisna WAS-
"3"  tuguna tuku -
"4"  bacsna  maktas -
"5"  bosna mos-IsiDkoh 
"6" tujna 
"7"  hues -tujna 
"8"  tug-tujna 
"9"  bacs-tujuna 
"10"  bacna 
"11"  ba  c-tumn  a 
"12"  bac' -huisna 
"20"  ipx-ria 
"30"  ipx-comoc 
"40" vuusk-ipx 
"100" box

　基本語彙　 D-{1…9},U1={10(bak)},　 U3={20(ip9)},　 U4={100(bo9)}

　①1か ら9ま では,以 前 は五進法 の体系で あった と思 われ るが,語 彙 の形 態か ら

は,7は2十6,8は3十6,9は4十6と いう構成 にな ってい る。

　 　　 　 N1_10={1...6,2十6,3十6,4十6,10}

　 ② 　 11か らはデータ不足 でよ くわか らないがllO(bac)に1,2が 足 され る形 のよ

うであ る。

　③20以 降99ま で は二十進法のよ うで,100は 新 しい語彙が導入 されて いる。

　 シエ ラ ・ポポルカ語では5以 降はスペイ ン語 に置き換わ ってい る。2に は,ソ ケ語

や ミへ語では派生語彙 と して しか表われ ない形態素WASが 用 い られて いる。
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Veracruz Mixe, Mixe Popoluca [49]

(Lehmannの 表 記 法 そ の ま ま)

Sayula Popoluca  O]uta Popoluca 

 [CLARK & CLARK [LEHMANN [LEHMANN 1920:  [CLARK 1981] 
    1974]  1920:  779] 779] 

"1" tu'k tuc tuc tu'k 
"2"  meek mechki meshi/meski mesko 
"3"  td  :gup (tuguec?)  tugup/tugeuc(tuhuec)  tuvi'k 
"4"  maktagp mactax mactax maktasko 
"5"  mogogp mogoxp moxox—ko  mokogko 
"6"  tatup tujtup tujtuj—ko tuhtuhko 

 ,47,. gux—gujtup gux—tuku—tujtup  hugtukuhtuhko 
 4,8,, tugu —tujtup tucujtujco tukutuhko 
 ‘,9,, tax—tujtup-                                     tax—tujtujco  ta  :stutuhko 

 "10" macp maco maku 
 "11" macpimuj —tup 

"12" macpimuj—mechki maco—muetmetz'ko 
"20" ipx  1:01 
"30" ipx—imucmap 
"40" mech—ipx 
"100" tu'k mun tuc —mun aukuptuki 
"500"  igkihpu:t kama

　基本語彙　 D={1...9},U1={10(mak)},　 U3={20(ip首)},　 U4={100(mun)}　 .

　①1か ら9ま では,以 前は五進法 の体系で あった と思われ るが,語 彙 の形 態か ら

はサユー ラでは,7は2十6,8は3十6,9は4十6と い う構成 にな って お り,オ ル

ータでは,6=1十5,7=2十3十612十3十6,8==3十5,9=4十1十5の ような構成 で

あ る。

　　　 　　N1_10={1...6,2十6,3十6,4十6,10}

　 ② 　 11か らはデータ不足でよ くわか らないが,10(mac)-imuj-　 1,10(mac)-imuj-2

の よ うに,基 底 に基本数が足 され る形 のよ うである。

　③20以 降99ま で は二十進法 のよ うで,100は 新 しい語彙 が導入 され ている。

Mixe [50]

Totontepec [SCHOENHALS and SCHOENHALS 1982]  Tlahuitoltepec  [LYON  1980: 132] 
"1" to'k  tu'uk 
"2"  mahck mahck 
"3"  to  :hk  tAkA  :k 
"4"  makta  :g1  maktogk 
"5"  mug°  :gk  makogk 
"6" tohtik tutuhk 1  +5
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"7"  vuitohtik  wAgtuhk  2  +5 
"8" todohtik tuktuhk 3+5 
"9"  tagtohtik  togtuhk 4+5 
"10" mahk  molik 10 
"11" makto'k 10+1 
"12" makmchck 10+2 
"13" makto:hk 10+3 
"14" makmahkc 10+4 
"15"  makmoki 10+5 
"16" maktoht 10+6 
"17"  makuitoht  10+  (2  +6) 
"18" maktodoht 10+3+6 
"19"  maktaitoht 10+4+6 
"20"  i  :'pi 
"21"  i:'pg  to'k 20+1 
"30"  i  :'pi mahk  20+10 
"35"  i  :'pi  makmokg  20+15 
"40"  vihgtkupg  2  x  20 
"50"  vihgtkupgikmahk 2 x  20  +10 
"60"  to  :gupg 3  x 20 
"70"  to  :gupgikmahk  3x20+10 
"80"  mahktupi 4 x 20 
"90"  mahktupiikmahk  4  x  20+10 
"100"  mokupg  5  x  20 
"200"  mchckmokupg 2  X 5  X 20 
"300"  to  :hkmokupg  3  X5  x20 
"400"  makta  :gkmakupg  4  x 5 x 20 
"500"  mugo:gkmokupg 5 x 5  X 20 
"700"  vugtohtikmokupg 7 x 5 x 20

 Mixe [QUINTANA  1733:  139-140] (表記法原典のまま) [DE LA GRASSERIE 
 1898:  3771

"1" tuuc tzoc 
"2" metzc metzk 
"3" tucoc tukok 
"4" mactaxc mactacxk 
"5" mocoxc mokoxk 
"6" tuduuc  1+3 
"7" huextuuc 2+5 
"8" tuctuuc 3+5 
"9" taxtuuc 4+5 
"10" mahc mahk 
"11" mahc —tuuc 10+1 mohktuuk 
"12" mahc —metzc 10+2  mahkmetz 
"13"  mahc —tucoc 10+3 mahtukok 
"14" mahc —mactz 10+4 mahkmatktz 
"15" mahc —mocx 10+5 
"16" mahc —tuduuc/mahc—mocxtuuc 10+1+5/15+1 
"17" mahc —huextuuc/mahc—mocxmetzc  10+2+5/13+2 
"18"  mahc —tuctuuc/mahc—mocxtucoc  10+3+5/15+3 
"19" mahc —taxtuuc/atuuc ca ypx  10+4+5/-1+20
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"20"ypx ipx 
"21" ypx -tuuc 20+1  ipx-tititk 
"22"  vpx -metzc 20+2 ipx-metz 
"23" ypx -tucoc 20+3 ipx-tukok 
"24" ypx -mactaxc 20+4 
"25" ypx -mocoxc  20  +5 
"26" ypx-tuduuc  20  +1  +5 
"27" ypx -huextuuc  20+2+5 
"28" ypx -tuctuuc 20+3+5 
"29" ypx -taxtuuc/atuuc ca ypxmahc  20+4+5/-1+20  +10 
"30" ypx -mahc  20+10 ipx-mahk 
"31" ypx -mahctuuc 20+10+1 
"32"  ypx -mahc-metzc 20+10+2 
"33" ypx -mahc-tucoc 20+10+3 
"40" huixticx 2 x 20 
"60" tucopx  3  x  20 
"80" mohctapx 4  X 20 
"100" mocopx  5  x  20 

 "120" tuduupx  6  x  20 
"140" huextuut  7  x  20 
"160" tuctuut  8  X  20 
"180" taxtuut  9  x  20 
"200" maiquipx  10  x 20 
"300" yucmocx  15  X  20 
"400"  tuucmoiri 1  X 400 
"500"  tuucmoiri co mocopx 1  x400+5  X20 
"600"  tuucmoiri co maiquipx 1  X400+10 x 20 
"700"  tuucmoiri  co yucmocx 1  x  400+10  x  20 
"800" metzc  moire  2  x400+10  x20 
"900" metzc  moire co mocpx  2  X  400+10  x  20 
"1000" metzc  moil' co maiquipx  2  x400+10  x20

　古典 ミへ語 の数体系

　基本語彙　 D={1_5},U1={5(tuuk)},　 U2={10(mahk)},　 U3={15},

　 　 　　　　U4={20(ip首)},　 U5={400(moih)}

　 派 生語彙　 1'=tu,2'=huex,4'=tax,5'=mocx

　 ①10ま で は5進 法の形をよ く残 している。

　　 　　　N1_5={1...5}　 N6_g={1,,2',3,4,}十U1

　 ② 　10か ら20も 五 進法 とみることがで きる。 しか し6か ら9の 形 成 とは逆 に大単位

がまえに小単位 があとに生起す る。15は 独立 の 形態素ではな く,10十5'の 複 合語彙

で ある。

　　 　　　Nlo_14=U2±{1,2,3,4'}

16以 降 は2つ の数 え方 がある。10に6か ら9ま でを足す方法 と,15に1か ら3を 足 し,

19は20か ら1引 く方法で ある。
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　　 　　　N15_1g=U2十5,,　 N6_g1N15_18=U3十{1,2,3},　 Nlg=a十1十ca十U4

　 ③20以 降 は二十進法 である。

　　 　　　N20-399　 ={#,2'_}×U4土{N1_19}

U4に つ く係数 には若干異形態がみ られ るとともに,　ipxも 変 化 してい る。

　④400を 基 底 に二十進法であ る。

　　 　　　N400_={1...}×U5士{N1_399}

現 代 ミへ語 の構成法 は古典 ミへ語 と100以 前 は変わ らないが,100を5×20と 表 わ し

た100を 基 底 に,100ご と増え る体系 に変 わ ってい る。6か ら9ま での構成法 も語彙 だ

け比較 するな らば,6を 基準 に してい るよ うに思 われ る。

Huastec [51]

       [OCHOA PERALTA 1984: 92-93] 
 "1"  hu:n 

"2"  Ca:b 
"3"  o:'g 
"4"  6e:' 

 ,45,,  bo:' 
"6" akak 
"7"  busk 
"8"  wagik 
"9" bele:hu 
"10" la:hu 

 "11" la:hu -hu:n 
"12"  la:hu -Ca:b 

 "13"  la:hu -o:g 
"14"  la:hu -Ce:' 
"15" la:hu -bo:' 
"16"  la:hu -akak 
"17" la:hu -bu:k 
"18"  la:hu -wagik 
"19" la:hu -bele:hu
"20" hu:n inik

(la:hu　la:huと い う人 もい る)
"21"  hu:n  inik  hu:n 

"30" hu:n inik la:hu 

"40"  Ca:b  inik  2  x20 

"100" hu:n bo:' inik 1  x  5  x  20 

"200" la:hu inik  10  x20 

"300"  0:1 bo: inik 3x5x20 

"400"  6e:'bo:'inik  4x5x20 

"1000"  hu:n  gi:'

(表記法そのまま)

      [TAPIR ZENTENO  1985(1767)  : 18] [SAPPER 1910: 315-316] 
"1" hun jun
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"2" 

 "3" 

 "4" 

 "5" 

"6" 

 "7" 

"8" 

 “9,, 

 "10" 

 "11" 

"12" 

 "13" 

 "14" 

 "15" 

"16" 

"17" 

"18" 

"19" 

"20" 

"30" 

 4440,, 

"50" 

"60" 

"70" 

"80" 

"80" 

 "100" 

"200" 

"300" 

"400"

"1000" 

"2000" 

 "3000"

tzab 
ox 
tze 
bo 
acac 
buc 
huaxic 
belleuh 
laju

 laju-bucllaju-cal 

jun-inic 
hum-inic-laju 
 tzab-ini  c 

 tzab--inic-laju 
ox-inic 
ox-inic-al-laju 
tze-inic 
tze-inic-laju 
bo-inic 
tzab-bo-inic 
 ox-bo-inic 

hun-xi 
tzab-xi 
ox-xi

 -bucflaju-tin-cal -buc

tzab 
ox 
tze 
bo 
akak 
buk 
vuaxik 
belleuj 
 laju 
 lajujdn 
 lajutzab 
 lajuox 
 lajutze 
 lajubo 
lajuakak 
lajubuc 
 lajujuaxik 
laju belleuj 

juminik 

tzabinik 

ox inik 

tze inik 

bo inik 

 tze bo inik

10+1 

10+2 

10+3 

10+4 

10+5 

10+6 

10+7 

10+8 

10+9 

1  x20 

 1 x20+10 

2  x  20 

2 x20+10 

 3  x  20 

3x20+10 

 4  x20 

 4  x  20+10 

 5x20 

 2  x5x20 

3x5x20 

 4x5x20

　基本語彙　Dニ{1_9},U1={10(lahu)},　 U2={20(inik)},　 U3={100(bo--inik)},

　　　　　　　 U4={1000(蓉i:')}

　 ① ②　20ま で は十進法によ る数 え方 である。

　　　　　　N1..19=・U1十D

　 ⑧20以 降99ま で は二十進法である。

　　　　　　N20_gg　・={1...4}×U2:と{N1_1g}

　 ④100以 降 の基底 は5×20で 表 わされ た100で あ り,100の 倍 数 が基準 になる。 そ

の 中間は二十 進法の混合体系 とみ られる。 ただ しOchoa　 Peraltaの 資料 では,200

は二 十進法の数え方であ る。

　　　　　　Nloo_999　 ={1...9}×U3土{N1_99}

　　　　　　Niooo_　 =={1_}×U4土
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(註)Huastecに はSan　 Luis　Potosi方 言 とVeracruz方 言 が あ る。 そ れ とChicomuceltecの

　　　　対 応 例 を 挙 げ る と次 の よ うに な る。

　　　　　　San　Luis　Potosi:Veracruz:Chicomuceltec
　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　 　 　 　　 C　 　　　　　 :　　　　 C　 　　　:　　　　　　

C

　　 　 　 　　 　 　 　　 　ソ
　　　　　i　　　　　　 C　　　　　 :　　　 C　　　 :　　　　　 t

　　　　この 対応 例 か ら,Ochoa　 Peraltaの 資 料 はVeracruz方 言,　 SaPperとTapia　 Zenten・

　　　　の 資 料 はSan　 Luis　Potosi方 言 で あ る こ とが知 られ る。

Chicomuceltec  [D10]

       [SAPPER 1910: 315-316] (A1,--E&.E-
"1" jun 
"2" chate eu 
"3"  ox  te  eu 
"4"  che  te eu 
"5" vo  te eu 
"6" kak  te eu 
"7" kk  te eu 
"8" vuaxak  te eu 
"9" vuele  te eu 

 "10" lau  te eu 
"11" jun  i  laju 1+10 
"12"  cha  i  lahu 2+10 
"13"  ox  i  lahu 3+10 
"14"  the  i  lau 4+10 
"15"  o  la  te  eu 5+10 
"16"  o  la  teeu  nam  jun 5+10+1 
"17" o  la teeu nan chateeu 5+10+2 
"20" jun inik 
"21" juninik nam jun 1 x  20  +1 
"40"  chair inik 2 x 20 
"60"  ox  inik  3  x  20 
"80"  che  nek  4  X  20 
"100"  hoo  inik  5  x  20 

 "120" hoo inik nam jun inik  5  x20+20 
"200" chate  ta hoo inik  2x5x20 
"300" oxte  ta hoo inik  3x5x20 
"400"  che  te  ta hoo inik  4x5x20

基本語彙

派生語彙

接 続 辞

 D={1...9},  U1={10(lau)}, U2={15(ola)}, U3={20(inik)}, {te  eu} 

 5'={hoo},  20'={nek} 

{i} {nam}

　①10ま では十進法であ る。接尾 辞 としてte　 euが つ いて いる。この意味は不 明で

あるが,他 のマヤ諸 語か らみて,数 分類 詞 と思 われ る。7はkkと な ってい るが,お

そ らく印刷 まちが いで,buk～ukで あ ろ う。

　　　 　 N1_9・=　D土te　 eu
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②10か ら19ま で は五進法のよ うであ る。

　　　　　Nlo=U1十te　 eu　 　Nn-i4=={1_4}十i十Ul

　 　 　　 N15_19=U2十te　 eu±nam±{L..4}

③20以 降99ま で は二十進法であ り,中 間 の数 は1か ら19ま で がnamに よ り接続

され るよ うである。

　　　　　N20--99={1...4}×U3士nam±{N1_10}

　④100は5×20で 表 わされ,十 進法 と二十進法の混合 とな る。

　　　　　Nloo_・={#,2,..}-te　 ta×U4土nam±{N1_99}

Yucatec [52]

Classical　Yucatec(正 書 法 に よ る)

      [BELTRAN 1859(1746)]  [TozzER  1921:  99-103] 
"1" hun  hun 
"2" ca ca 
"3" ox ox 
"4" can can 
"5" ho ho 
"6" uac uac 
"7" uuc uuc 
"8" uaxac uaxac 
"9" bolon bolon 
"10" lahun  la  hun 
"11" buluc buluc 
"12" lahca  la  ca 
"13" ox-lahun la ox 
"14" can-lahun  la can 
"15"  ho -lhun la ho 
"16" uac-lahun la uac 
"17" uuc-lahun  la uuc 
"18"  uaxac -lahun  la  uaxac 
"19" bolon -lahun la bolon 
"20" hun -kal hun kal 
"21" hun t-u-kal  1>2 x 20 hun kal yete hun 
"22" ca  t-u-kal  2  >2  x  20 hun kal yete ca 
"23" ox t-u-kal 3>2  x20 
"24" can t-u-kal  4  >2 x 20 
"25"  ho  t-u-kal  5>2  x20 
"26"  uac  t -u-kal  6>2  x20 
"27" uuc t-u-kal 7>2  x20 
"28" uaxac t-u-kal  8  >2 x 20 
"29" bolon t-u-kal  9  >2 x 20 
"30" lahu ca-kal 10>2  X 20 hun kal yete la hun 
"31" buluc t-u -kal  11>2 x 20 hun kal yete buluc 
"32" lahca  t -u-xal 12>2 x 20 hun kal yete la ca
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 "33" 

 "34" 

"38" 

"39,, 

"40" 

"41" 

"42" 

 "43" 

"44" 

 "45" 

"46" 

"47" 

"48" 

 "49" 

"50" 

"51" 

"52" 

 "54" 

"55" 

"56" 

"58" 

"59" 

"60" 

"65" 

"70" 

"80" 

"90" 

"95,' 

 "100" 

"180" 

"181" 

"190" 

"195" 

"200" 

"210" 

"215" 

 "220" 

"230" 

"240" 

"250" 

"255" 

"260" 

"270" 

 "275" 

"370"

ox-lahu  t-u-kal 

can-lahu t-u-kal 

 ho-lhu ca-kal 

uac-lahun t-u-kal 

 uuc-lahu t-u-kal 

uaxac-lahu t-u-kal 

 bolon-lahu t-u-kal 

ca-kal 

hun  t-u-y-ox-kal 

 ca  t-u-y-ox-kal 

ox  t-u-y-ox-kal 

can  t-u-y-ox-kal 

ho t-u-y-ox-kal 

uac t-u-y-ox-kal 

uuc  t-u-y-ox-kal 

uaxac  t-u-y-oxkal 

bolon  t-u-y-ox-kal 

lahu y-ox-kal 

buluc t-u-y-ox-kal 

lahca  t-u-y-ox-kal 

ox-lahu  t-u-y-ox-kal 

can-lahu  t-u-y-ox-kal 

 ho-lhu y-ox-kal 

uac-lahu  t-u-y-ox-kal 

uuc-lahu t-u-y-ox-kal 

uaxac-lahu  t-u-y-ox-kal 

bolon-lahu t-u-y-ox-kal 

ox-kal 

ho t-u-can-kal 

lahu can-kal 

 ho-lhu can-kal 

can-kal 

lahu y-o-kal 

       y-o-kal 
ho-kal 

bolon-kal 

hun t-u-lahun-kal 

lahu  t-u-lahun-kal 

 ho-lhu t-u-lahun-kal 

lahun-kal 

lahu  t-u-buluc-kal 

 ho-lhu t-u-buluc-kal 

buluc-kal 

lahu t-u-lahca-kal 

 lahca-kal 

lahu  t-u-y-ox-lahun-kal

 ho-lhu  t-u-y-ox-lahun-kal

ox-lahu-kal 

lahu  t-u-can-lahu-kal 

 ho-lhu t-u-can-lahu-kal 

lahu  bolon-lahu-kal

 13  >2  x 20 

14>2  x20 

15>2  x20 

 16>2  x  20 

17>2 x 20 

 18>2  x 20 

 19>2  x 20 

 3  x  20 

 1>3  x  20 

 2>3  x  20 

 3>3  x  20 

4>3 x 20 

 5>3  x  20 

 6>3  x  20 

7>3 x 20 

 8>3  x  20 

9>3 x 20 

 10>3  x 20 

 11>3x 20 

 12  >3  x  20 

 13  >3  x  20 

14>3 x 20 

 15>3  x  20 

 16>3  x 20 

 17>3x 20 

 18>3x 20 

 19  >3  x  20 

 3  x  20
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 ca kal 

ca kal yete hun

ca kal yete la hun

ox kal

ox kal yete  la hun

can kal 

can kal yete la hun

ho kal 

bolon kal

 la hun  kal

buluc kal

la ca kal

la ox kal



八杉　　中米諸語の数体系

"380" bolon-lahu-kal la bolon kal 
"381" hun t-u-hun-bak 
"385"  ho  t -u-hun-bak 
"390" lahu hun -bak 
"395"  ho -lhu t-u-hun-bak 
"400" hun -bak hun bak 
"500"  ho  t-u-bak 
"600" lahu t-u-bak 
"700"  ho -lhu t-u-bak 
"80C" ca-bak 
"900" ho  t-u-y-ox-bak 
"1000"  lahu -y-ox-bak/hun-pic 
"2000" ca-pic

　基本語彙　D={1_9,11,12},U1={10(lahun)},　 U2={20(kal)},

　 　 　　　　U3={400(bak)}

　 ① ②　20ま で は基本的 には十進法 であるが,11,12は 特 別の語彙 である。Tozzer

が挙 げた12か ら19は12のla　 caか らの類推によ る体系化 と思 われ る。

　　　　　N1_19={1...9}士U1,た だ し　 {Il,12}={buluc,　 lahca}

　 Tozzcrの 数 体系

　　　　　N1_19=±U1十{L..9},た だ し　 11={buluc}

　 ③20以 降 は二十進法が基本 である。 ひとつ上 の位 を基本 に し,そ こにむか って,

1,2と い う数え方をす る。た とえば41で あれば3×20=・60に1,42で あ れば,60

にむ かって2と い うことにな る。 これをMennlngerはovercountlngと 名 づけたが

[MENNINGER　 1969],本 論 では上位起算法 と呼ぶ こどに した。　t(<ti)は 前 置詞で,

場 所や与格的な働 きをす るので,「 ～ に」 と訳せ る。uは3人 称 の所有人称であ り,

母 音幹の ときにはu-y一 とな りyが 現 われ る。 だか ら41は 第3番 目の20の う ちの1

とい って もよい。20か ら39ま で は規則 に従 えばca-kalと な るべ きで あろうが,省 い

て もわか るので,省 略 された もの と思われ る。

　　　　　N20_3gg　 ={Nl_1g}十ti十u(y)十{N2_1g}×U2

　 Tozzerの 数 え方

　 Tozzerの 挙 げた数 え方 は,足 し算で あり,　Menningerの 言 い方で言 うと,　under-

countingと な るが,本 論 では下位起算法 と名づ けてい る。　yete(<yetel)は 「～ と」

とい う接続詞で ある。

　　　　　 N20_3gg={N1_1g}×U2十yete十{N1_1g}

　 Beltranの 挙 げた数 で,規 則 的でないのは,30,35以 下,区 切 りの いい数のまえ,

5,10,す なわ ち,下 位 に10,15を 足 す場合 にtuが つ かな いところであ る。 その不
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規則性 は,30,35,50,55,70,75と175ま で続 き,以 後190か らtuが 現 われ,370

で消 え,ふ たたび375で 現 われ,390に な く,395にtuが 現 われ る。 この不規則性を

説 明す ることはで きず,幾 分不注 意な表記 を気 に して いるに過 ぎな いのか も しれない

が,10,15と い う区切 りのいい数 の場合 に しかtuが 現われないのは,や は り意味が

あると考え られ る。位 の間 の数 の数 え方 は十進法で あるが,五 進法を意識 した数え方

の表われか も しれな い。

　 ④400以 降 は400を 基 底 にす る数 え方で あるが,1000で 終 り,そ こか ら1000の 倍 数

の体系 に移行 してい る。Beltranが 挙 げたpicは も ともと8000で あ り,4000の 次 の桁

20×400に 使 われた ものが,ス ペ イン語の影響で1000を 表 わす よ うになった と考 え

られ る。　　 　　　 　　　 　　 　　　 　　　 　　　 　　 　　　 　　　 　　　 　　　 '

　 400以 降 の位(桁)を 挙げ ると次 のよ うになる。

bak  20  x  20 

pic  20x20  x  20 

calab  20x20  x20  x20 

kinchil  20  x  20  x  20  x  20  x  20 

 alau  20x  20  x20  x  20  x20  x20

　 400以 上 は上位起算法 と下位起算法 の混合で,Barrera　 Vasquezに よ ると,次 の2

つ が挙 げ られ てい る[BARRERA　 VAs2uEz　 l946:247](表 記 法 を古典Yucatecの

表 記法 に改 める とともに,uuckalをuuclahunkalに 改 めた)。

a)  18733=ca-pic catac uac-bak catac  oxlahun  tu uuc-lahun-kal 

 16000  =  ca-pic 

 2400=uac-bak 

 333.=13>340=oxlahun  tu uuc-lahun-kal 

b) 18733=uac(-bak)  tu  y-ox-pic catac  oxlahun  tu uuclahunkal

 =  6  x  400 >  3x 8000  -I- 13 > 17  x  20

18400 333

Lacandon [53]

 [BRUCE  1968:  70] 
"1" hun -
"2"  ka 
"3"  og-

4以 上 は用いられない。手の指や足の指をさして数える[TozzER　 1921:98]。

Bruceは 次 のような記述的な語彙を4以 上の数にしるしている。
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"4"  lah —t—a—nup' 
"5"  hun —bu—k'a' 
"6"  taham —u—na'—k'a' 
"10"  ka' —bu—k'a' 

 "15"  hum —buh—ok 
"20" hun —tul—winik 
"100"  hum —bu—k'a' winik

「すべての君の指」

「一つの手」

「次の親提」

「2つ の手」

「一つの足」

「一人の人」

「5人 の人」

Chol [56]

     [WARKENTIN and SCOTT 1980: 107-108]  (MERRIFIELD  1968a: 98-99] 
"1" hum-p'eh  hitm-p'ehl 
"2"  Ca'-p'eh  Ca.'-p'ehl 
"3"  us -p'eh  us-p'ehl 
"4"  Cim-p'eh  Cim-p'ehl 
"5" ho' -p'eh  hó'-p'ehl 
"6"  wik-p'eh  wik-p'ehl 
"7" wuk-p'eh  wilk-p'ehl 
"8"  waiik -p'eh  wagik-p'ehl 
"9" bolom-p'eh  bolom-p'ehl 
"10" luhum -p'eh  luhum-p'ehl 
"11" hun -luhum-p'eh  1+10  him  luhinn-p'ehl 1+10 
"12"  lah-Cim-p'eh  lah  him-p'ehl 
"13"  ug-luhum-p'eh 3+10  us  luhtim-p'ehl 3+10 
"14"  Cin-luhum-p'eh 4+10  CM  luhtim-p'ehl 4+10 
"15" ho'-luhum-p'eh 5+10  ho'  luhin-p'ehl  5  +10 
"16"  wik-luhum-p'eh 6+10 wik  luhum-p'ehl  ,  6  +10 
"17"  wuk-luhum-p'eh  7+10  Inn:1k  luhum-p'ehl 7+10 
"18"  waiik -luhum-p'eh 8+10  wagik  luhin-p'ehl  8  +10 
"19"  bolon-luhum-p'eh 9+10  bolon  luhitm-p'ehl 9+10 
"20" hun -k'al  him  k'al 
"21" hum-p'eh i  Ca'k'al  1>2  x20  him  k'al  yik'Ot  hin-p'ehl  20+1 
"22"  Ca'-p'eh i  6a'k'al  2  >2  x20  him  k'al  yik'ot  66.'-p'eh1  20  +2 
"23"  ug-p'eh i  Ca'k'al 3>2 x20  him  k'al  yik'ot  us-p'ehl 20+3 
"24"  61m-p'eh i  Ca'k'al 4>2  x  20  him  k'al  yik'Ot  Cim-p'ehl  20+4 
"25" ho' -p'eh i  Ca'k'al 5>2  x20  he-p'ehl  Ica' k'al 5>2  X20 
"26" wik-p'eh i  Ca'k'al 6>2  x20  him  k'al  yik'ot wik-p'ehl 20+6 
"27" wuk -p'eh  i  Ca'k'al  7>2  x20  him k'al  yik'ot  witk-p'ehl 20+7 
"28"  wagik-p'eh  i  Ca'k'al 8>2  x  20  him  k'al  yik'ot  wagik-p'ehl 20+8 
"29"  bolom-p'eh  i  a'k'al  9>2  x  f.0  him  k'al  yik'Ot  bolom-p'ehl 20+9 
"30"  luhum -p'eh i  Ca'k'al 10>2  x20  lulnim-p'ehl  iCa.'  k'al 10>2  x20 
"31" hun -luhum-p'eh  i  ea'k'al  11  >2  x  20  him  luhin-p'ehl  ia'  k'al  11  >2  x  20 
"32"  lah -e'im-p'eh i  Ca'k'al 12>2  x20  lah  him-p'ehl  iea.'  k'al 12>2  x20 
"33"  us -Iuhum-p'eh i  Ca'k'al  13>2  x20  us  luhinn-p'ehl  ièa.'  k'al  13>2  x20 
"34"  Cin-luhum-p'eh i  Ca'k'al 14>2  x  20  CM  luhin-p'ehl  ia .'  k'al  14  >2 x 20 
"35"  ho'-luhum-p'eh i 'eal'k'al 15>2  x  20 ho'  luhilm-p'ehl  i66.'  k'al 15>2  x  20 
"36" wik-luhum-p'eh i  Ca'k'al 16>2  x  20  wik  luhiun-p'ehl  iCa'  k'al 16>2 x 20 
"37"  wuk-luhum-p'eh i  Ca'k'al 17>2 x 20  will<  luhiun-p'ehl  i'66.'  k'al 17>2 x 20 
"38"  wagik-luhum-p'eh i  6a'k'al 18>2 x 20  waiik  lulnim- p'ehl  Fa' k'al 18>2 x 20 
"39"  bolon -luhum-  p'eh i  Ca'k'al 19>2 x 20  bolon  luhin-p'ehl  iel' k'al 19>2  x  20
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"40"  Ca' k'al 2 x 20 ca'  k'fil 2  x 20 

"41" hum -p'eh i  y-us--k'al  1>  3  x 20  Ca'  k'al  yik'Ot  hUm-p'ehl 2 x  20+1 
"42"  6a.'  k'al  yik'ot  a'-p'ehl  2  x20+2 
"43"  Ca'  k'al  yik'ot  fig-p'ehl  2  x20+3 

 “44,5  Ca'  k'al  yik'ot  e'im -p'ehl 2  x  20+4 
 "45" ho' -p'ehl  iylig  k'al 5>3 x 20 

"46"  66.'  k'al  yik'61 wki-p'ehl 2  x20+6 
"47"  Ca'  k'al  yik'ot  wilk -p'ehl 2  x20+7 
"48"  66.'  k'al  yik'ot  wagik-p'ehl 2  x 20+8 
"49"  66.'  k'al  yik'ot  bolom-p'ehl 2 x 20+9 
"50" luhum -p'eh i  y-ug k'al  10  >3 x 20  luhUm-p'ehl  iyug  k'al 10>3  x 20 
"51" hun  luhUm -p'ehl  iyug  k'al  11  >  3 x 20 
"52"  lah  Cim -p'ehl  iylig  k'al 12>3  x20 
"53"  us  luhum -p'ehl  iyUg  k'al  13  >3  X 20 

 “54,,  e'in  luhlim-p'ehl  irig  k'al  14  >  3  x  20 

 ,655,, ho'  luhUm-p'ehl  irig  k'al  15  >  3 x 20 

"56" wik  luhUm -p'ehl  iylig  k'al  16>  3 x 20 
"57"wuk luhlim -p'ehl iyUg  k'al  17>3  x  20 
"58"  wagik  luhUm -p'ehl  irig  k'al  18  >  3 x 20 

 6,59,,  bolon  luhUm -p'ehl  irig k'al  19  >3 x 20 
"60"  us k'al 3 x 20  IA  k'al 3 x 20 

"61"  hum -p'eh i  an-k'al  1>4  x20 
"70" luhum -p'eh i  Cin-k'al  1C>4  X20 
"80"  an -k'al  4  x  20 
"81" hum -p'eh i ho'-k'al 1  >5 x 20 
"90"  luhum -p'eh i ho'-k'al  10>5  x  20 
"100" ho' -k'al  5  x  20 
"110" luhum -p'eh i wik-k'al  10>6  x  20 
"120"  wik -k'al  6  x  20 
"130"  luhum -p'eh i wuk-k'al  10>7  x20 
"140"  wuk -k'a]  7  X  20 
"150" luhum -p'eh i  wagik-k'al  10  >8  x  20 
"160"  wagik -k'al 8 x 20 
"170" luhum -p'eh i bolon-k'al  10  >  9 x 20 
"180" bolon -k'al 9 x 20 
"190" luhum -p'eh i luhun-k'al  10>10x20 
"200"  luhun -k'al  10  x  20 
"220" hunluhun -k'al 11 x 20  him  luhun  k'al 11 x 20 
"225"  ho' -p'ehl  ilah  Zin  k'al  5>12  x 20 
"240"  lallan -k'al 12  x 20 
"246"  lah  ein  k'al  yik'ot wik-p'ehl 12  x  20+6 

"260"  uiluhun -k'al 13  X  20 
"280"  6in -k'al  14  x  20 
"300" ho' -luhun-k'al 15 x 20 
"320" wik -luhun-k'al 16 x 20 
"340"  wuk -luhun-k'al 17 x 20 
"360"  wagik -luhun-k'al 18 x 20 
"379"  bolon  luhum -p'ehl  ibolon  luhun  k'al 

 19  >19  x  20 
"380" bolon -luhun-k'al 19 x 20 
"383"  bolon  luhun  k'al  yik'Ot  tig--p'ehl 

 19  x  20+3
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"385"  bolon  luhun  k'al  yik'ot  hó' -p'ehl 

 19  x  20+5 
"389"  bolon  luhun  k'al  yik'ot  bolom -p'ehl 

 19x20+9 
 ‘,395,,  bolon  luhtin  k'al  yik'Ot ho'  luhum -p'ehl 

 19  x  20+5+10 
 ,4399,,  bolon  luhtin  k'al  yik'ot  bolon 

 luhUm-p'ehl  19  x20+9+10 
"400" hum -bahk'  1 x 400  hUm  bahk' 1 x 400 
"401" hum  bahk'  yik'ot  Iim -p'ehl 1 x  400+1 
"405" hum  batik'  yik'ot  hó'-p'ehl 1  x  400+5 

"420" hum  batik'  yik'ot  him  k'al  

1  x400+1  x20 
 "425" hum  Milk'  yik'ot  hó' -p'ehl  iel'  k'al                                                

1  x400+5>2  x20 
"500" hum -bahk' yik'ot ho-k'al 1 x  400+5 x 20 ho'  k'al  Fea.'  bahk' 5 x  20  >2 x 400 
"600" luhun -k'al i  Ca-bahk' 10 x  20  >2 x 400 

"700" ho'luhun-k'al i  Ca-bahk' 15 x  20  >2 x 400 

"800"  Ca-bahk'  2  x  40 
"900" ho' -k'al i  y-us-bahk' 5  x  20  >3 x 400 
"1000"  1uhun -k'al i  y-us-bahk' 10 x  20  >  3 X 400 

"2000" ho'-bahk' 5  x  400

基本語彙

接 続 辞

D={1...9,  12},  U1={10(1uhun)},  U2={20(k'al)},  U3={400(bahk')} 

 {yik'ot}

　① ②　20ま では十進法であ る。 た だ し12は 規 則 か らはずれ る。 お そ らくlah6a-

P'ehlで あ った と思 われ るが,4の 形態素6imに 置 き換わ ってい る。-P'ehlは 助 数詞

である。

　　　 　　N1_1g・=D士U1十p,ehl

　 ③20以 降399ま で は二十 進法であ る。i(y)は3人 称の所有接 辞である。

　　　 　　N21_399=土{Nl_19}士i(y)十{N2-19}×U2

　 ④400以 降 は400を 基 底 に して数 える。

　　　 　　N401_=±{Nl_lg}×U2±i(y)十{N2_1g}×U3

た だ し500はhumbak'yik'ot　 ho'k'alで あ り,　N1×U3十yik'ot十N5×U2と な る。

　 Merrifieldの 挙 げる数体系 は,20以 降 では異 な り,20台 の 数をみて もわか るよ う

に,各 位 と位の中間の数 の前半 は,yik'otを 使 い下位起算法で あるのに対 し,後 半 は

上位起算法 となる。 しか し前半 のうちで も5だ けは上位起算法 であ り,た いへん珍 し

い体系 を構築 して いる。60以 上220ま で は不 明であるが,246で は 下位起算法,379で

は 上位起算法,以 後,400ま で 下位起算法 と均一ではない。 各 中間 の5,10と 区 切 り

のいい数 は,元 の体系 を保持 して いると考え られ る。
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Chontal [571

Chontal [KELLER 1955] Classical Chontal (1610-1612)  [SMAILUS  1975: 214] 
 "1"  un -/urn-/u-  "1" hun 

"2"  ca' -/ca- "2" cha 
"3"  ug-/yug- "3" ux 
"4"  can-/cam-/ca- "4" chan 
"5"  ho' --/ho- "5" ho 
"6"  walc--/wah- "6" vac 

                   "7" vuc 
                        "10" lahun 
 "15" holahun 
                      "50"  lahun  yuxkal  10  >3  x  20

6ま で しか使われない。(表 記法そのまま)

現 代 チ ョンタル語では6ま でで,以 後はスペイ ン語 が使 われ る。古典 チ ョンタル語

で は,20以 降 は上位起算法であ る。

Tzeltal [59]

 LKAUFIV1AN  1971  :  91-101] 
"1" hun hun 
"2"  ea'b  ee'b 
"3"  og  o'g-eb 
"4"  can  can-eb 
"5" ho' ho'-eb 
"6" wak wak-eb 
"7" huk huk-eb 
"8"  wa5uk  wa§uk-eb 
"9" balun balun -eb 

 "10" lahun lahun -eb 
"11"  bulue  bulue -eb 

 "12"  lahe  lahe-eb 
 "13"  o§-lahun  a-lahun-eb  3  +10 

"14"  can-lahun  can-lahun-eb  4  +10 
"15"  ho'-lahun  ho'-lahun-eb 5+10 

 "16" wak-lahun wak-lahun-eb 6+10 
 "17"  huk -lahun  huk-lahun-eb  7  +10 

"18'  waguk-lahun  waKuk-lahun-eb  8  +10 
 "19" balun -lahun  balun-lahun- eb  9  +10 
 "20"  h  tab 

"21" hun y  ea'  winik  1  >2  X 20 
"22"  Ceb y  Ca' winik  2  >2  x20 
"30" lahuneb y  ea' winik 10>2 x20 
"40"  ea' winik 2 x 20 
"60"  o§ winik  3  x  20 
"80"  can winik  4  x20 
"100"  ho'  winik  5  x20
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"120" wak winik  6  x  20 

"140" huk winik 7  X 20 

"160"  waguk  winik  8  x  20 

"180" balun winik 9 x 20 

"200" lahun winik  10  x  20 

"220"  buluC winik 11  x  20 

"240"  lah6  winik  12  x  20 

"260"  oglahun winik 13 x 20 

"280"  6anlahun winik 14 x 20 

"300" ho'lahun winik 15  x 20 

 "326"  waklahun winik 16 x 20 

"340" huklahun winik 17 x 20 

"360"  wa5uklahun winik 18 x 20 

"380" balunlahun winik 19 x 20 

"400" h bahk' 

"800"  Ca' bahk' 2 x 400

基本語彙

派生語彙

接 尾 辞

D={1...9, 11,  12},  U1={10(lahun)}, U2={20(winik)}, 

 U3=  {400  (bahk')} 

 l'={h},  20'={tab} 

{-eb}

①②　 20ま で は,11,12を 除 いて十 進法であ る。

　　　　N1_19=D土U1

③ 　 20以 降 は20を 基 底 にす る上位起算 の二十 進法 である。

　　　　N21_399={N1-19}士y±{N2-19}×U2

④400以 降 は400を 基 底 にす るが,中 間の数 をど う表現す るかわ か らな い。

Tzotzil [60]

San Andres Tzotzil  Zinacant  an Tzotzil 

 [HURLEY and  Ruiz  SANCHEZ  [HAVILAND 1981: 165-175] 
 1978:  458-459] 

 "1" hun hun 
"2"  cib  Cib 
"3"  ogib  o'gib 
"4"  Canib  6anib 
"5" ho'ob vo'ob 
"6" vakib vakib 
"7" hukub vukub 
"8"  vagakib  vaiakib 
"9" baluneb baluneb 
"10" lahuneb lahuneb 
"11"  bulueib  bultfeib 
"12"  laffeaeb  la6aeb/lahCeb
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 "13"  oilahuneb  oglahuneb 3+10 
"14"  eanlahuneb  e'anlahuneb  4+10 

 "15"  ho'lahuneb  vo'lahuneb 5+10 
 "16"  vaklahuneb  vaklahuneb  6+10 
 "17"  huklahuneb vuklahuneb  7+10 
 "18"  vagaklahuneb  vagaklahuneb  8+10 

"19" balunlahuneb balunlahuneb  9+10 
"20" htob htob 
"21" hun  s'ea'vinik hun  ka'vinik  1  >2 x 20 
"22" "ei.b  s'ea'vinik  6ib  ka'vinik  2  >2 x 20 
"30"  lahuneb  s'ea'vinik lahuneb  gCa'vinik 10>2 x 20 
"40"  e'a'vinik  Ca'vinik 2 x 20 
"42"  Cib  yog  vinik  2>3  x20 
"50" lahuneb  yoi vinik  10>3x20 
"60"  of  vinik  og  vinik  3  x  20 
"80"  can vinik  can vinik 4 x 20 
"100" ho' vinik  5  x  20 
"120"  vak  vinik  6  x  20 
"140"  huk  vinik  7  x  20 
"160"  vagak  vinik  8  x  20 
"180" balun vinik 9 x 20 
"200" lahun  vinik/eib siento lahun vinik  10  x  20 
"220"  bulue vinik 11  x20 
"240"  lah6a' vinik  12  x20 
"260"  oglahun vinik  13  x  20 
"280" '6anlahun vinik  14  x  20 
"300"  ho'Iahun  vinik/ogib  siento vo'lahun vinik  15  x  20 
"320" vaklahun vinik  16  x  20 
"340" huklahun vinik 17  x 20 
"360"  va:gaklahun vinik  18  x  20 
"380" balunlahun vinik 19 x 20 
"400" h  bok'/Canib siento h  hok' 1  x  400/4  x 100 
"500" ho'ob siento  5  x 100 
"600" vakib siento 6 x 100 
"700" hukub siento  7  x 100 
"800"  ca'  bok'/vaiakib siento 2 x 400/8 x 100

基本語彙　D={1..9,lI,12},　 U1={10(lahun)},　 U2={20(vinik)},

　 　 　　 U3={400(bok,)}

派 生 語彙　 1,={h},20'={tob},2=6ib>6a-ib

接 尾 辞{-eb～-ib～-ob～-ub}

① ② 　 20ま で は,11,12を 除 いて十進法で ある。

　　 　 N1_19=D土U1

③20以 降 は20を 基 底 にす る上位起算二十進法で ある。

　　 　 N21_399=士{N1..19}±y1蓉 十{N2-19}×u2

④400以 降 は400を 基 底 にす るが,中 間 の数 をど う表現す るかわか らない。
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Tojolabal [61]

 [FURBEE-LOSEE  1976:117-123]  b'=  b 
"1" bun 
"2"  eahbreah 
"3"  og 
"4"  can 
"5" ho' 
"6"  wak 
"7" huk 
"8"  walak 
"9" balun 
"10" lahun 
"11"  hulue 
"12"  laheaw 
"13"  og-lahun-e' 3+10 
"14"  Can-lahun-e' 4+10 
"15"  ho' -lahun--e' 5+10 
"16" wak-lahun-e' 6+10 
"17" huk -lahun-e' 7+10 
"18"  wagak-lahun-e' 8+10 
"19"  balun -lahun-e' 9+10 
"20"  tahab/winik/tak'in 
"21"  hun-tahab -sok-hun-e' 20  +1 
"22"  hun -tahab-sok-Cahb-e'  20+2 

 "30" hun-tahab -sok-lahun-e'  20+10 
"35" hun -tahab-sok-ho-lahun-e'  20+5+10 
"39" hun-tahab -sok-balun-lahun-e'  20  +  9  +10 
"40"  Cahb-tahab-e' 2 x 20 
"50"  eahb-tahab-sok-lahun-e' 2  x 20+10 
"60"  ol-tahab-e' 3 x 20 
"80"  can-tahab-e' 4 x 20 
"100"  ho'-  tahab-e'  5  x  20 
"120" wak-tahab-e'  6  x  20 
"140" huk -tahab-e' 7 x 20 
"160"  wagak-tahab-e'  8  x  20 
"180" balun-tahab-e'  9  x  20 
"200"  lahun -tahab-e'  10  x 20 
"220"  hulue -tahab-e' 11  x 20 
"240"  laheaw-tahab-e' 12 x 20 
"260"  og-lahun-tahab-e' 13 x 20 
"280"  can-lahun-tahab-e'  14  x 20 
"300" ho' -lahun-tahab-e' 15  X 20 
"320"  wak -lahun-tahab-e' 16 x 20 
"340" huk -lahun-tahab-e' 17  x 20 
"360"  walak -lahun-tahab-e' 18 x 20 
"380"  balun -lahun-tahab-e' 19 x 20 
"40C"  hun -ga'n-e' 
"800"  Cahl  )-ga'n-e' 2  x 400
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基本語彙

接 続 辞

接 尾 辞

 D={1...9, 11,  12},  U1={10(lahun)},  U2={20(tahab)}, 

 U3={400(ga'n)} 

 {sok} 

 {-e'}

①②　 20ま では,11,12を 除 いて十 進法 である。

　　 　　N1_19・=D±U1

⑧20以 降 は20を 基 底 にする二十進法 である。

　　 　　N21_3gg={N1_1g}×U2:ヒsok土{N1_1g}

④400以 降 は400を 基 底 にす るが,中 間の数を どう表現す るかわか らない。

Chuj [62] 

 [HoPlum 1967:  62-63, 107  -110]    "1" xun 
     "2"  ca'p'/ca' 
   "3"  oS 
    "4" CoD/e'aD 
    "5" hoy/ho'/hop' 
    "6" wak'/wak 
    "7" hukup'/huk 
    "8"  waxSak7wax:Sak 
    "9"  p'aluij 
    "10"  laxuo 
    "11"  huSlue/huglu'e 
    "12"  laxeaw 
 "13"  a -laxu 3+10 

  "14"  card-laxuD  4+10 
  "15"  ho'-laxuD  5  +10 

  "16"  wak-laxuB 6+10 
  "17"  huk-laxuD 7+10 
 "18"  waxgak-laxuo  8+10 
 "19"  p'aluD-laxuD  9  +10 

    "20" xunak/xunk',  winak/wick'    "21" xun  s-6a'-wiDle/winak  1>2  X20 
  "23"  oge  s-ca'-winak  3>2  X20 
   "35"  ho'laxuDe'  s-6a'-winak 10>2  X20 
   "36" waklaxuBe'  s-ea'-winak  11  >2 x 20 

  "40"  Ca'-winak 2 x 20 
  "41" xun  y-oi winak  1>3  x20 

  "42"  Ca'p'  y-og winak  2>3  x20 
  "60"  of-winak 3 x 20 

  "80"  calf-winak 4 x 20 
    "379"  p'aluD-laxuDe'-s-p'aluD-laxuD-winak  9+10>(9+10)  x  20 

   "380"  p'aluJ  laxuB-winak  (9+10) x 20 
  "381"  xun-s-xunk'al  1  >400 

    "400" xunk'al(winak)
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　基本語彙　 D={1_9,ll,12},　 U1={10(laxup)},　 U　2={20(winak)},

　 　 　　　 U3-{400(k'al)}

① ② 　 20ま で は,11,12を 除 いて十 進法 であ る。

　　　　 N1_19=D士U1

③ 　 20以 降 は20を 基 底 にする上位起算二十進法で ある。

　　　　 N21_399=±{N1_19}±s-1y-十{N2_19}×u2

④400以 降 は400を 基 底 にす るが,中 間 の数 をどう表現す るかわか らない。

400はxun　 k'al,ま た はxun　 k'al　winakで あ るが,　 k'alは20で,　 winakも20(人

とい う意味)で あ るので,20×20を 基 底 に した ものといえる。 バ カルテ ック語やユ

カテク語 のよ うにk'alが20と して使 われる ことはないので,400と い う意味を担 うこ

とがで きるよ うにな った もの と考 え られる。

Jacaltec [63]

      [DAY 1973:  57-59]  b'  =  b 
 "1" hun 

"2" ka 
"3"  og 
"4" kaD 
"5" ho 
"6" wax 
"7" hux 
"8"  wagax 
"9"  balup 
"10"  lahuD 
"11"  hun -laueb 1+10 

 "12"  kab-laDeb  2  +10 
"13" og-laDeb  3  +10 
"14"  kart-laneb 4+10 
"15"  ho -laneb 5+10 
"16"  wax-laueb  6+10 

 "17"  hux-larjeb 7+10 
 "18"  wagax-laueb  8  +10 

"19" baluD-laDeb  94 10 
"20" hun -k'al 
"21" hune'  s-ka-winax  1  >2 x 20 
"22"  kab  s-ka-winax  2>2  x20 
"23"  ogeb  s-ka-winax 3>2 x 20 
"30"  lahuOeb s-ka-winax 10>2 x 20 
"31"  hunlaneb  s-ka-winax  11>2  x20 
"32" kablaDeb s-ka-winax  12>2  x20 
"40" ka-winax 2 x 20 
"41" hune'  y-og-k'al  1  >3 x 20 
"49"  baluneb  y-og-k'al  9>3 x 20
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"50" lahuneb  y-og-k'al  10>3 x 20 
"51" hunlaDeb  y-og-k'al  11>3  x 20 
"59"  baluo -laDeb  y-og-k'al  19>3 x 20 
"60"  og-k'al 3 x 20 
"80"  kart -winax  4  x  20 
"89"  baluneb s-o-k'al  9>5  x 20 
"99"  baluu -laneb s-o-k'al  19>5  x20 
"100" siento 

"200" kab siento

　基 本語彙　 D={1…9},U1-{10(lahup)},　 U2={20(winax～k'al},

　 　 　　　 U3={100(siento)}

　 ① ②　20ま で は十進法である。

　　 　　　Nl_19=D±U1

　 ③20以 降99ま で は20を 基 底 にす る上位起算の二十進法であ る。

　　 　　 N21_gg=±{Nl_lg}±s-1y-十{N2_5}×u2

20台 はwinaxで,そ れ以外 はk'alが 用 い られ ている。

　④100は ス ペイ ン語か らの 借用 で,倍 数 はJacaltec独 自 の 基本数が使われ る。

中間 の数 はどのよ うに表わ され るのか,資 料 不足 でわか らない。

　　 　　 Nloo_={#,2...}×U3

Motocintlec [66]

 [SAPPER  1910  :  315-316] (ZIEW2.- opt t) 
"1" une 
"2"  cabe 
"3" oxe 
"4" cane 
"5" hooe 
"6" ruajake 
"7" vuuke 
"8"  vuajxake 
"9"  balune 
"10"  lajune 

, 
"11"  hunlajune  1+10 
"12"  cablajune  24 -10 
"13"  oxlajune  3+10 
"14"  canlajune 4+10 
"15"  hoolajune 54 10 
"16"  vuaklajune 6+10 
"17"  juklajune 7+10 

 "18"  vuajxaklajune  8  +10 
"19"  balajune  9+10 
"20" jun  k'ute 1  x  20
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"21"  junk'ute (sic) 
"40"  cavuinake 2 x 20 
"60"  oxvuinake  3  x  20 

 "80"  canvuinake  4  x  20 
"100" june ciento  1  X 100 
"200" cabe ciento 2 x 100

　基 本語彙　 D=一{1…9},U1={10(laj　 un)},　U2-{20(uinak)},　 U3={100(ciento)}

　 派 生語彙　 20'={k'ut}

　 接 尾 辞　{-c}

　① ②　20ま で は十進法 である。

　　　 　 N1_19=D土U1十e

　③20以 降99ま で は20を 基底 にす る二十進法 である。

　20台 はk'utで,そ れ以外はuinakが 用 い られている。

　④100は ス ペイ ン語 か らの借用で,倍 数 は独 自の基本数が使われ る。 中間の数は

どのように表わ され るのか,資 料不足 でわか らない。

Mam [69]

 Ixtahuacan Mam [MALDONADO ANDRES  el  al. 1983]  [ENGLAND 1983: 84]  b—b' 
"1" hu:n 
"2" kab 
"3"  o:g 
"4"  kya  :x 

 "5" xwe' 
"6" qaq 
"7"  wu:q 
"8"  waxgaq 
"9" belax 
"10" la:x 
"11" xun -la:x 1+10 
"12"  kab-la:x  2+10 
"13"  og-la:x 3+10 
"14" kyax-la:x  4  +10 
"15"  o  -la  :x  5+10 
"16" qaq -la:x  6  +10 
"17" wu:q -la:x 7+10 
"18"  waxgaq -la :x 8+10 
"19"  belax-la:x 9+10 
"20"  wi  :nqan 
"21"  wi:nqan  xu:n 20+1 
"22"  wi  :nqan  kab  20+2 
"30" winaq la:x  20+10 
"40" kya' -wnaq 2  X  20
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"60"  oi-k'a:1  3  x  20 
"80"  xun -mue

　基本語彙　D={1…9},U1={10(1a:x)},　 U2={20(winaq～k,a:1)}

派 生 語彙　 1'={xun～xu:n},20'={wi:nqan～wnaq}

① ② 　 20ま で は十進法であ る。

　　　　　N1_19=D土U1

③20以 降 は20を 基 底 にする二十進法で あるが,現 在 はほとん ど使 われず,ス ペイ

ン語の数 詞に置 き換 わって いる。80は 特別な数 え方 であ る。

　　　　 N21_7g={#,2,3}×U2±{N1_1g}

 Ixil [71]

      [AYRES 1980: 137-139] 
    Chajul Nebaj 

"1" in-wa'l  u-ma'l 
"2" ka: -wa'l  ka'-wa'l 
"3"  og-wa'l  of-wal 
"4" kah-wa'l  kax-wa'l 
"5"  o:-wa'l o'-wa'l 
"6" wahqil  wa:xil 
"7" xuq -wa'l wux-wa'l 
"8"  wahgaqil  wa  :gi  :l/wa  :gaxil 
"9" bel-wal belu-wal 

 "10" lawal la-wal 
"11"  xun -lawal  xun-lawal  1+10 

 "12" kab-lawal kab-lawal  2+10 
 "13"  of-lawal  of-lawal 3+10 

"14"  ka: -Iawal  ka  :-lawal4+10 
 "15" o' -lawal  o'-lawal 5+10 

"16" waq-lawal wax-lawal 6  T-10 
 "17" xuq -lawal wux-lawal 7+10 

"18"  wahgaq -lawal  wa  :gax-lawal/wa  :ga-lawal  8+10 
"19" bele-lawal bele-lawal 9+10 
"20" wi:nqil  wi:nqil 
"21" winaq xunul winax  xunul/winax w-ma'l 20+1 
"22" winaq ka:bil winax kabil/wina x ka'-wa'l 20+2 
"23" winaq  oiol winax  ogol/winax  of-wal 20+3 
"24" winaq ka:1 winax  ka:l/winax  kax-wa'l 20+4 
"25" winaq o'l winax  o'l/winax o' -wa'l 20+5 
"26" winaq wahqil winax wa:xil  204 -6 
"27" winaq xuqul winax  wuxul/winax wux -wa'l  20  +7 
"28" winaq  wabgaqil winax  wa:gi:1 20+8 
"40"  ka' -wi:nqil  ka'-wimqil 2 x 20 
"41"  in-wa'l  t-of-k'al  u-ma']  t-og-k'al  1>3 x 20 
"60"  ch-k'alal  og-k'aial  3  x  20
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"61" in-wa'l  i-mu'C''  u-ma1  i-mu'C'' 1  >4  X 20 
"80"  muNI  mteCul 
"81"  in-wa'l t-o'-k'al  u-mal t-o'-k'al  1>5  x20 
"100" o'-k'al o'-k'al  5  X  20 
"101"  in-wa'l  i-waq-k'al  u-rna'l  i-wax-k'al  1  >6 x 20 
"120" waq-k'alal wax-k'alal 6 x 20 
"140" xuq -k'al wux-k'alal 7 x 20 
"160"  wabgaq -k'alal  wa:gax-k'alal 8 x 20 
"180" bele-k'alal bele-k'alal 9 x 20 
"200"  lah -k'alal  la  :-k'alal 10  x  20 
"220"  xunlah -k'alal xunla:-k'alal 11  x  20 
"400"  wi:nqil -k'alal

　基本語彙　D={1_9},U1={10(1a)},　 U2={20(w量naq～k'a1)}

　 派 生語彙　 1'={xun},4'={ka:},6'={waq},20'={wi:nq}

　 接 尾 辞={-Wa,1,-wal,-Vl}

　 ① ②　 20ま で は十 進法であ る。

　 　　 　 Nl_lg=D±U1十 一wa'11-wal1-il

③ 　 20以 降 は20を 基 底 にする二十進法で あるが,39ま で は下位起算法であ るの に対

し,41以 降 は上位起算 法であ る。80は 特別 な数 え方 である。

　 　　 　 N20,40={#,2}×20,(wi:nq)十il

　 　 　 　 N21_39=　 U2(winaq)十{Nト19}十Vl

　 　 　 　 N41_399={Nl-19}十i-!t-{3…}×U2(k'al)　 (た だ しN61_soは 除 く)

　 　　 　 N61_79={N1_19}十i十muζ,

　 　　 　 N80={muζ,ul}

④400はwi:nqil　 k'ala1で あ り,20×20と い う構成法であ る。　wi:nqilはwillaq

(「人 」)に 一ilの つ いた もので ある。

 Kekchi [72]

 [EAcnus and CARLSON 1980: 348-349] 
 "1" xun 

"2" kwib/ka'ib 
"3"  oiib 
"4" ka:ib 
"5" o:b 
"6" kwaqib 
"7" kuuqub 
"8"  kwaqgaqib 
"9" bele:b 
"10" laxe:b
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"11" xunlaxu  1+10 
 "12" kablaxu 2+10 
 "13"  641axu 3+10 

"14" ka: -Iaxu  4+10 
 "15" o' -laxu  5+10 

"16"  kwaq -1axu 6+10 
"17" kuuq -laxu 7+10 
"18"  kwaqgaq -laxu  8-1-10 

 "19" bele-laxu  9+10 
"20" xun -may 

 "21'• xun  1--ka'-k'a  :1  1>2x20 
"22" kwib  g-ka'-  k'a  :1 2>2 x 20 
"23"  °gib  1.--ka'-k'a:1  3>2  x20 
"24" ka:ib  g-ka'-k'a  :1 4>2  x20 
"25"  o:b  g-ka'-k'a:1  5>2  x20 

 "26'' kwaqib  sg-ka'-k'a  :1  6>2  x20 
"27" kuuqub  g---ka'-k'a  :1 7>2  x20 

 "28  '  kwaqgaqib  g-ka'-k'a:1 8>2 x 20 
"29" bele:b  g-ka'-k'a:1  9>2  x20 
"30" laxe:b  g--ka'-k'a  :1  10>2  X  20 
"31"  xun -laxu  g--ka'-k'a  :I  11>2  x20 
"32" kab -laxu  1-ka'-k'a:1 12>2 x 20 
"33"  og-laxu  g--ka'-k'a  :1  13>2  x20 
"34"  ka  :-laxu  g-ka'-k'a  :1  14>2  x  20 
"35" o'-laxu  §--ka'-k'a:1  15>2  X20 
"36"  kwaq-Iaxit  "i-ka'-k'a:1 16>2  x20 
"37" kuuq -laxu  g-ka'-k'a:1  17>2  x20 
"38"  kwacfgaq  laxu-g-ka'-k'a  :I  18  >  2  x  20 
"39"  bele-1axu  g-ka'-k'a  :1  19>2  x20 
"40"  ka' -k'a:1 2  x  20 
"41"  xun  r -og  -k'a  :1  1>3  x  20 
"50"  laxe  :b  r-og-k'a  :1  10>3  x20 
"60"  og-k'a:1  3  x  20 
"62" ka'ib  g-ka  :-k'a  :1  2>4x20 
"80"  ka: -k'a  :1  4x20 
"85" o:b  r-  o'-k'a  :1  5>5x20 
"100"  o'-k'a:1  5  x  20 
"120"  kwaq -k'a  :1  6  x  20 
"140"  kuuq -k'a  :1  7  x  20 
"160"  kwaqgaq -k'a  :1  8  x  20 
"180"  bele-k'a  :1  9  x  20 
"200"  laxe-k'a:1  10  x 20 
"400" oq'ob 
"500" o-k'a:I  1-kab oq'ob 5  x20>2 x 400 
"600" o-tuk  1-kab oq'ob  5  x40>2  x  400 
"1000"  o-tuk  r-og  oq'ob  5  x  40>3  x  400

基 本 語 彙 　 D={1_9},U1={10(laxu)},　 U2={20(k,a:1)},　 U3={oq,ob}

派 生 語 彙 　 10'=laxe:b>laxu-e:b

接 尾 辞={-Vl}　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・
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　①②　 20ま では十進法で ある。

　　　　　Nl_lg=D土U1土V1

　⑧20以 降 は20を 基 底 にす る上位起 算の二十進法であ る。

　　　　　N21_3gg=士{Nl_1g}± 蓉一!r-十{2..19}×U2

　④400以 降 は400を 基 底 にす るが,600(200>2×400),1000(200>3×400)に み

られ るよ うに,200は5×40で 表 わ されてい る。

　100以 上 の数 は失 われ つつ あり,ス ペ イ ン語の100が 利 用 され る。 た とえば123は 次

のよ うに表わ され,r-ik'in「 ～ と」 とい う接続辞 が用 い られ る。

　　　　　``123"siento　 rik'in　ogib蓉 一ka'-k'al　 「100と3>2×20」

Pocomchi [73]

 [BROWN 1979: 62-68] 
       bound form free form 

"1" xun - xunax/nax 
"2"  kab' -/ka' k-i:b' 
"3"  og-  g-i:b' 
"4" kax-  kix-eb'/kex-eb' 
"5" ho' - ho'-o:b' 
"6" waq - waq-i:b' 
"7" wuq - wuq-u:b' 
"8"  wahgaq -  wahgaq-i:b' 
"9" b'elex - b'elex-e:b' 
"10" lax - lax-e:b' 

 "11" xun -lax  1+10 
"12" kab' -lax  2  +10 
I  '13"  og-lax  3+10 
"14" kax-lax  4  +10 
"15"  ho'-lax -ux 5+10 

 "16" waq -lax  6  -±-10 
"17" wuq -lax 7+10 

 "18"  wahgaq -lax  8  +10 
 "19'' b'elex -lax 9+10 

"20" xun -inaq 1 x 20 
"21" nax ri-ka'-winaq 1 >2 x 20 
"22" ki:b' ri-ka'-winaq  2>2  x20 
"23"  gib' ri-ka'-winaq 3>2  x20 

 "38"  wahgaq -lax ri-ka'-winaq  18  >2 x 20 
"39"  b'elex  -lax  ri-ka'-winaq  19  >2  X 20 
"40" ka' -winaq 2 x 20 

 "41"  nax r  og-k'ahl  1  >3 x 20 
"60"  og-k'ahl  3  x  20 
"61" nax ri-kax-winaq  1>4  x  20 
"80" kax-winaq 4 x 20 

 "81"  nax  ri-ho'-k'ahl  1>5  x20
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 "100" ho' —k'ahl  5  x20 

"101"  ho' —k'ahl r—u:k'  nax  5x20+1 
"102" ho' —k'ahl r—u:k' ki:b'  5x20+-2 

 numeral classifiers

　資料 では拘束形 と独立形の2つ を挙げたが,前 者 はそのあ とに数分類詞(助 数詞)

が つ く形 を挙げた もので ある。 その他 のマヤ諸語 の 資料で挙げた 一Vl,-Vb等 の 接

尾辞 がつ く形が独立形であ り,こ こでの区別がそれ らの言語 に も通用す る。

　基本語彙　 D={1…9},U1={10(lax)},　 U2={20(winaq～k,ahl)}

　 接 尾 辞={-V:b}

　 ① ②　 20ま で は十進法であ る。

　　　　　N1_19=D土U1

　 ⑧ 　 20以 降 は20を 基 底 にする上位起算 の二十進法で ある。

　　　　　N21_gg=±{N1_1g}±ri-1r-十{2_5}×U2

　 ④100以 降 は 下位起算法 によってお り,100が 単 位 とな るよ うである。r-uk'は

「～ と」 という前 置詞で ある。

　　　　　Nloo_・=5×20十ruk'土{Nl_lg}

Quiche [76]

      [Fox  1973:  30] "1" xun 
"2" kieb' 
"3"  ogib' 
"4" kiexeb' 
"5" xob' 
"6" waqib' 
"7" wuqub' 
"8"  waxgaqib' 
"9" b'elexeb' 
"10" laxux 

 "11" xu-laxux  1+10 
 "12" kab' -laxux  2  +10 
 "13"  og-laxux  3+10 

 "14" kax-laxux 4+10 
"15"  o-laxux 5+10 

 "16" waq-laxux 6+10 
"17" wuq-laxux 7+10 

 "18"  waxKaq-laxux 8+10 
"19"  b'elex -]axux  9+10 
"20" xu -winaq  1  x  20 
"30"  xu -winaq  laxux  1  x20+10 
"40" ka-winaq  2x20
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"50" nik'iax sient half 100 

"60"  og-k'al  3  x  20 

"70"  66-k'al laxux 3 x  20+10 

"80"  xu -mue 1 x 80 

"90"  xu -mte laxux 1 x 80+10 

"100" xun sient 1 x 100

　 基本語彙　D={1_9},U1={10(laxux)},　 U　2={20(winaq～k,al)}

　 接 尾 辞={-V:b}

　 ① ②　20ま で は十進法 である。

　　　　　 N1_19=D土U1

　 ③20以 降 は20を 基 底 にする二十進法 が基本であ るが,50は100の 半 分 とい う言 い

方で あり,ま た80はmu6'で あ り,異 な る。

　　　　　 N20_4g・={1,2}×U2(winaq)士{Nl_lg}

　 　 　　　 N50=nik'ax　 siento

　 　 　　　 N60_7g=3×U2(k'al)±{N1_1g}

　 　 　　　 N80_99=xumu6,土{N1_19}

N50_s9は カ クチケル語,ツ トゥヒル語 にみ られ るよ うに,　nik'ax　siento十N1_9ま た

はka-winaq十Nlo_19と 表 わされ るもの と思われ る。

　 ④100以 降 は下位起算法 によって,100が 単 位 とな るように思われ る。

Cakchiquel [79]

Classical Cakchiquel Modern Cakchiquel 

 [BRINTON 1884: 408] [HERBRUGER et al. [BLAIR et  a1. 1981:  478-479] 
                       1956: 324-326] 

 "1" xun xun  xun 
"2" kay  kai' ka'i' 
"3"  (Ai  ok'  o5i' 
"4" kaxi  kaxi' kaxi' 
"5" voo woo' vo'o' 
"6" vaqaqi  waqi' vaqi' 
"7" vuqu  wuqu' vuqu' 
"8"  vaqgaqi  wacigaqc  vacigaqi' 
"9" belexe  belexe' belexe' 
"10" laxux  laxilx laxux 
"11" xu -laxux xu(wi)-laxux  xu-laxux 1+10 

 "12" kab -laxux kabi-laxux kab-laxux  2+10 
"13"  of-laxux  og-laxdx  of-laxux 3+10 
"14" kax-laxux kax-laxux kax-laxux  4+10 
"15" voo-laxux  woo-laxux vo-laxux  5+10 
"16" vaq -laxux waq-laxux  vaq-laxux 6+10
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 "17"  vuq --Iaxux wuq-laxux vuq-laxux  7+10 
"18"  vaqiaq -laxux  waqiaq-laxux  vaqiaq-laxux 8+10 
"19" belex-laxux  belex--laxux belex-laxux  9  4-  10 
"20" xu -vinaq  xu-winaq  xu-vinaq 1 x 20 
"21"  xu -vinaq xun  xu-winaq xun  xu-vinaq xun  1 x 20  +1 
"30"  xu -winaq laxux  xu-vinaq laxux 1  x20+10 
"40" ka-vinaq ka-winaq  ka-vinaq 2 x 20 
"41"  xun -r-oi-k'al ka-winaq xun  1  >  3 x 20 
"42"  kay-r-oi-k'al ka-winaq  kai  2  >3 x 20 
"50" ka-winaq laxux  ka-vinaq laxux 2  x  20  +10 

              nikax  siento half 100 
 ,451,, nikax siento  rik'i xun half  100+1 

                    ka-winaq  xuwi-laxux 2  X  20+10+1 
"60"  oi-k'al  of-k' al  oi-k'al 3 x 20 
"61" xun  ru -xu-mue  oi-k'al xun  oi-k'al xun  1  >  80/3 x  20  +1 
"80"  xu -mue  xu-mtle  xu-mue 1 x 80 
"90" xu -mite laxux  xu-mue laxux 1  X  80+10 
"100"  o-k'al  woo-k'al vo-k'al 5 x 20 

          xun siento 100 
"101" xun ru-vaq -k'al xun siento rik'i xun  100+1 
"120" vaq -k'al xun siento rik'i  xu-winaq  6  x  20/100+20 
"121" xun ru-vuq-k'al xun siento rik'i  xu-winaq xun  1  >7  x  20/100+20+1 
"140" vuq -k'al xun siento rik'i ka-winaq 7  x20/100+2  X 20 

 ,4151,9 xun siento rik'i ka-winaq xuwi-laxux 

 100+2  x20+1+10 
"160"  vaqiaq -k'al xun siento rik'i  og-k'al 8  x  20/100+3 x 20 
"180" belex-k'al xun siento rik'i  xu  -mite 9  x20/100+80 
"200" o-tuk  kac siento 5  x  40/2 x 100 
"300" vo-laxux-k'al  oil' siento 15 x 20/3 x 100 
"400"  o-mue  kaxi siento 5 x 80/4 x 100 

 "50C"  o-mue  o-k'ai woo siento  5  x80+5  X20/5  X 100 
"600"  o-mue o-tuk  waqi siento  5  x  80+5  x  40/6  x 100 
"700"  o-mue  vo-laxux-k'al  wuqti siento 5 x  80+15  X 20/7 x 100 
"800" ka-q'o  '  waqiaqi siento 2 x 400/8 x 100 
"900"  *oi-k'al  r-oi-oq'o  belexe siento *3 x 20>3 x 400/9 x 100 

 "1000" o-tuk  r-oi-oq'o xun-mil 5 x  40>3 x  400/1000 
"8000" xu -chuvi

　基本語彙　D={1_9},U1={10(laxux)},　 U2={20(winaq～k'al)}

　 接 尾 辞={-V:,}

　 圭妾1　続　　辞　　　{rik,i}

　 ① ②　 20ま で は十進法であ る。　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　 　 t

　 　 　 　 N1_19=・D土U1

　 ③20以 降 は20を 基 底 にす る二十 進法が基本 であるが,50は100の 半 分 とい う言 い

方 があ り,ま た80はmu6'で あ り,異 な る。

　 　 　 　 N20_5g={1,2}×U2(winaq)±{N1_1g}
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 N50-59  =  nik'ax  siento+rikII{N1-9} 

N60_79=3  X  U2  (k'al)  +{1\4_19} 

 N80-99  =XUMUe  ±  {N1-19}

N50_59はnik'ax　 siento十N1_9ま た はka-winaq十Nio_i9で 表 わされ る。

　 古典カ クチケル語では40ま では下位起算 法であ るが,41か らは上位起算法 にな って

い る。

　　　　　 N41_・={N1_1g}十ru-!r-{3_}×U2(k,a1>

　 ④100は ス ペイ ン語か らの借用で,倍 数はカ クチケル語の基本数 が使 われ る。

　　　　　 Nloo_={1_9}×100(siento)土rik,i±N1_99

古 典 カ クチケル語では,二 十 進法の体系 であ るが,200は5×tuk,400は5×mu6'と

二十 進法の体系 が 破 られて いる。tukは40,　 mu6'は80と 考 え られ る。400以 降 は

omu6'に100,200,300を 足 す構造で,800は2×(o)q'oで,以 後 は上位起算法の よ

うであ る。800はka-q'oで あ るが,900以 降 はr-o獣oq'oで あ ること,さ らにケク

チ語の400がoq'obで あ ることか ら,400はoq'oで あ り,800の 場 合ka-oq'o>kaq'o

とな ったと分析 で きる。900はo獣k'al一 で はな くo-k'al-一 で あるべ きで,ま ちが い

と思 われる。

Tzutujil [80]

       [DAYLEY  1985:  161-164] 
       bound form free form 

"1" xu(') -  xa:n 
"2"  kab' -fka'-  ka'i' 

 6‘3,,  0g_  og-i' 
"4" kax- kixi'/kaxi'/kexi' 
"5" ho'-/hox-/o:'- xo'-o:' 
"6"  wa  :q- wa:q-i:' 

 "7"  wu  ci
T. wuq-u:' 

"8"  waxlaq -  waxgaq-i:' 
 "9"  b'e(:)le(:)x - b'elex-e:' 

"10" lax- laxu:x 
"11" xu(')-laxu:x 1+10 
"12" kab' -laxu:x 2+10 
"13"  og-laxu:x 3+10 
"14" kax -laxu:x 4+10 
"15"  xo' -laxu:x 5+10 
"16" waq -laxu:x 6+10 
"17" wuq -laxu:x 7+10 
"18"  waxgaq -laxu:x 8+10 
"19"  b'e(:)lex -laxu:x 9+10 
"20" xu-winaq/xun-winaq 1 x 20
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"21"  xu -winaq  xu:ri 20+1 
"22" xu -winaq ka'i' 20+2 
"23" xu -winaq 20+3 
"24" xu-winaq kaxi' 20+4 
"25"  xu -winaq xo'-o:' 20+5 
"26" xu-winaq wa:q-i:' 20+6 
"27"  xu-winaq  wuq-u:' 20+7 
"28"  xu -winaq 20+8 
"29" xu-winaq b'elex-e:' 20+9 
"30" xu -winaq laxu:x  20+10 
"31" xu-winaq xu'-laxu:x  20+11 
"32" xu-winaq kab'-laxu:x 20+12 
"33" xu-winaq  og-laxu:x  20+13 
"34"  xu-winaq  kax-laxu:x 20+14 
"35" xu-winaq xo'-laxu:x  20  +15 
"36" xu-winaq waq-laxu:x  20+16 
"37"  xu -winaq  wuq-laxu:x  20  +17 
"38" xu -winaq  waxgaq-laxu:x  20  +18 
"39" xu-winaq  b'e  :lex-laxu  :x  20+19 
"40" ka' -winaq 2  x  20 
"41"  ka' -winaq  xu:n  2  x20+1 
"42" ka' -winaq ka'i'  2  X20+2 
"43" ka' -winaq  oST  2  x20+3 

 `'50" ka' -winaq laxu:x/nik'ax sye:nta 2  x  20+10/half hundred 
"51" ka' -winaq  xu'-laxu:x/nileax  sye:nta  xu  :n 2  x  20+11/half  hundred  +  1 
"52" ka' -winaq  kab'-laxu:x/nik'ax sye:nta ka'i' 2 x 20+12/half  hundred  +2 
"53" ka' -winaq  oi-laxu:x/nik'ax sye:nta  oAi' 2  x  20+13/half  hundred  +3 
"60"  of-k'axl 3 x 20 
"61"  og-k'axl  xu:n  3x20+1 
"80"  xumuse 
"81"  xumue  xu:n  80+1 
"90"  xumue'  laxu:x  80+10 
"100" xun sye:nta  1  X 100 
"200"  ka'i'  sye:nta  2  x  100 
"300"  o§-i'  sye:nta  3  x  100 
"400" kaxi' sye:nta  4  x 100 
"500"  xo' -o:'  sye:nta  5  x  100 
"600" wa:q -i:' sye:nta 6 x 100 
"700" wuq -u:' sye:nta 7 x 100 
"800"  wax:s'aq-i:' sye:nta  8  x 100 
"900"  b'elex-e:'  sye:nta  9  x  100 
"1000"  xun  mi  :1  1  x 1000 
"2000" ka'i'  mi:1 2 x 1000 
"3000"  og-i'  mi:1  3  x  1000 
"4000"  kaxi'  mi:1  4  x  1000 
"5000" xo' -o:'  mi:l 5 x 1000 
"6000"  wa:q -i:'  mi:1  6  x 1000 
"7000"  wuq-u:'  rni:1  7  x  1000 
"8000"  wax§aq -i:'  mi:1  8  x 1000 
"9000"  b'elex -e:'  mi:1  9  x 1000



八杉　　中米諸語の数体系

　 基本語彙　 D={1_9},U1={10(laxu:x)},　 U　2={20(winaq～k,axl)}

　 接 尾 辞={-V:,}

　 ① ②　 20ま で は十 進法 であ る。

　　　　　 N1_19=D土U1

　 ③ 　 20以 降 は20を 基 底 にす る二十進法 が基本であ るが,50は100の 半 分 とい う言い

方があ り,ま た80はmu6'で あ り,異 なる。

　　　　　 N2e..5g={1,2}×U2(winaq)士{N1_1g}

　 　 　　　 Nso_sg　==　nik'ax　sye:nta土{Nl_g}

　 　 　　　 N60_7g=3×U2(k'axl)±{N1_1g}

　 　 　　　 N80_99=xumu6,±{Nl_19}

N50_59はnik'ax　 siento±N1_9ま た はka-winaq±Nlo_19で 表わ され る。

　④100は ス ペ イ ン語か らの借用で,倍 数は ッ トゥ ヒル語の基本数 が使 われる。 中

間の数 は資料 がな く,ど の ように表現す るのがわか らない。

　　　　　 Nloo_={1_9}×100(sye:nta)士

Xinca [81]

[LEHMANN 1920: 67, 734, 747] (表記法はそのまま)
     Chiquimulilla Sinacatan Yupiltepec jutiapa 

 "1" ical  ical ica ical ical ical 
"2" pi-ar pi ti piar bial  piar 
"3" hual -ar  cvud uala ualar vuaalal guarar 
"4"  iri -ar  fria  jiria iriar iriahim iriar 

 ‘,5,,  piij  pujo puj pijar piji pujar 
"6"  taca taca tacal  tacal tacalar 
"7" puljna  oujua  puljar  pulja pulluar 
"8"  jiiorte tapoc tapuc apuj apocar 

 ‘,9,9  uxtii  gerjsar 
"10" pakil paquilar 
"11" pakin -cal 
"12" pakin -pi 
"13" pakin -huial 
"14" pakin -iriar 
"15"  pakin -piij 
"16"  pakin -taca 
"17" pakin -puljna 
"18"  pakin -iiitirte

基本語彙　D・ ・　{1_9},U1={10(pakin)}

① ② 　十進法 による数え方の ようであ る。

　 　 　 Nl_19=土U1十{N1_9}
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Lenca [D12]

 [LEHMANN  1920  :  670] (表記法はそのまま)
 "1" ita eta 
"2"  naa  ;(pa)  Pe 
"3" lagua lagua 
"4" aria eslea 
"5" saiha say 
"6" huie guilli 
"7" huisca guisca 
"8" teefca tefca 
"9" kalapa calapa 
"10" isis isis 

 "11" isis—l—ita isis—la—ita 10+1 
 "14" isis—la—pa isis—la—pe 10+2 

"13" isis—lagua isis—lagua 10+3 
"20" guamasta guamasta 
"21" guamasta —l—ita guamasta—la—ita 20+1 
"30"  guamasta —l—isis  guamasta—la—isis  20+10 
"40" cu—eta cu—eta 
"50" cu—eta—la—isis  40+10 
"60"  cu—eta--guamasta 40+20 
"70" cu—eta—guamasta—la—isis  40+20+10

基 本 語 彙 　 D={1_9},U1={10(isis)},　 U2={20(guamasta)},　 U3={40(cueta)}

接 続 辞{la～1}

①20ま で は十 進 法 の よ う で あ る。

　 　 　 　 N1_19=土U1十D

② 　 20か ら40ま で は20を 基 底 に,40か ら は40を 基 底 に して い る 。

　 　 　 　 N20_3g・=U2土{N1_1g}　 N40_?g・ ・U3士{N1_3g}

Tol [82]

(表記法は原典のまま)
 [CoNzEmms  1921-1923]  [VON HAGEN  [LEHMANN 1920: 67] 

                       1943:  94] 
"1" pani pani pani  pfani 
"2" mata mata matiaa  pmata 
"3" kont kont contias  abrucua 
"4"  yurupana urupan chiquitia  uruband 
"5" komasopani komasopani  cumasopni  peve-ban6 
"6" kuspi comasampe -pani peve-dro 

 6,7,, kus panikuo  comasampe-matiau asha-fa-flani 
 ‘,8,, kamayaro comasampe -contiac  asha-fa-mat  a 

 ‘,9,, comasampe -contiao  asha-fa-abruca
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"10" komaspo  komaspo comassopnas  commeavil 

 "11" 

"20" tsenam  pani tsenam pani 

"21" 

"40" tsenam mata tsenam mata 20  X 2 

"60" tsenam contis 20 x 3 

 "80" tsenam turupa 20  X 4 

"100" tsenam  komas  20  x  5

　 Lehmannの 資 料 の最初 は1788年 の ものであ り,五 進 法によ っている。第2の 資料

はMembrefioに よ るPalmar方 言 の もので,19世 紀 末の もの と思われ る。　palmar

方 言 で は7,8に1,2の 形 態素がみえ る。von且agenの 資 料か らは五進法の体系

をみる ことがで きない。

　 20以 降 は二十進法であ り,係 数が基数のあ とに生起 してい る。

Paya [83]

 [LEHm_xNN 1920: 651, 653] (表記法そのまま)
 "1"  as 
"2"  poc 
"3"  maifmaig 
"4" caa 
"5"  atinqui/aun  qui 
"6"  sera/sera 
"7" tavua/taoag 
"8"  Ovaioguag 
"9"  tax/tais 
"10"  tica/uca . 

 "11" uca -r-as  10+1 
 "12"  uca -ra-poc  10+2 

"20"  vua -uca/wa-uca.  2? x 10 
 "21"  vua-uca-r-as  20+1 

"22" vua -uca-ra-poc  20  +2 
"30" mai -tup 3 x 10? 
"40"  isca  10?  x4 
"41"  isca-r-as  40+1 

 "50"  isca-r-uca  40+10 
 "60"  isca-r-vuauca  40  +20 

"70" isca-r-maitup  40  +30 
"80"  iscar-tapac-poc 40 x 2 
"90"  isca-poc-ar-uca  40  X2+10 

 "100"  ispoc 
"1000" arcapiss -as

基 本 語 彙 　 D={1…9},U1={10(uca)},　 U2={40(isca)}

派 生 語 彙 　 2,=vua,10,・=tup
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　接 続 辞{ra～r}

　 ①40ま で は十進法の ようであ る。

　　 　　 Nl_39　・=土{#,2,,3}×U1(uca～tup)士r(a)十D

　 ②40か ら は40を 基 底に している。100で 新 しい単位 になるようであ るが,資 料不

足で判断で きない。

　　 　　 N40-一=U2×{#,2}±{N1_3g}

Misquito [84]

 [CoNzhmros  1929:  81-82] 
"1" kumi/kum 
"2"  wal 
"3" yumpa 
"4" walwal  2  x  2 
"5" matsip/matasip 
"6"  matlalkahbi  :/matlalka  :bi  : 
"7" matlalkahbi:  pu  :ra kumi 6+1 
"8" matlalkahbi: pu:ra  wal 6+2 
"9" matlalkahbi: pu:ra yumpa 6+3 
"10"  ma  tawals  ip  /ma  twalsip 
"11" matawalsip pu:ra kumi 10+1 
"12" matawalsip pu:ra  wal  10+2 
"17" matawalsip pu:ra matlalkahbi: pu:ra kumi 10+6+1 
"20"  ya:wanayska/ya:wanayska kumi 
"21" ya:wanayska pu:ra kumi 20+1 
"30" ya:wanayska pu:ra matawalsip  20+10 
"40" ya:wanayska  wal  20  x2 
"50"  ya:wanayska wal  pu:ra matawalsip  20x2+10 
"80"  ya  :wanayska  walwal 20 x 4 
"99"  ya:wanayska  walwal  pu:ra matawalsip  pu:ra matlalkahbi:  pu:ra yumpa 

 20  x  4+10+6+3 
"100"  ya:wanayska  matsip/andat/andat kumi 20 x 5/100 
"200" andat wal 100  x 2 
"1000" tawsin/tawsin kumi

　 基 本 語 彙 　 D={1,2,3,5},Ul={6(matlalkahbi二)},　 U2={10(matawalsip)},

　　　　　　　　U3・ ・一・{20(ya:wanayska)},　 U4={100(andat)}

　 接 続 辞{pu:ra}

　 ① ② 　 20ま で 基 本 的 に は 十 進 法 で あ る と い う こ と が で き よ う が,4,6-9,10は 派

生 語 彙 で あ り,さ ら に 基 本 語 彙 に 分 割 可 能 で あ る 。

　　　　　　 6=mat-lal-kahbi=hand十head十1ay　 upon,

　　　　　　 1　0　・=　mata-wal-sip　 =　5×2十sip
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　 　 　 Nl_s・={1,2,3,2",5}

　 　 　 N6..g・=Ul±pu:ra±{1,2,3}

　 　 　 Nlo_19=U2±pu:ra士{N1_9}

③ 　 20以 降99ま で は 二 十 進 法 で あ る 。

　 　 　 N20_99=U3×{#,2,3,4,5}士{N1_19}

④100以 降 は100を 基 底 に す る よ う で あ る。

　 　 　 N100_・=U4×{1.,.}土

Cacaopera [D15]

(表記 法そのまま)

      [CAMPBELL 1975: 151]  [BRzNrroN  1895:  408] 
"1"  timisa tibas bas 
"2"  btifu b

urro buyo 
"3"  wasba guadba buatba 
"4"  botafo botarro  bota'jio 

 cc5,, 
 Panacas

4ま たは5ま で しか記録がなく,ど のような構成か不明である。

Sumu [85]

 [CoNzEmtus 1929:  81-82] 
   Ulwa Panamaka, Twahka 

"1"  asla/as  
asla/as 

"2" bo bo/b u 
"3"  has bas 
"4"  arouka/aruuka arouka/aruuka 
"5"  siuka siuka 
"6" tiro as kaw as  ti0 

as kaw as/tyas kaw as  5+1 
"7"  tiro as kaw bo  tits as kaw bo/tyas kaw bu 5+2 
"8"  tiu as kaw bas  tin as kaw  bas/t

yas kaw  has 5+3 "9"  ti0 as kaw  'rouka  tin as kaw  'roukaltyas kaw  ruuka 5+4 
"10" salap 

salap 
"11" salap takat as salap minitkaw as 10+1 
"12" salap tak at bo salap minitkaw bo 10+2 
"17" salap  taklat  tin as kaw  bo salap minitkaw tiro as kaw  bo/ 10+5+2 

                                 salap minitkaw tyas kaw bu 
"20" moyh as loyh moyh as loyh as/moy as loy(as) 
"21" moyh as lo

yh takat as moyh as loyh as minitkaw as 20+1 
"30" moyh as  loyh takat salap mo

yh as loyh minitkaw salap  20+10 "40" moyh as loyh bo/ moyh as loyh bo 20  x 2 
      moyh  bo loyh 

"50" moyh  bo loyh takatsala
p moyh as loyh bo minitkaw salap 20 x  2+10
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"80" moyh as loyh  aronka/ moyh as loyh  aroOka  20x4 

       moyh arouka loyh 
"99" moyh as loyh aroBka moyh as loyh  arol3ka  minitkaw salap minitkaw 

       takat salap takat  tip  tiro as kaw aroDka 
   as kaw 'rqka 20  X4+10+5+4. 

"100" moyh as loyh siDka/ moyh as loyh  sinka 20 X 5 

   andat as/andat  asla 100  x 1 
"200"  andat  bo  andat  bo/andat  bu  100  X  2 
"1000" tawsin as/tawsin  asla tawsin  as/tawsin  asla 1000  X  1

　 基本語彙　 D={1,2,3,4,5},U1={5'(tip)},　 U2={10(salap)},

　 　 　　　　 U3={20(moyh-as-loyh)},　 U4={100(andat)},　 U5={1000(tawsin)}

　 接 続 辞{kaw}{takat,　 minitkaw}{10yh}

　 ① ② 　20ま で 基本 的には五進法であ るとい うことがで きよ う。

　　　　　 N1_5=D

　 　 　　　 N6_g=U1十as十kaw十{1,2,3,4}

　 　 　　　 Nlo_19==U2:ヒtakat土N{1_9}

　 ③20以 降99ま で は二十進法であ る。

　　　　　 N20_gg=・U3×{#,2,3,4,5}±takat±{N1_1g}

asは1で あるのでmoyh-asの 次 はmoyh-boと な るのであ るが,同 様moyh-as-

loyh-boと い う形態 もみ られ,以 後moyh-as--loyhを 基 底にす るよ うであ る。　　 ・

　④　 100以 降 は20×5と い う言 い方 もあるが,以 後 は英語 か らの借用 と思われ る

100を 基 底 にす るようであ る。

　　　　　 Nloo_=U4×{L..}

Rama [86]

{RIGBY and  SCHNEIDER 1989: 179] (表記法そのまま)
"1"  s  aiming 
"2"  pliksakfplikshak 

 "3"  pangsak 
"4"  kunkunbi 
"5"  kwikwistar 
"6"  kwikwistar su  saiming 5+1 
"7"  kwikwistar su  pilksak 5+2 
"8"  kwikwistar su pangsak 5+3 
"9" kwikwistar su  ktinkunbi  5+4 
"10" kwik  pasak atkulin 5  x 2 (two hands at an  end) 
"11" kwik  ptiksak atkulin su  saiming 5  x  2  +1 
"12"  kwik  ptiksak atkulin su  pilksak  5x2+2 
"13" kwik  puksak atkulin su pangsak  5X2+3
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 "14" kwik  pUksak atkulin su  kUnkunbi 5  x2+4 
"15" kwik pangsak atkulin 5 x 3 (three hand at an end) 
"16" kwik  pangsak atkulin su  saiming 5 x 3+1 

 "17"  kwik  pangsak atkulin su  ptiksak  5  x3+2 
"18"  kwik  pangsak atkulin su  pangsak  5x3+3 

 "19" kwik pangsak atkulin su  kUnkunbi 5 x  3+4 
"20"  mutkali  saiming 20 x 1 (one person) 
"21"  mutkUli  saiming su  saiming  20  x  1+1

　基本語彙　D=={1,2,3,4,5},U1={5(kwikwistar)},　 U　2={5'(kwik)},

　 　 　 　 　 U3={20(mutkUli)}

　 接 続 辞{SU}{atkulin}

　 ① ②　 20ま で五 進法 であ る。10,15は5'×2十atkulin,5'×3十atkulinと 基 底の

倍 数で表わ されてい る。

　 　 　 　 Nl_s=D

　 　 　 　 N6_9=U1十su十{N1_4}

　 　 　 　 Nlo_19=U2×{2,3}十atkulin士su士{N1_4}

　 ⑧20以 降 は二十 進法のよ うであ る。

　 　 　 　 N20_=U3×{1_}±su士{N1_1g}

Guaymi [88]

      [ALPHONSE 1956: 13] 
 "1" ti 

"2" bu 
"3" mo 
"4" buko 
"5"  rigie 
"6" ti 
"7" kugu 
"8" kuo 
"9" honkon 

 "10" hoto 
"11" hoto biti ba-ti 10+1 
"12"  hoto  biti  bo-bu 10+2 
"13" hoto biti  bo -mo 10+3 
"20" gre 
"30" gre biti kro-hoto 20+10 
"40" gre kete-bu 20  x 2 
"50" gre kete-bu biti kuo -hoto  20  X2+10 
"60" gre keta -mo 20 x 3 
"80" gre keta -buko  20  x  4 
"100" gre  keta-rigie  20  x 5
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数分類詞が数詞の前につ く。1と2以 下につ く場合,若 干変化がみられる。

1 2 3 4 5 

ba-ti bo-bu bo-mon bo-boko  bo-rigie 

da-ti do-bu do-mon do-boko do-rigie 

i-ti ni-bu ni-mon ni-buko  ni-rigie 

ka-ti ko-bu ko-mon ko-boko ko-rigie 

kra-ti kro-bu kro-mon kro-bogo kro-rigie 

kuo-ti ku-bu ko-mom ko-bogwo kuo-rigie 

kun-ti kun-mun kun-mon kum-buko  kun-rigie 

menani mena-mu mena-mo menam-buko  mena-rigie 

otoi-ti oto-bu ota-mon ota-buko  ota-rigie 

ketei-ti kete-bu keta-mon keta-buko keta-rigie 

kotoi-ti kobo-bu kobo-mon kobo-boko  kobo-rigie 

kudei-ti kude-bu kude-mon kude-buko  kude-rigie 

tai-ti  ta-bu  ta-mon  ta-buku  to-rigie 

ungrai-ti ungra-bu ungra-mon ungra-buko  ungra-rigie

「回数」

「植物」

「人」

「葉」

「長いもの」

「丸いもの」

「お金」

「硬貨」

「布」

「積み上げた山」

「日」

「一つかみ」

「広がり」

「尋」

基本語彙　 D={1_9},U1={10(hoto)},　 U　2={20(gre)}

接 続 辞{biti}{kete～keta}

①20ま で は十 進法 であ る。NCは 助数詞 を表わす。

　 　　 N1_1g=・ ±U1士biti十NC十D

②20以 降 は二十 進法に よる。

　 　　 N20_100=U2×(kcte){#,2_5}十biti±NC±{N1_1g}

Tiribi [90]

      [LEHMANN 1920: 174, 269] (m--E.E. 0 t t) 
     Tiribi  Terra  ba 

"1"  kra-ra  kr  a-ra  kra-r 
"2"  ptig-da  kr  as-bu  kru-bd 
"3"  myd-re  kra-mi  kro-mi 
"4"  pkegn -de  kra-buking kro-bkin 
"5" shkegn -de  kra-shking  kro-skin 
"6"  ter-de kra-ter kro-terre 
"7" kogu -de  kra-kok kro-kok 
"8"  kwegu-de  kra-kw6ng kro-kuong 
"9"  shkowu -de  kra-shkap  kro-gkop 
"10"  dwowu -de  kra-rawab  kro-rubobfkra-rawab 
"11"  kingshu-kr  kingsho-kr  Ara 
"20"  dwowu -pdgda  sag-plik sak-puk 10 x 2 
"40"  sap-kin 10 x 4 
"80" sak-kuong  10x8 
"100" sak—debop  10  x10

十進法による数え方のようである。係数はあとについている。ティリビとテラバの
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違 いは一見す ると大 きいよ うに思われ るが,よ くみると,そ の違いは,同 源語につ い

た助数詞 のためで あることがわか る。

Bribri [91]

      [LEHMANN 1920: 174, 260-262, 327-328] (vi-Eit 01 ) 
"1"  ktk  tic et 
"2"  b6tk  botk bur/bul 
"3"  malial  marial  m'not/manor 
"4"  kki  kki queil/queire/quenca 
"5" sk'al  ski  s'cang 
"6"  tAitil  tkclill  terliteri 
"7"  kul kdl  cugl/cugu 
"8"  palatil  Oka' pagle/pai/pa 
"9"  sunito  sunito sunito 
"10"  clab6p  dab6p d'bob 

 ‘,11,,  dabop -ki-xtk 
"20"  cla.b6p-b6didk  clab6p-bo-didk  d'bob-bit-chuc 10 x 2 
"30"  dabop-mangy .-ditik 10 x 3 
"40" dabop -Ic' ditik  dabop-kk-ditik  10  x  4 
"50"  dab6p -skk-ditik  10  x  5 
"60"  clab6p-dkr-ditik 10 x 6 
"70"  clab6p-kdr -diuk 10 x 7 
"80"  dabop -pdx  ditik  dabop-pir-ditik 10 x 8 
"90"  dab6p -sunir-diak 10 x 9 
"100"  dabop -ditik  dab6p-difik  10  x 10

係数があとについた十進法による数え方である。

Cabecar  [92]

      {LEHMANN 1920: 245, 66,  327-328]  (-Q  t  t) 
     Cabecar Estrella  Ghiripo 

"1" estaba ecra ecra  Atka 
"2"  bocteb  a bur bor  botke 
"3"  malialegui manor  minor  manatk 
"4" quetovo  queire  quir tkitk 
"5" exquetegu s'quinre  s'quengr  sl&r 
"6"  sehen qui -ecra terlu  skkr-ki4tka  5  +1 
"7" curo qui -bur cur  skkr-ki-bbtke  5+2 

 ‘,8,,  qui -manor  pagrilh  skkr-ki-manatk  5+3 
 “9,,  qui -queire  tenecriih  sl4r-ki-tkitk  .  5+4 

"10" dope dobob d'bom  sAru15.-bobole 
 "11"  sa.rula-b6b616-kki-ktka 

"20" ynste  sakele-b6beTejsabA  egela 
"30"  saan -bor-kkala .-moska 
"40"  satin -bar 20 x 2
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"50"  satiak—manor—k'kala—moska 

 "60"  saaalc—manor  20  x  3 

 "70"  saaak—kiri-6kala—m6ska 

"80"  saaak—kiri 20  x 4 

 ‘,909,  saaak—skeel—'kka1a—moska 

 "100"  satiak—skklt 20 x 5

　 6か ら9は5に1,2を 足 して形成 され るようで あ る。 しか しエス トリェラ語で は,

そ れがわか らない。 チ リポ語 はブ リブ リ語 と5ま では非常 によ く似てい るが,そ れ以

後の形成法 は異な り,5十1,5十2と い った5を 基底 に している。 そ して20以 降は二

十進法であ る。30や50な どの中間数 の形成は上位起算 法によ ってい る。moskaは 半

分 とい う意味であ り,20の 半 分 である10を40か ら引いた数 が30,60か ら10引 い た数が

50と い う形成であ る。

Cuna i,V, [94]

[LEHMANN　 l920:175](表 記 法 そ の ま ま)
"1" cu-enchique 
"2"  pocua 
"3"  pagua 
"4"  paguegua 
"5"  atale 
"6"  nercua/nericua 
"7"  cublegue 
"8"  pabaca 
"9"  paquebague 
"10"  ambegui 
"20"  tulabuena 
"40"  tula -pocua  20  x  2 
"80"  tuld-paquegua  20  x  4 
"100"  tula-atale  20  x  5

20以 降 は二十進法 によって いる。

w.考 察

前章で分析 した各言 語の数形成の原理 の違 いを,1か ら10ま で ・10か ら20ま で ・20

以 上 の3つ に分けて しるした ものが図2,3,4で あ る。

中米 の中核であ るメソア メ リカでは,20以 降 は二十進法 の体系で あるが,20ま で の

数形成 は五進法であ ったり,十 進法であ った り,12ま で異 な る数 え方 を した りと,さ

まざ まであ る。20ま で の数 は,五 進法 や十進法な どの違 いがあ るが,さ らに,基 底で
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あ る10を さきにい うか,あ とにい うかとい う違 い もあ る。20以 上に して も,ひ とつ上

の単位を利用す る上位起 算法を使 うマヤ低地諸語 は,そ の他 の言語の数え方 と異な る。

そ こで この地図によ り,大 まかな特徴 を捉 らえ,そ れか ら語族 を単位に して,形 成法

の違いを考えてみ ることにす る。

　 メソァ メ リカを越え ると,二 十 進法は,北 では,ユ ー ト・アステカ ンの一部にみ ら

れ るだ けであ る。それ らはメ ソァメ リカの近 くに限 られ,メ ソアメ リカの影響 を受け

た ものとみることがで きそうであ る。 さらにそれよ り北では十 進法 とな る。 メ ソアメ

リカの南 に も,た とえば,ミ ス キ ト語 や クナ語,グ アイ ミ語 な どに二十進法 がみ られ

るが,南 の言語の二十進法 は,係 数を20の あ とに置 くとい う,大 きな達 いがみ られる。

このよ うに,二 十進法 はメソアメ リカを 中心に広が ってい るのであ るが,同 じ二十 進

法 とい って も,上 位起算法 と下位起算法があ り,区 切 りのいい数(round　 numbers)

の 中間の数 の数え方 は異 なる。上位起算法 は低地マヤ諸語 にみ られ る。 もっとも一部,

高 地マ ヤに もその影響 は及んでい る。影響 とい うよ り,む しろこの場合 は保存 とい っ

た ほうがいいか もしれない(図4)。

　 1か ら10ま で の数 の形成法 は五進法 か十進法が主であ る。 しか し,4や8に 倍 数法

がみ られ る し,9に は上位起算 減法(逆 進法)が み られ る。五進法がみ られ るのはオ

トマ ンゲ語族 の北諸語 と,ミ へ ・ソケ語族,タ ラス コ語,そ れ にナワ諸語であ る。 メ

ソアメ リカを越え ると,北 で はウイチ ョル語,コ ラ語,テ ペカノ語 とい ったメソアメ

リカの境界近 くに位置す る言 語だ けであ り,南 で はスム語,ラ マ語,カ ベカル=チ リ

ポ語 がある。 トル語 の古 い資料で も五進法がみ られ る。 その他 は十進法で あ る(図2)。

　 10か ら20ま で の数 の形成法 は,10ま で が五進法の言語 が,10以 降 の数 を形成 す る際,

10と い う基底 に9ま で の数を足す場合,そ れを五進法 とみ るか,十 進法 とみ るか とい

う解釈 の違 いで,ま った く異 なった図がで きる。 これを五 進法の延 長 とみ ると,大 ま

かにいえ ば,メ ソアメ リカの西半分が五 進法で,東 半分 が十進法 とみ ることが可 能か

と思われ る。 オ トマ ンゲ語族 の南諸語 に10か ら五進法の体系が現われ るか らであ る。

しか し正確 にいえば,10ま で の五進法 の体系を もつ言語 に加 え,オ トマ ンゲ語族 の南

諸語 に10か ら五進法 の体系 が現われ るのであ り,西 北にあ るワステ ック語,ト トナ ッ

ク語,テ ペワ語 は十進法 のままである。 もうひとつの解釈 は,10ま で がいかに五 進法

であ って も,10と い う基底に9ま での数 を足す ので あるか ら,十 進法であ るとみ るも

のであ る。10以 降を五 進法 とみ るためには,15が 新 しい基底にな らなければな らない

とい う解釈であ る。本論 では この解釈 に基づ き,図 をこ しらえ た。そのためオ トミ語

やマサ ワ語,タ ラス コ語 な どは,10以 降 は十進法 ということに なった。 このため,オ
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図2　 1か ら10ま での数の形成法

(Fig. 2 Distribution of methods of counting from one to ten.)



図3　 10か ら20まで の数の形成法

 !Fig. 3 Distribution of methods of counting from ten to twenty.)



図4　 20以 上の数の形成法

(Fig. 4 Distribution of methods of counting from twenty up.)



図　5　 100の 形成法

(Fig. 5 Distribution of methods of forming the word for 100.)
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トマ ンゲ語族では,北 で は10ま で が五進法,南 では10か ら五進法 とい うまった く逆転

す る形成法がみ られ ることにな った(図3)。

　 20よ り上の単位 と しては100が あ る。 これ は大 き く分け ると,ス ペイ ン語 の100を 利

用 した言語 と自語 を利用 した言語 の2つ にわかれる。100を 単 位 にす るの は二十 進法

に違反 してい るのであ るが,ほ とんどの言語で それ が起 こって いる。係 数 は自語 を用

い,ま たた とえば100か ら200ま で,200か ら300ま で といった大単位の間の 中間数 は二

十進法の体系を利用す るよ うに,ス ペイ ン語 の数体系へ一部 が移行 した数え方 にな っ

てい る(図5)。

　 若干の言語 に50を100の 半 分 とい う半 数法がみ られる。 チチメ ック語で は50を100の

半 分 と表現す る。 キチ ェ ・グル ープでは,50を2×20十10と い うとと もに,100の 半

分 とい う言 い方 があ る。 おそ らく50か ら59ま で を100の 半 分十{1_9}と い うもの と思

われ る。 ヤ ッァチ ・サポテ ック語で も,50を10>60と い うほか,100の 半 分 とい う

言 い方 がで きる。 シエ ラ ・オ トミ語で も,同 じ く,2×20十10と と もに,100の 半 分

とい う言 い方 がある。50を 特別 な数 え方 をす る言語 は,ほ かにパ ラン トラ ・チナ ンテ

ック語 やマサテ ック語 があ る。 ミトラ ・サポテ ック語で は,350を3×5×20十half

とい い,タ ラウマ ラ語 で も150の 表 現に1×100十halfが み られ,半 数法 は50以 上の

数に もみ られ る。

　 中米の言語 の数 の構成法 の違 いの概観 を したのであ るが,細 か くみてい くと,さ ら

にい ろいろ興味深い現象 にぶつかる。以下,1)ユ ー ト・アステ ック語族,2)オ トマ ン

ゲ語族,3)マ ヤ語族,4)ミ へ ・ソケ語族,5)そ の 他の言語,と い う順 で,そ れ らを扱

うことにす る。

1)　 ユ ー ト ・ア ス テ ッ ク語 族

　 北ユー ト ・アステ ック語群 と南 ユー ト・アス テ ック語 群で は20以 降の形成 が大 きく

異 な る。前者 は十進法 によ り,後 者 は二十進法に よる。 しか し,メ ソアメ リカの北 の

境 界 と,メ キ シコとアメ リカ合衆 国の間にあ る南ユ ー ト ・アステ ック語群 には二十進

法 と十 進法の両方 がみ られる。 タ ラウマ ラ語 は十進法であ るの に対 し,マ ヨ語,ヤ キ

語,コ ラ語,ウ イチ ョル語 などは二十進法であ る。10以 下 は,五 進法 が残 って いる言

語 もあ るが,倍 数 表現 も8や10の 形 成法にみ られ る。 さらに北の合衆国にあ る言語で

は,6で も倍数 表現 がみ られ る。 そこで倍数法を知 るために,資 料 に挙 げなか った北

ユー ト ・アステ ック諸語 の1か ら10ま で の数を挙げ ることにす る。

　 表2か らわか るよ うに,4,6,8,10に 倍 数法 がみ られ る。わか りやすいの は6で
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表2

one two three four five six seven eight nine ten

Western Numic 
 Mono, N. Fork shimu 

 Endimbich shimu 
 Mono, Inyo shiwi 
 Shikaviyam shewi-te 
 Northern Paiutel)  simi 

Southern Numic 
Ute shuis 

 Chemehuevi shuy' 
 Kawaiisu shui 
 Tiibatulabal  chiits 
 Tilbatulabal2) chiich 
 Bankalachi tsiits 

Serranan 
 Serrano3) haukup 

 Serrano aukup 
 Kitanemuk haukup 
 Mohineyam haukup 

Cupan 
 Luisefio supul 

 Luisefio4)  supfil 
 Juaneno5) supul 
 Fernanderio puku' 
 Gabrielefio puku' 

Cahuilla supli 
 Agua Caliente suplawat 

Hopi syuxke 
 Hopis)  suukYa'

waha-t 

wahai 

wahai 

waha-te 

waha 

waiini 

waix 

wahai 

wo 

woo 

wo 

 NAfor 

wu 

wo 

wahi 

we' 

 we: x 

we' 

wehe' 

wehe' 

 wi' 

 wi' 

leiyi 

looyom

pahi 

pahi 

pahi 

pahi-t 

pahi 

paiini 

pai 

pehei 

pai 

paai 

paahi 

pahi 

pahi 
bahi 

bahi 

pahai 

pahai 

pahai 

pahai 

pahi 

pa' 

pa' 

paahio 

paayom

watsikwi-t 
watsikw 
 watsifiwi 
watsuwi-du 
watsi 

wachiwieni 
wachuw 
watsui 
nanau 
naanaau 
nanau 

wacha 
wadja 
watsa 
wadja 

wasa 

 wasa' 

we'sa 

watsa' 

wacha' 

wichu 

wichu 

naaleyi 

naaloyom

maniki 

 maniik 

 managi 

manogi-du 

manigi

manigin 
 manox 
munugi 
 mahichifia 
 maahaijiDa 
 mahitsifia

 mahar  ch 
mahadj 
mahach 
mahach

mahar 

 mahar 

mahar 

maha'r 

maha'r 

namakwanon

 namaqwanafiax

chivut 

tsivot

navahi 

naapa 

 naval 

naavai 

naapahi 

navaiini 

nava 

navahai 

napai 

napaai 

napai 

pavahai 

pabahi 

 pabahi

pavahi 

pabahai 
pabahi (?)

kwanama-supli

 naval 

navay

datsiwi 
daachiwi 
 tatsiwi 
datsuwi-du 
natakwasi 

navaikavani 
 mukwish 
nomats 
nomtsin 
 nomnjin

wach'-kuvik 

wachkuvi 

gwatskawik

 kavikvish 

kutsakavya 

pukubaivi
innta na -1Ari

 chaafiai 

 tsane'

woshiwi 
woshui 
woshiwi 
woshuwi-du 
namiwatsi 

vavachuvini 
 vats 
nanauvtsui 
 nabuntsifia 
 naabunjina

wa'-wuch 

waawuch 

 wa'watsa

solash 

 weswetsa 

wehebaiva 

pitaba 

naanal 

nanalt

 gwanigi-t 
 wantik 
 waniiki 
 wanoki-t 
 simi-kadupi 

soaghumsueni 

 yuwip' 
shuukumac 

 laaki 

laagiih

ma'kuvik 

makui 

makawik

 maakovO 

baish 

dawichu 

bept 

pevt

shiwano-t 
 shiiwanil 
 showano 
shiiwano 
 simi-manoi 

toghumesueni 
mashiu 
 momashui 
 amhaitsifia 
 amhaijiDa

 war-maharch 
 wa'mach 
we'mahadj

wehes-mahar 

wehesh-mahar 

namichumi 

 bakut 

 pakw  t

デ ー タは 「KRoEBER　 l906-7:71]を 基 礎 に し,表 記 を 一 部 変 更 した。
 30[SNAPP and ANDERSON  1982:  50],  2)[VOEGELIN 1935: 178-179],  3)[KRoEBER 1909: 254],  4)[KROEBER and  GRACE  1960: 118-121], 

 5)  [KRoEBER  1909:  249] ,  6)  [KALECTACA  1978  :  173]
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あ る。na-pahiに み られるよ うにna一 が つ く形 と,重 複形 のpa-pai系 の2つ があ る。

このna一 はSnapPら に よ ると,　 reciprocal　 prefixで あ る[SNAPP　 alld　ANDERsoN

l982:50]。 こ れは4や8に もみ られ るので,意 味的には 「2を 掛 ける」 とみて差 し

支えないで あろ う。8で はキタネム ック語 や フェルナ ンデーニ ョ語 に重複法がみ られ

るが,4の 場合 と同 じよ うに,2×4系 の形成 も,た とえば北パ イ ウー ト語 にみ られ

る。 さらに10で2×5と い う構成法が,セ ラーノ諸語 や クーパ ン諸語 にみ られ る。北

パ イ ウー ト語 のsimFmanoiは1×10と い う意味 に違 いない。　 gに も1を 表わす形

態素であ るsimiが み られ ると ころか ら,10に ひ とつ足 りない といった意味の逆進法

が観察 され る。 また カウィ リャ語 で は,5十1,5十2と い う五進法がみ られ る。それ

は8を 除 いて10ま で続 いて いる。 ざっと概観 しただけで も,こ のよ うに変化 にとんだ

構成 法を示 している。

　 10以 降 の形成法 につ いて はデータが少 ない。以下 に挙 げるよ うに,い ずれ も十進法

の体系 であ り,10以 下 の数 をN1_9と 表 わ し,基 底 となる10をU1と す ると,次 の よ

うな構成 になって いる。

　　 　　　{N1_9}×U1十{N1_9}

　 これ らの北諸言 語を もとに,本 論 で分析 の対象 に した中米 にあ るユ ー ト・アステ ッ

ク諸語 をみてみ よう。 まず5で ある。5は 「手」ma一 とい う語根で表わす言語 がほ

とん どで あるが,そ れ以外の語 を もつ言語 があ る。 それは以下 の言語であ る。

 Hopi: civot 

 Papago: hitasp 

Pima  Bajo  : utaspo 

Northern  Tepehuan  : taama 

 Tepecano  :  is-tuma:  M

7は1十6と い う構 成のエ ウデベ語 ほか,不 思議 な ことに2と6の 形態素か らなると

しか思 えないヤキ語 とマ ヨ語が,特 徴的であ る。

Eudeve:  seniovusani 1+6 

Yaqui, Mayo:  wO—busani  2.6

8は4の 語幹 の重複法 と,2×4と い う構 成の2つ がみ られ る。

 Papago:  gigi:k 4" 

Pima Bajo: guiguico 4" 

Northern  Tepehuan:  maamakova 4" 

 Tarahumara  :  osa-nawo 2 x 4
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 TiThatulabal [VOEGELIN 1935: 178-179] 
"1"  Ci:e 

"2" wo: 

"3"  pa:i 
"4" na:na:u 

"5" ma : haijio a 

"6"  napa  :  i 

"7"  nomnjin 

"8" na : bunjio a 

"9" la:gi:h 
"10"  amhaijiOa 

"11" amhaijio  ti  e'i:C  10+1 

"20"  worm  amhaijioa 2 x 10 
"70"  nomnjinam  amhaijioa  7  x 10 

Serrano [KROEBER 1909: 254] 
"1" haukup 

"2" wor/wur 
"3" pahi 

"4" wacha 

"5"  maharch 

"6" pavahai 

"7" wach'kuvik 

"8" wa'wuch 

"9" ma'kuvik 
"10"  war -maharch/waha-marhach 
"11" pu'pa haupk  10+1 
"12" pu'pa  wor 10+2 
"15" pu'pa maharch 10+5 
"20"  woho  wormahach 2 x 10 
"30" pahi wormahach 3 x 10 
"40" wacha  wormahach 4 x 10 

Cahuilla [KROEBER 1906-1907: 71; 1909: 
 237] 

"1" supli 
"2"  wi' 

 ,c3,,  pa' 
"4" wichu 
"5"  namu -qwan-ali/namakwanon 
"6" qwan -supli/kwanama-supli  5+1 
"7"  qon -wi'/kwanama-wi 5+2 
"8"  qon -pa'/pitaba 5+3 
"9" qon -wichu  (qon-wichiwh)/dawichu 

 5  +  4 
"10"  namichumi 
"11" peta -supli  10+1 
"12" peta -wi'  10-2

表3

"16" peta -qwan-supli  10+3+1 

"20"  wis  namichumi  2  x  10 

"21" wis namichumi peta -supli 2 x 10+11

(31の まちがいであろう)
"30" pas namichumi 3 x 10 

"40" wichius namichumi 4 x 10 

"50"  namuqwanaries namichumi 

 5  X  10 
"60" kwansuplis namichumi 6 x 10 
"70" qonwis namichumi 7 x 10 

"80" qonpas namichumi  8  x 10 

"90" qonwichius namichumi 9 x 10 

"100" supli pisetiwenit 1 x 100 

Hopi [KALECTACA  1978: 173] 
"1" suukYa' 
"2"  166yom 
"3" paayom 
"4"  naaloyom 
"5" civot 
"6" navay 

 ,c7,,  cane' 
"8" nanalt 
"9" pevt 
"10"  pakwt 
"20" sunat 
"30" payiv pakwt 

"31" payiv  pakwt (niikyaB) suk siikYa'ta 

               3 x 10 and 1 additional 
"32" payiv pakwt  (niikyaj) 

                  loqmuy siikYa'ta 
"33" payiv  pakwt  (niikyaD) 

                    paykomuy siikYa'ta 
"34" payiv  pakwt  (niikyaD) 

                    naaloqmuy  siikYa'ta 
"35" payiv pakwt  (niikyaD) 

                    civot  siikYa'ta 
"36" payiv  pakwt (niikyau) 

                    navay siikYa'ta 
"37" payiv  pakwt  (niikyau)  care' siikYa'ta 
"38" payiv pakwt  (niikyaD) 

                    nanalt siikYa'ta 
"39" payiv  pakwt  (niikyaD) pevt siikYa'ta 
"40"  naalov pakwt 
"50" civot -sikiv  pakwt 
"60" navay-sikiv pakwt 
"70"  came'-sikiv pakwt 
"80" nanal -sikiv pakwt 
"90"  peve' -sikiv  pakwt 
"100" pakot -sikiv  pakwt
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 Eudeve  :  gos—navoi  2  x  4 

Yaqui,  Mayo  :  wó—naiki 2  X 4

9は1-1十101と 分 析で きる言語がタ ラウマ ラ語 の周辺 にのみみ られ る。

Pima Bajo: tum-bustamama 

Northern  Tepehuan:  tu-vugtYarna 

 Tarahumara:  ki-makoi 

 Eudeve:  ves-macoi

10を2×5と い うの はヤ キ語 とマ ヨ語 だけで あ る。

Yaqui,  Mayo  :  woh-mamni 2 x 5

五進法は南の言語にみられる。

 Tepecano: 5'  (giv—)+{1, 2, 3,  4} 

 Cora: 5'  (ara—)--F{1', 2, 3,  4} 

 Huichol: 5'  (ata—)+{1, 2, 3,  4} 

Nahuan: 5'  (6ik(w)—)  +11, 2, 3,  4}

10以 降19ま で は,コ ラ語 やウイチ ョル語で は9ま での数 がそのまま10に 足 されて いる

が,古 典 ナワ トル語 で は15に 新 しい語彙 が導入 され,完 全 な五進法 になって いる。

　 現代語で は100が 単 位 とな り,100以 降 は混合 体系 にな ってい る。100が ス ペ イ ン語

か らの借用語で表わ され る言語 には,パ パ ゴ語,北 テペワ ン語,タ ラウマ ラ語,シ エ

ラ ・ナワ ッ ト語 があ るが,そ のまえ につ く係数 は自語 で表わ されている。100を 二 十

進法の体系に従 って5×20と 表現す る言語 は,ヤ キ語,マ ヨ語,コ ラ語があ るが,

そ れ以 降の数 の形成 はわか らない。

　 これ らか ら,北 の言語 にみ られ る諸 特徴 が,南 ユ ー ト・アステカ ンで もみ られ るこ

とがわか る。語彙 に明確な対応 がみ られない場合があ るにもかかわ らず,構 成法が同

じなのであ る。 これ らの特徴 を総合 す ると・20ま で は,コ ラ語 ・ウイチ ョル語 ・テペ

カ ノ語 と,マ ヨ語 ・北テペ ワン語 の間 に線 を引 くことがで きる。20以 降であ ると,ピ

マ ・バホ語,エ ウデベ語 まで二十進法 が用 い られて お り,北 と南を分け る線 はず っと

北に引かなければな らない。 しか しタ ラウマ ラ語 は十進法であ り,地 図の うえでは二

十 進法に はさまれてい るよ うにみえ る。だが ピマ ・バ ホ語 とエ ウデベ語 は18世 紀 の資

料 であ り,現 代 の資料 はな く,現 在 は空 白地帯 といって もよい。それゆえタ ラウマ ラ

語 もその頃まで は二十進法 の体系であ った とす ると,地 図の うえでは二十 進法には さ

まれてい るタ ラウマ ラ語 の特異性 は,北 か らの影響 と して説明で きる。 しか しず っと

十進 法の体系で あ った とした ら,タ ラウマ ラ語を避 けて二十進法が南か ら広 が った と

638



八杉　　中米諸語の数体系

み なければな らないであろ う。数体系 の原理の違いに よる分類 は,こ れまで のユー ト

・アステカ ンの分類 と異 な る。 しか し地理 的にみると,同 じ特徴を もつ言語 はかたま

ってい る。 その線 の北 と南 の違 いはメ ソアメ リカの影響の度合いの違い とみ ることが

で きそ うであ る。

　構成素 はかな り異 な るに もかかわ らず,同 じよ うな構成法 を して いるの はどうい う

ことであ ろう。少 な くとも,地 理的にみ ると,同 じ構成法 を とるものは近 くに位置 し

て いることがわか る。 この現象 を考慮 に入 れて,数 の体系 を他か ら借 りいれ る場合を

考え ると,3つ の可 能性 が考え られ る。

　 1)語 彙 も構成法 もすべて借 り入 れ る。

　 2)語 彙だ け借 りて,数 体系の原理(構 成 法)は 残す。

　 3)構 成法だ け借 りて,自 前の語彙 を利 用す る。

これ らは数体系全体 の場合 もあ りうるが,そ の一部を他の体系に乗 り換え る場合 も含

む ことができる。 たとえ ば100以 降 の数字を取 りあげ るときの ことを想定 している。

もちろん,自 語 彙 と借用語彙を混合 させ ることもあ る。 た とえば100,200をxun-sye:

nta,　ka'i'一一sye:ntaと い って,基 底 はスペイ ン語 を使 うが,ツ トゥヒル語 の基本語彙

をあわせて使 うとい うこともある。 この場合,大 単位 は外来語,小 単位 は自語 と使 い

分 けを してい る。 これは一般 的にいえることで あ り,1-1)と して独立 させて よいか も

しれ ない。

　 1・-1)数体 系の一部に語彙,構 成法を借 り入 れ るとき,小 単位で は起 こらず,大 単位

　　　 で起 こる。その場合,大 単位に借 用語 を用いて も,小 単位 は自語 を残 して,混

　　　 合体系 とす る場合が多い。

　 現在 中米の諸言語 は,ス ペイ ン語 の数体系を使 うところが数 多 くあ るが,そ れは1)

の場 合であ る。 しか しスペイ ン語以外の影響,す なわ ち土着 の言語 だけをみ ると,ど

うも中米 の場合 は3)で あ る可能性が高い。 これ以後ふれ るさまざまな現象の分析 か ら,

そ れはわか るであ ろ う。

　 ここで原始ユ ー ト・アステ ックの数体系がひ とつであ った と仮定 す ると,20以 上 は,

十 進 法か,二 十進法 かのどち らか となる。十進法説を とると,北 か ら南に移動 して き

た彼 らが,メ ソァメ リカの二十進法地帯 に及ぶ にいた って,二 十進法体系を採用 した

とみ ることが可能であ る。 北の合衆 国には十進法 の体系の言語が広が るのに対 し,南

の メソア メ リカで は,す べての言語 が二十進法 の体系であ るか らであ る。 もちろん,

も と もと二十進法体系であ った として も,仮 説 の形成 に困 らない。北 アメ リカの諸言

語 は圧倒的 に十進法の体系であ り[KRoEBER　 l906-7:671],ま わ りの十進法体系の
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影響で,十 進法 に変え たとすれば,何 ら破綻 は きた さないか らで ある。十進法 と二十

進法 の違 いが 顕著 にみ られ るので あ るが,20ま で の 形成法に して も,五 進法や6を

2×3,8を2×4と い うような倍数表現な ど,さ まざまな方法で数 が表わ されて おり,

原 始ユ ー ト・アステ ック語 がひ とつの体系 であ った とみ ることは難 しい。で は語彙の

比較 をすると,解 答が得 られ るであ ろうか。 ここで は比較 を行 な う余裕 はないが,詳

しい比較を行なわな くて も,1か ら5ま で は同語源 と思われ る語の変化 した形が各言

語 にみ られ るの に対 し,そ れ以 上は,共 通 の要素 を打 ち立て ることが難 しくな る。 と

い うことは,原 始ユ ー ト・アステ ック語 には4ま たは5ま で しか なか った可能性があ

る。 もちろん,そ れ以降の数が消失 して しま った可能性 もあ り,ま たどこかの言語 が

原始ユ ー ト・アステ ックの数 体系を保存 して いる可能性 も否定で きない。それゆえ4

ま たは5ま で しか数 がなか った とい うことはで きないが,共 通基語 と して は再構成で

きない。

　 結局 のところ,南 は二十 進法 で,北 は十進法で あるとか,五 進法の体系は,ナ ワ諸

語 や コラ語,ウ イチ ョル語にみ られ るとか,6を2×3,8を2×4と い った倍数形成

法 は,北 にみられ,ヤ キ語 やマ ヨ語 あた りまで採用 されて いるとい った分布 の違 い し

か確実 なことはわか らない。 しか しなが ら,そ うしたそれぞれ異 なる数形成 法は,そ

のまわ りの言語 をみれば,そ れ と同 じよ うな形成法がみ られ るところか ら,ど こが起

源 かをつきとめることは難 しいが,や は り影響 を受けたためと思われ る。 とい うこと

は,数 を頼 りに,各 言語 グル ープのかつて の交流が推測で きることにな る。

　 語族 内で共通す る数字が4ま たは5ま で の数字 とい うの は,た いへん示 唆的であ る。

す なわ ち,現 在 多 くの言語で,数 字 はスペイ ン語に変わ ってい るが,そ うした言語で

も4ま たは5く らいまで は従来 の語彙 を残 して いるか らであ る。数の観念をたいへん

発達 させ たマヤで さえ,そ の直接 の子孫で あるユ カテ ック語 は,現 在3ま で しか もと

の語 彙を残 していない[BLAIR　 and　 VERMoN'r-SALAs　 1967:61]。 モ パ ン語 で もラ

カ ン ドン語 で も3ま で しかない。 チ ョンタル語やチ ョルテ ィ語 で も5ま でで,以 後は

スペイ ン語 の語彙が使われてい る。文化語 と接 す ると,数 字が置 き換わ る例 は世界各

地 にみ られ るが,中 米諸語 も,そ の例に もれない。 その場合,4か5く らいまで は文

化語 に侵 されない といえそ うで あ る。 この事実を逆手 にとって考え ると,5く らいま

でが基本数であ り,語 彙 の借用 を拒絶 するが,そ れ以上 の数 は,ま わ りの言語の影響

を受 けやすい と,い い直 す ことがで きる。

　 ところが 中米 の場合,ス ペイ ン語 の語彙 を借用 し,そ してス ペイ ン語の数体系にす

っか り移 った例をみ ることがで きるが,そ れ と同時 に,数 字 その ものではな く,構 成
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原理 のみを借 り入れた とみ られ る例をいろいろな言語 にみることがで きる。た とえば

ワステ ック語 であ る。他 のマヤ諸語 か ら遠 く離れ てい るに もかかわ らず,語 彙 はマヤ

祖語 に さかのぼ りうるもので,数 は構成 されてい る。 しか し,10以 降 の構成原理 は,

他 のマヤ諸語 のD十10と は逆 の10十Dで あ る。これ はまわ りの言語 のオ トミ語 や ト

トナ ック語 と同 じ構成法 であ る。数 がマヤ諸語 と同源で あるにもかかわ らず,そ の構

成法 は近隣 の諸語 と同じであ るとい うことは,そ れ ら近隣諸語 の影響 によ るものと考

えざ るを得ない。

　 ワステ ック語 とチ コムセルテ ック語 は,地 理 的にかけ離れて いるに もかかわ らず,

非 常に よ く似て おり,マ ヤ語族 の下位 グル ープを形成 すると考え られて いる。 チコム

セル テ ック語 の形成法 は,15ま で は高地 マヤ と同 じ型 のD十10で あ る。それゆえ,ワ

ステ ック語の10十Dの 形成法 は,や は りその周辺 の言語の影響 といわざ るを得ない。

ところが,チ コムセル テ ック語 の15以 上の形成法 は非常に変 わ ってい る。5十10十1,

5十10十2と い う具合で,こ の形 はマヤ諸語 では ほかにみる ことはで きない。5十10

をひ と固 ま りにみ ると,15十1と い うことにな り,ミ へ ・ソケ語族 や10以 上が五進法

に従 うオ トマ ンゲ語族 と同 じにな る。 ここにマヤ語族 の古 い形 が残 って いると考 える

こともで きるか も しれない。 しか しそのほかのマヤでは,そ のよ うなこ とは起 こらな

いこと,隣 接す るチアパネ ック語 や ソケ語 では15十1と い う形成法がみ られ ること,

さ らに20以 降 の形成法が下位起 算法であ ること,100以 降 は100が 基 底 になる ことなど

を考え あわせ ると,隣 接の言語 か らの影響 に よる変化 と結論づ けざ るを得 ない。 そ う

す ると,こ の特異な構成 法は,10以 降 を五進法 的に数 える隣接諸語であ るチァバ ネ ッ

ク語 による影響 と考え るのが妥当であ る。 さらに興 味深いのは,10以 上 に五進法 的な

数え方 がみ られ るのであ るが,オ トマ ンゲ 南諸語 の基底+基 本数(U十D)で は な く,

D十Uと い うマヤ諸語 の形を保持 しなが ら15ま でを数 え,そ れ に1,2を 足 して い く

場合,オ トマ ンゲ南諸語 と同 じU(5十10)十Dと してい る点であ る。　 これ は明 らか

に構成法の借用 と しか解釈 で きない現象で あ る。

　 オ トマ ンゲ語族 で も,構 成 原理を借 り入 れた とみ られ る例は随所 に観測 され る。 オ

トマ ンゲの南諸語 では10ま で が十進法で,10か ら20ま で が五進法 の原理に従 う,非 常

に特異 な体系を してい る。 しか も,以 前 は同語 源か もしれないが,現 在 は,そ れぞれ

言 語に よって対応関係が見 出せ ない ほど,異 な った語彙 を用 いて いるか らであ る。

　 まわ りの言語 の影響の例 と して興 味深いのは,ト ラバ ネ ック語 とスブテ ィアバ語に

もみ られ る。両者 はメキ シコのゲ レロ州 とニカ ラグア と離れて いるに もかかわ らず,

も っとも強 い親縁関係にあ る言語 とされてい る。実 際数字 を比較す ると,1か ら6ま
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で と10は よ く対応す る。 ところが,16,17は ス ブテ ィアバ語で は10十6,10十7と い

う構成法に対 し,ト ラバネ ック語 では,17は10十5十2で あ り,19は10十5十4で あ

る。 これはサポテ ック語 や ミシュテ ック語な どの近 隣の言語 とよ く似 た構成法であ る。

6は 両者 とも同 じ形態素 を使 うところか らみて,20ま で は,も とはおそ らくス ブテ ィ

アバ語 と同 じ様 な十進法で あったもの と推察 され る。 もちろん スブテ ィアバ語の方が,

近 隣の言語 か ら影響 を受けて,十 進法に変 えた可 能性 も否定で きない。 こち らはデー

タ不足 で,は つき り示す ことはで きないが,こ れはチ コムセル テ ック語にみ られ る現

象 と同 じで あるので,や はり トラバ ネ ック語 の方 が十進法を変え たもの と思われ る。

　 このように,数 その ものを借 り入 れ ることをせず,数 の構成原理を借 り入れた と思

われ る例 をた くさんみ ることがで きる。 ユー ト・アス テ ック諸言語の構成法の一致 も,

同 じように説明で きるのではなかろ うか。

2)　 オ トマ ンゲ 語族

　 まず10ま での形成法の違 いについて触 れる ことにす る。北オ トマ ンゲ諸語 のチチメ

ック語 とオ ト・パ メ語群 では,9を 上位起算減法(逆 進法)に よって表現す る言語 が

多い。　 しか し正確 には上位起算減法 とい うのはよ くない。　 た とえばチチメ ック語 の

nゑnt'a　pamefは,　 Anguloに よ ると``one　 more"と い う意味 とされ るか らで あ る

[ANGuLo　 l932]。 興 味深 いのは9を 構成す る形態素であ る。1を 表わす形態素 を1,

10を 表 わす形態素を10と して,意 味不 明な形態素 をXと す ると,次 のよ うに9は 表わ

され る。

　　 1・X:チ チ メ ック語,パ メ語,オ クイルテ ック語,

　 　 X・10:マ トラッ ィンカ語,ト ラバ ネ ック語

9を1・Xま たはX・10と い う構成で表わす ところか ら,意 味 的には 「10に1足 りな

い」,「roま で にも うひ とつ」 とい うことにな るわけであ るが,さ きの分析で はこれ ら

をひ っくるめて1-1十10!と したのであ る。 しか し同 じ1-1十lo1で も,上 に示 し

たよ うに,構 成 は異な る。同 じ構 成の仕方 であるチチメ ック語 とパ メ語 は地理 的に近

い し,言 語的に も似てい る。 しか しパ メ語 で もアカプル コ方言で は1-1十101と 分 析

す ることはで きない。オ クイルテ ック語のXは,あ たか も2つ の異 な る構成法 をつな

ぐ位置 にあ るか ように,10を 表 わす形態素 とよ く似 てい る。

　北方言で は五進法がみ られ るところがあ る。 オ トミ語 とマサワ語 の1か ら5と6か

ら10を 比 べてみ ると,そ こにあ る種の関係 がみ られることがわかる。20以 降の係数に

も1_5が 現 われ るので,そ れ も加 え ると,次 のよ うにな る。
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オ トミ語

"1"  n'da "6" 'da -to 1  x  20 'do-te 

"2" yoho "7" yo-to 2  x 20 yo-te 

"3" hyu "8"  hy4 -to  3  x  20  hy4-te 

"4" goho "9" gi -to  4  x  20  goho-'do-te 

"5" ki -t'a "10"  `dx-t'a

マサ ワ語

 "1" daha "6"  na—n—tto 1 x 20 yho—tte 

"2" yehe "7" ye—n—cho 2 x 20 yhe—che 

"3"  erihij "8"  rii—n—cho 3  x  20  fihi—che 

"4" zioho "9" zi—n—cho 4  x 20 zhi—che 

"5" zi—cha "10" de—cha 5  x  20 zhichi—che

20に つ く係数 と6以 降 の構成法 か ら,6以 降 は5を 表わすto,　 tto!choに1か ら4を

表わす数 がついた もの とみ ることがで きる。

　 この分析 をもとにマ トラッィンカ語 とオ クィルテ ック語 をみ ると,同 源 と思われ る

要素tho,　 doを 取 り出す ことがで きる。

マ トラツ ィンカ語

"1" huera -hui/n-da-wi "6"  daha-tho-hui /n-da-to-wi  1  +  5 

"2" no-hui /te-no-wi "7"  ne-tho-hui  /ne-to--wi  2  +  5 

"3" in-yuu  /rosgu "8" nen-cuno-hui /nen-kunho-wi 
 2  x  4 

"4" cunno -hui/rokulho-wi  "9"  muratan-daha-tha/murata-n-da-t'  a 
 —1-10 

                                                                "5" in-cu-tha /roku-t'a "10" daha-tha /n-da-t'a  1.10

オクイ ルテック語

 "1" mbla "6"  mbla -n-do-ho  1+5 

"2" mno "7"  mnyeh-n-do-ho  2+5 

"3" phyu "8"  mnyeh -n-guhno 2 x 4 

"4" gunhno "9"  mbla -ty-lah-t'a  —1+10 

"5" kwi -t'a "10" mblah-t'a  1.10

ただ し6と7,そ して10だ け であ り,8,9の 構 成法 は異 なる。8,9の 構 成法 は,

ユ ー ト・アステカ ンのタ ラウマ ラ語 やエ ウデベ語 と同 じで あ る。10は1・10と 考 え ら

れ るので,10を 表 わす と思われ るtha～t'aと 同 じ形態素を もつ5は 「10の 半 分」 と
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い う意味にな るはずであ る。

　 これ らの言語 は,五 進法 とい うことがで きるが{N1_4}十U1(5')で あ り,基 本数 は

まえ に,基 底 はあ とにつ く構造にな っている。 ところがパ メ語で は,逆 に基底 が さき

に,基 本数があ とに くる構 造で あ る。

"1" 'na/nada "6"  tik -yent 5+1 

"2"  tii "7"  tik -ti 5+2 

"3"  hnive "8"  tig -nyiu 5+3 

"4"  pye "9"  na -lthw  —1+10 

"5"  guthlint "10"  sthti

8のtig一 は後 ろのnに よ り有声化 したと思 われるので,　tik一 と同 じとみて よいであ

ろ う。6,8に つ くyent,　 nyiuは1,3と 異 なるが,7に つ くtiは2と 同 じ形態素

であ り,6,7,8と 同 じ形態素 のtik一 が つ くところか ら,　tik一 は5を 表わす とみ

て よい。5を 表わす形態素 と,6以 降に5を 表わす形態素 と して使われ るものが異 な

る典型的な例 はナ ワ語 群であ り,興 味深 い ことに,そ れは6ik(wLで あ る。　 tikと 同

源の可能性 が強い。

　 パメ語 のその他 の方言で は,5を 表わす形態素を取 り出す ことが困難で ある。 しか

しチチメ ック語 の場合,パ メ語 のこの知識 をもとに,6以 降 をみると,ta-1tsa-～sa一

が 取 り出され,パ メ語 と同 じ構成法で はなか ったか と考 え られて くる。

　北諸語 には五進法 の証拠が この ように取 り出せ るので あるが,基 底で ある5を 基本

数 のまえ につ ける場合 と,あ とにつけ る場合 の,ま った く逆 の構成法 に分 けることが

で きる。基底 の5が さきに来 るパ メ語 の場合,同 じ構造で,し か も同源 と思われ る程

よ く似て いる基底の5を もつナ ワ諸語 は,と て も偶 然の一致 とは思え ない。

　 いま五進法 とい ったが,分 析 したために,そ のようにいえ るだ けで,実 際に は五進

法の意識 はない もの と思われ る。たとえばオ トミ語では,10以 降 は基底で ある10('dae')

に接 続辞のmaが つ き,そ のあ とに1,2,3_が つ いて いる。16か ら19ま で も,11か

ら15ま で と同 じように,10にmaが つ いたあ とに,6,7,8,9が つ いてい る。6,

7,8,9は5十1,5十2,5十3,5十4と 分析 したが,そ こにはmaが な く,ひ と固

ま りと して扱 われているか らであ る。 しか しマサ ワ語 やオ クイルテ ック語 で は接続辞

と思われ る 一n一 があ る。 マサワ語で は,10か ら19ま で は10に 一en一 が ついてお り,

これ と同 じもの とみ ることがで きる。 それ ゆえ五進法の形が よりよ く残 ってい るとい

え るので あ るが,10以 降 は1か ら9ま で の繰 り返 しであ り,お そ ら く五 進法 とい う意

識は少 な く,十 進法 によ る数 え方で ある意識が強 いように思われ る。
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　分類 表で イシュカテ ック語 以下 の言語で は,10ま で の数 に五進法のあ とをみ ること

はで きない。 しか し10以 降に五進法が現われ る。 しか も15に10と5の 結合で はない独

自の語彙 をもって おり,北 諸語 との違 いを際 立たせ てい る。 すなわち北で は,10十5

と い う構成で15を 形成 し,そ れに1,2を 足 す ことで,16,17を 表 わ して いるのに対

し,南 諸語 では,15十1,15十2と い う形成法 なので ある。 さきに,語 順 の類型論 か ら

みて,オ トマ ンゲ語 族 を北 と南 に分 け ることがで きることを述べ たが[八 杉 　 1989],

数 字 の形成法 において も,そ れが支持で きるのであ る。 ただ し,チ ナ ンテ ック語 には

五進 法のあとをみることはで きず,20ま で は十 進法に よってい る。 それゆえ,南 の諸

言語 のなかで も独 自の地位 を占めると考え ることがで きるのであ るが,ず っと南 に離

れた トラバ ネ ック語 ともっとも親縁関係の深いス ブテ ィアバ語 で も,20ま で 十進法で

あ ることは,た いへん興 味深 い。 それに対 して,オ アバ カ州 を 中心にひ と固ま りにな

った南諸語 か ら,同 じ く離れた ところにあったチアパ ネ ック語 は,オ ァバカの諸言語

と同 じく,そ れほ ど語彙 に近 い関係 は認 め られ ないけれ ども,10以 降 は五 進法なので

あ る。

　 北の諸言語 は20ま では五進法 とい うこともで きるが,15は10十5,16は10十5十1

とい う表わ し方であ り,1の 位をみてわか るよ うに,そ れ らは1か ら9ま で と同 じで

ある。 それゆえ,十 進法 とみて も差 し支えない。パ メの諸方言 で,9ま で の数 に音韻

変化 のため五進法 を認 めることがで きないよ うに,変 化が激 しくなれば,そ の体系 は

十進法 といわざるを得 な くなる。 おそ らく複合的に表現 されていたであろ う語彙 が,

短 くな って しま うと,も との形態素 を取 り出す ことは不可能であ る。論証 はで きない

が,パ メ語 と同 じよ うな変化 をたど ったの がチナ ンテ ック語であ るとす ると,そ の特

異性 は説明で きるのであ る。 もしそ うな ら,オ トマ ンゲ語族 は五進法の体系であ った

とみることがで きる。 しか し逆 に トラバ ネ ック語 にみたよ うに,十 進法の体系が,言

語革新 により10以 降五進法にな った可 能性 も否定で きず,ひ とりチナ ンテ ック語が そ

の影響 を免 れたとも考え られ る。

　 20以 降 の形成 はどうであ ろうか。 基本的に は二十進法で,そ の単位をU(20)と す

ると,次 のよ うに表わ され る。

　　 　　　 {N1_1g}×U(20)十{N1_1g}

係 数 は基底のまえ,小 単位 は基底 のあと,と い う構造であ る。 ところがアムスゴ語で

は,20以 降 の中間数 が五進法 によ って いる。 データが不足 してい るが,マ サテ ック語

で も同様 らしい。20以 降の数の使 用度と10ま で の使用度 に差があ り,使 用度の多い ほ

うが影響 を受けた り,語 彙が摩滅 し,少 ない ほうが原形を保存させ る可能性 が高 いと
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み ると,こ れは10ま で も五進法 の体系であ ったその残存であ るとみる ことが可能であ

る。実 際6か ら9ま で の数をみ ると,複 合語 のよ うで あ り,10ま で も五進法であ った

よ うにみえて くる。残念な ことに,ト ゥ リケ語 やチ ャテ ィノ語 などの20以 降の 中間数

の資料 が欠 けて おり,五 進法がその他 の言語 に もみ られ るのか不明であ るが,ア ムス

ゴ語 の例か らみて,南 オ トマ ンゲ諸語 も20ま で は五進法 の体系であ.った可能性 は高い。

　 20以 降 は二十 進法 の体系 にな るので あるが,二 十進法の体系を次の位であ る400ま

で 維持せず,100以 降 を100を 単 位 にす る体系 に変え た言語が多 い。

　　 係数 ×単位数(基 底)

　 　 自語 ×自語:

　 　　　　 丘r,i　　 チチメ ック言吾

　　　　　 te,e　 パ メ語

　　　　　 5×20　 サ ポテ ック語,チ ナ ンテ ック語

　　 自語 ×借用語(syeinto3,　 sieento,　syelntu.1,　sientoな ど スペイ ン語の100):

　 　 　　　　　　　 オ トミ言吾,ト ラバ ネ ック語,イ シュカテ ック言吾,

　 　　　　　　　　 ミシュテ ック言吾,ク イカテ ック語,ト ゥリケ語,チ ャテ ィノ語

　　 400ま で 維持:古 典マサ ワ語,ス ブテ ィアバ語,古 典 サポテ ック語

　 これか らわか るように,現 代語 ではすべ て100以 降 は100を 単 位 に してい る。 スペイ

ン語 の100を 表わすcientoを 借 りた言語が多 いが,係 数 には自語を用いてい る
。 しか

し5×20を 単 位に した言語 もあ り,そ れに1,2,3と い う係数をつけて,100,

200,300を 表 わ している。前者 は,数 体系 の原理 とともに,単 位語彙 も借用 したが,

小 単位には自語 を残 した例で あ り,後 者 は,数 体系の原理だ けをスペイ ン語 か ら借 り

た例 であ る。

　 400ま で を二十進法 で数 えた例 は,古 典語 に しか残 っていない。 それ らは資料 の項

で分析 したが,き ちっと二十進法がみ られ るのは古典 マサ ワ語 だけで あ る。古典サ ポ

テ ック語で は,す でに200,300が 基 数にな る数 え方 にな っている。 とはいって もそれ

が1000ま で 続かず,400が 次 の基底 になり,そ れ に100,200を 足 して,500,600が 表

わ され る混合法で あ る。ス ブテ ィアバ語では,十 分なデータがないが,二 十進法のよ

うで あ る。 しか し,1000を10×5×20と い うことや,100をgreat　 tenと い うところ

か ら,十 進法 とい うか,100を 単 位 に した体系 との混用 があ った とみ られる。

　古典 サポテ ック語で は20か ら40の 数 をみて もわか るように,上 位の数(こ の場合 で

は40)よ りまえ5つ の数え方 に3つ の方法がみ られ る。その数え方の うちの2つ は10

か ら20ま で の五進 法 と符合 する数え方であ るが,ひ とつは,完 全 な る十進法 であ り,
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異な る。すなわち37は20十15十2と い う構成法ではな く,20十10十7と な ってい る。

しか しあ との2つ は五進法 的で ある。 とはいって も,そ の構成の仕方 は非常 に珍 しい。

35を40-5で 表 わ して,そ れを基底 に して,1,2,3,4を 足 す方 法と,40か ら1,

2,3,4を 引 いて い く,上 位起算減法(逆 進法)に よる方 法であ る。40以 降で は,

十 進法的 な数え方 はみられず,こ の2つ の上位起 算法であ る。

　サ ポテ ック語の方言に は興味深い構成法がみ られ る。 ヤッ ァチ方言で は19は20の 逆

進法で あ り,20か ら60ま で は上位起算加法であ る。 しか し60以 降は下位起算加法 とな

る。 フ ァレス方言で は10か ら20ま で は五進法ではな く,16は10十6,18は10十8と い

う構成であ るが,17,19の 作 り方 は不明であ る。 このよ うに方言 にいろいろかわ った

構成法がみ られ るが,そ の来源をいまの ところ,う ま く説 明で きない。現状で はそれ

らを説明で きる資料 は な い が,異 なる方言にその解答が 隠されて いるのか も しれな

い。

3)マ ヤ 語 族

　 マヤ語族 の各言語 の数 は,い くつか の例外的 な語彙を除いて,よ く似 てお り,同 語

源であ ることはまちがいない。 しか し数 の構成法 には違 いがみ られ る。た とえば11か

ら19ま で の数の構成 法の違 いを とると,3つ に大 き く分 けることがで きる。 ワステ ッ

ク語 では10以 降が,10十Dと い う形成法であ るのに対 し,高 地マ ヤで は逆のD十IO

とな ってい る。 低地 マヤで は11と12が 規 則か らはずれ る特別 な形態素で表わ され るの

に対 し,13以 降 は高地 マヤ と同 じ形成法 をとる。 これを図 に示 したのが図6で あ る。

　 低地マヤ諸語 の11は*bulukと 再 構で きるが,こ れに違 反す る言語 があ る。 トホ ラ

バル語 のhulu6と チ ュフ語のhuglu6,そ れ にチ ョル語 のhunluhunで あ る。 トホ ラ

バル語 とチ ュフ語 の例はbuluk(低 地 北諸語)～bulu6(低 地 南諸語)と よ く似 てい る

が,bはbに 対応 し,　b;hで はないので,　 bulu6に 関 係 させ るわけにはいかない。

おそ らくbulu6のbの 特別 な変化 に違 いないが,　 hun-luhunとbulu6の 混 合 も考

え られない こともない。　とい うの も,チ ョル語で はhunluhunと な ってい るか らで

あ る。 ワステ ック語 が他 のマ ヤとは異 なる形成法を とるの は,ま わ りの言語 のオ トミ

語 や トトナ ック語 と同 じ構成法 のところか ら,そ れ らの影響 に よるもの と考 えざ るを

得 ないが,さ らにそれを支え る証拠 と して,さ きにみた ように,チ コムセル テ ック語

の数字がある。

　次 に20以 降 の構成法をみてみ よう。20以 降は,た とえ ば,38は20十18と す る下位

起 算法 と,40に む かって18と 数え る上位起算法に分け られ る。 それを示 したのが図7
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図6　 10か ら20までの数の形成法

(Fig. 6 Distribution methods of counting from ten to twenty in Mayan languages.)



八杉　　中米諸語の数体系

(註)52は 古 典 ユ カ テ ク語 　 　(52=Classical　 Yucatec)

79は 古典 カクチケル 語(79　 =Classical　CakchlqueD

　　 現代 カクチケル 語は下位起算法

図　7　 20以 上の数の形成法

(Fig. 7 Distribution of methods of counting from twenty up.)

である。

　上位起算法は,20以 降の数体系を もつ低地マヤすべてにみられるが,高 地でも,低

地に接する諸語に上位起算法が使われている。さらに興味深いのは,古 典カクチケル

語である。現代カクチケル語では下位起算法であるが,古 典カクチケル語では40以降,

上位起算法によって数が構成されているのである。40以 降はイシル語でも上位起算法
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がみ られる。比較 的使 われ ない,い い換えれば,あ ま り影響 を受けない数に上位起算

法 が残 っているということがで きそ うで,こ の構成法 が古 くか らあったと推測 され る。

実際文字 を もって いるマヤ古典 期時代 の前期 に,す で に上位起算法 とみ られ る例をみ

ることがで きる。 それ はカラコル とい う遺跡 にあ る,い わゆる ジャイア ン ト・アハ ゥ

の文字 であ る。 これ は20年 というカ トゥンの終わ りに生起 す るアハ ウの 日で もって,

そ れ以 前の20年 を しるす方法であ るが,そ れが,マ ヤ暦で9,3.0.0.0,西 暦 に直す と495

年 に はすでにみ られるか らで ある。 これ はの ち短 期暦 と称 し,16世 紀 以降のユ カタ ン

の書 物 『チ ラムバ ラムの書』 にまでみ られ る。 よ って,上 位起算法的 な考え は,少 な

くとも5世 紀 には存在 したとみることが可能であ る。 カ クチケル語 が上位起算法を捨

て,下 位起算法 に取 り替 えたのは,古 典 カクチケル語を書いたBrintonが 参 照 に した

1692年,1753年 の年代 のある文法書以後の こととな り,18世 紀 半 ば以降 の新 しい時代

の出来事 とい うことがで きる。 さ らにユカテ ック語 で も上位起算法 を捨て,下 位起算

法 に取 り替えて いる。Bcltran(1746)時 代 には上位起算法で ある。 しか し20世 紀 の初

頭 には もうすで にその数え方 はなか ったよ うで あ る。L6pez　 Otero[1914]はBeltran

の挙 げた数 をそのまま挙 げて いるか らであ る。1921年 に 出版 されたTozzerの 文 法書

ほ,資 料 に挙 げたよ うに下位起算法であ り,カ クチケル語 と同 じ様 に18世 紀 半ば以降

の出来事 といえるので ある。

　 20はwinaq系,　 k'al系,　 tab系,とmayに 分 けられ る(図8)。 それ は21か ら40ま

で の数表現 とほぼ重 なる分布 を示すのであ るが,若 干 の不一致 がみ られ る。ケ クチ語

ではmayを 捨 て,以 後k'alを 使 う。 ツェルタル語,ツ ォッ ィル語で も同 じように,

20だ け をtab系 の 言葉で言 い,以 後winikが 使 われ る。 しか し トホ ラバル語で は,

20を 表 わす単位 は,20で はwinikと い うことも可 能であ るが,　 tahabで 通 されてい

る。非常 にかわ ってい るのはバカルテ ック語で,20で はk'al,以 後40ま で はwinax,

次 の60ま で はk'al,80ま で はwinax,99ま で はk'alと,　 k'alとwinaxが 交 替に使 わ

れ る。21以 降はk'alかwinaq系 か どちらか一方が使われ るのが普通であ るが,ポ コ

ンチ語で も,バ カル テ ック語 と同 じ く,20ご とにk'alとwinaqが 使 い分け られてい

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 '

　 80をmu6'ま た はmuζ'と いう言語 がみ られ る。 それはマ ム語,イ シル語,そ れに

キチェ ・グル ープであ る。 おもしろい ことにmu6'ま た はmuζ'は,上 位起算法 と下

位起算法 の原理に従 って,イ シル語で は,61か ら80ま でmuζ'が 基底にな るのであ る

が,マ ム語 やキチ ェ ・グループでは,下 位起算法 に従 って,80か ら99ま でmu6'ま た

はmuζ'が 用い られてい る。 古典 カ クチケル語で は,上 位起算法であ り,61か ら80ま
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八杉　　中米諸語の数体系

図　8　 20葬 夷わオ語攣

(Fig. 8 Distribution of different words for twenty.)

でにmu6'が 使 われ るのであるが,現 代 カクチケル語 では,下 位起算法 に変わ って い

るので,80か ら99ま で にmu6'が 用 いられ ることにな ってお り,語 彙 その もの よ りも,

構 成原理であ る起算法 のほ うが,数 構成 には有力であ ることがわか る。 ここに本論で,

語 彙 よりも数構成 の原理 の違 いにこだわ った理 由があ る。

　下位起算法 は,少 な くともカクチケル語 では18世 紀後半以後 の ことで あると,す で
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図920-39/21-40の 数 の形 成 法

(Fig. 9 Distribution of methods of counting from  20/21 to  39/40.)

に述べた。 キチ ェ語,ッ トゥヒル語 は,カ クチケル語 の方言 とみて もよい ほどよ く似

て いるので,お そ ら く,キ チ ェ語 やッ トゥヒル語で も,以 前 は上位起 算法で数 え られ

て いたと推測 して もま ちがいないであろ う。 そうす ると,下 位起算法はマム語 か ら広

が ったと考え ることがで きる。 さきに類型論で,革 新 のもとがマ ム語 で はないか と述

べ たが[八 杉　 1989],ま た して も革新 の もとがマム語 と考 え られ るのであ る。
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八杉　　中米諸語の数体系

図10　 40-59/41-60の 数 の形 成 法

(Fig. 10 Distribution of methods of counting from  40/41 to  59/60.)

　mu6'は 古 典 カクチケル語 で は,20のk'al,40のtukと と もにその5倍 数 に使われ

てい る。

　　　　　o-k,al=5×20=100,0-tuk=5×40=200,0-mu6,　 ・=　5×80　 ==　400

　 40に はtukは あ らわれず,そ の5倍 数 に しかtukは 用 い られ ないが,そ れ はケ ク

チ語 にもみ られ る。マヤ諸語 以外で40を 基底にす る言語 には,レ ンカ語 やパヤ語 があ
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図11　 60-79/61-80ま で の 数 の形 成 法

(Fig. 11 Distribution of methods of counting from 60/61 to 79/80.)

る。

　 4)　 ミへ ・ソ ケ 語 族

　 ミへ ・ソケ語族 は20ま で は五進法的 に数え られ る。 しか し,多 くの言語で は6以 降

9ま で は,6を 基 準に しているよ うにみえ る。
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八杉　　中米諸語の数体系

図12　 80-99/81-99ま で の数 の 形成 法

(Fig. 12 Distribution of methods of counting from  80/81 to 99.)

コパ イナラ ・ソケ語

  1,-..6  6,10 —a'y  11,...,15 —a'y  1620  21,100 —ips 

1 tumi tuht—a'y —tum—a'y tumi 

2 meca ku'y—a'y —wis—tihk—a'y meca wis—tihk-

3 tuk—a'y  tuku—tuht—a'y  —tuk—a'y tuk—a'y tuk—
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4  mak-gku'y  mak-s-tuht-a'y -mak-tasku'y  mak-gku'y  mak-tahs-

5  mohs-a'y mahk-a'y -yiht-a'y ips mohs-

ト ト ン テ ペ ッ ク ・ ミ へ 語

 1,5  6,10  11,15  16,29  21,100 

1 to'k toh—tik  to'k toht 

2  mchck  vug—toh—tik  mchck  ugtoht  vihg—tk-

3  to  : hk  to—doh—tik  to  : hk todoht  to  : g-

4  mak—ta  :  glc  tag—toh—tik mahkc  ta§toht  mahk—t-

5  mug—a  :  gic mahk  makg  i:'Iag mok—

トトンテペ ック ・ミへ語を例に とると,7は2十6,8は3十6,9は4十6の ようにな

っていて,計 算 と合 わない構成で ある。 しか し古典 ミへ語 や トラウィ トルテペ ック ・

ミへ語 では,次 のよ うな構成であ り,tuuc!tuhkを5'と す ると,構 成法 と算数 は合

致 す る。

古典 ミへ語　 　 トラウィ トルテペ ック ・ミへ語

6  tu—duuc  tu—tuhk 

7 huex—tuuc  wA  g—tuhk 

8 tuc—tuuc tuk—tuhk 

9 tax—tuuc  tog—tuhk

　 おそ ら くもとはこのよ うな形であ ったが,何 らかの理 由で,7以 降 が6を 基底にす

る言 い方 に変 わ って しま ったのであ ろう。7以 降の構成素 に6が 入 り込んだ言語 は,

ソケ語,ト トンテペ ック ・ミへ語 ばか りでな く,サ ユー ラ ・ポポル カ語 にもみ られ る。

オルータ ・ポポル カ語 で は,そ のままの形 を数値 に置 き換え ると,6-1十5,7-2十

3十5,8・=3十5,9=・4十1十5の よ うになって しま って,か な り言 い換えが起 こってい

るよ うにみ られる。数値の単純 加算に よる構成法 にな って いない言語は,こ の ように

広 い範 囲にわた り,こ の現象 は,各 言語 に分 離す るまえ にあ ったので はないか と思わ

せ られる。 しか しなが ら,共 通 ミへ ・ソケ語時代 にそれが起 こったと した ら,古 典 ミ

へ語 や トラウィ トルテペ ック ・ミへ語 の例 が説 明で きない。逆 に,ミ へ語,ソ ケ語 に

分かれ たあとに起 こった と した ら,な ぜ このよ うな特異 な現象が,地 理的に離れた言

語 の間で起 こったのか説明 し難 い。6を 以後 の基底 にす る例 は ミス キ ト語 に もみ られ

るが,7・ ・　6十1,8=6十2で あ り,異 な る。単純計算で は合わ ない例 は,ヤ キ語 ・マ

ヨ語 の7に もみ られ,決 してあ り得ない現象で はないので あ るが,い まの ところこの

現象を うま く説明で きない。
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　 ミへ ・ソケ語族の20以 降 は二十進法であ るが,99ま で であ り,100以 降 は100を 基 底

に して いる。 これ は現在 の話であ り,以 前 は二 十進法 の体系 であ った ことは古典 ミへ

語 の例 をみればわか る。 それ も 決 して 古い話 ではない。18世 紀 までの ことである。

100以 降 の構成法 は100を 基 準にす るものの,言 語 によ り,そ の対応 は異 なる。 ソケ語

で は100,200,300は5×20,10×20,15×20で 表 わ し,そ の中間数 は二十進法 によ

る数え方であ る。二十進法の数え方 を6×20,7×20と い うふ うに続 けて い くことを

やめ,100倍 数 の ところにのみ残 して いるのであ る。そ して400に は二十進法 の体系 に

従 って新 しい単位を導入す るが,以 後 はそれ と5×20,10×20,15×20と い う100を

単 位に した数 との混合 であ る。ベ ラクルス ・ミへ,ベ ラクルス ・ソケ といわれ るポポ

ル カ語で は,400を 表 わす単位であ った と思われ るmunを100を 表わす単位 と して用

い るようにな ってい る。 ミへ語 では100を5×20と 表 わ し,そ れ を基準に してい る。

これ らはいずれ もスペイ ン語 の体系の借用 に違 いないが,語 彙 は自語 を使 って お り,

しか も,言 語によ って,そ の借 用の度合 いは異 な っている。

5)そ の 他 の 言 語

　 クイ トラテ ック語 の2つ の資料 の一方 は十進法 の体系,も う一方 は二十進法の体系

のよ うに思われ,資 料 に矛盾 があ り,は っきりしない。

　 セ リ語 は十進法 の体系で あるが,7と8の 構成素 と して2と3を 表わす要 素があ り,

そ のあ とに同 じ形態素Wkwiが あ るところか ら,2十5,3十5の ような構成の ように

思われ る。また9は 後 ろにk'an1と い う10を 表 わす形態素が あるところか ら,い わゆ

る逆進法に よってい る。小 さい単位 は大 きい単位 のあとに生起 するが,基 数 につ く係

数 もあ とに生起 し,中 米 では例外 的な構成法で ある。 しか しこの形 は南 の言語 にみ ら

れ る。

　 タ ラス コ語 では,7,8,9に 五 進法 のあとをみることがで きるが,20ま で は十進

法の体系 とい ってよ く,20以 降 は二十進法 によって いる。 しか し,手 元の資料か らは,

20以 降 は,小 さい単位 のほ うが まえに生起す るようであ る。 も しそうな ら,た いへん

珍 しい構成法 になる。 しか しなが ら,古 典 タ ラス コ語 で は,大 単位 がまえ,小 単位 は

あ とに きてお り,中 米 にみ られ る標準型を示 してい る。

　 トトナ ック語,テ ペ ワ語 は,20ま で は十進法で,以 援二十進法 とな るが,100以 降

は5×20で 表 わ された100を 単 位 に し,二 十進法の一部が破 られてい る。 トトナ ック

語 で も,シ コテペ ック方言で は100は ス ペイ ン語 の語彙cienが 用 い られてお り[REID

and　 BlsHoP　 1974:415],方 言 によ り,借 用 の処理 は異 なって いる。
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　 ワベ語 の1か ら3ま で は,そ れがつ く名詞 の違 いで,形 が異 なる。長 いもの,丸 ・

四角,細 長い もの,回 ・度数,年,日 によ り形が異 な るが,4以 降は単一形態 になる。

基本的には20ま で は十進法で,20以 降99ま で は二十進法で ある。100以 降 は5×20が

単 位 となる。

　 オァバカチ ョンタル語 は,20ま で は十進法 であるが,低 地 チ ョンタル語で は2か ら

7,高 地 チ ョンタル語で は2か ら5ま で,生 物,非 生 物で形が若干異な る。20以 降99

ま で は二十進法で あるが,100以 降 は100を 基 底にす る。 しか し20を 基底に して数え る

こともで きる。 その場合,中 間は二十進法 なのか,そ れ とも5×20の 次 は10×20な

の か不明であ る。

　 シンカ語 は20ま で は十進法に よるよ うであ るが,そ れ以後 は資料不足で不 明であ る。

基底10に 基本 数Dを 足す構造であ る。

　 レンカ語 は20ま で は十進法で,20か らは20を 基 底 に してい るが,40以 降 は40を 基

底 に してい る。 これ とよ く似 た構造を示す のがパ ヤ語であ るが,20は2?×10,30は

3×?と い う構成 であ り,十 進法 的で ある。

　 トル語 の古い資料 には6か ら9は5を 基底に した五進法的な数え方がみ られ るが,

新 しい資料 で はそれをみ ることはで きない。20以 降 は二十進法で,係 数(D)は 基 底の

U(20>の あ とに生起す る。 トル語 とオ アバカチ ョンタル語 の親 縁 関 係 が これまで論

じられ,そ れに対 して否定的な意見を述べ たが[八 杉　 1989],オ アバ カチ ョンタル語

はD×Uで あ るのに対 し,ト ル語 は中米 言語 の特徴 と考 え られ るD×Uで はな く,

南 の諸言語に共 通す るU×D型 であ り,オ アバ カチ ョンタル語 とは異な る形成法であ

る。数体系 か らも,両 者 の関係憾否定 され る。

　 ミス キ ト語 は基本 的には二十進法であ るが,10ま で の数に興味深い形成 法がみ られ

る。4は2の 重複法であ る。7以 降9は,6に1,2,3を 足 して作 られてい る。

Conzemiusに よ ると,6を 表わすmatlalkahbiはmata「 手 」,　lal「 頭」,　kahbaya

「上 に置 く」 という語か らな るそ うであ る。100は20×5と い う表現 とともに英語か

らの借用 と思われ るandatが 使 われて いる。 以降単位数 は借用語に もかかわ らず,

係 数 は自語 で,し か も ミスキ ト語 の用法 に従 って後 ろに置かれてい る。

　 スム語 も基本 的には二十進法 とい うことがで きるか も しれないが,6以 降は五進法

的で,5に1,2,3,4が 足 されて形成 されて いる。100以 降 は ミスキ ト語 と同 じく,

英 語 か らの借用 と思われ るandatが 使 われてい る。

　 ラマ語 も20ま で は五進法で あ るが,そ の形成 の仕方 は変わ って お り,5'×2,5'×3

で それぞれの単位数(10,15)が 表 わされてい る。20以 降の資料 は不十 分であ るが,
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おそらくU×D十Dと いう南諸語と同じ型の二十進法と思われる。

　グアイミ語は20までは十進法的で,以 後二十進法になっている。ティリビ語 は十進

法であり,ブ リブリ語も十進法であるが,チ リポ語,ク ナ語は二十進法である。いず

れも基底数につく係数はあとに生起する。

V.お わ り に

　 数の構成法 の違 いは,地 域的 に固 まってみ られた。メ ソァメ リカにみ られ る二十進

法は地域 的な現象 とみることがで きる。ユー ト ・アステカ ンで はメ ソアメ リカに近 い

ところに二十進法 をみることがで きるが,北 にい くとみ ることはで きない。南 にも二

十進法 はあるが,係 数が基底20の あ とにつ く構造 であ り,メ ソアメ リカの係数が さき

につ く形 と異 なって いるか らであ る。 しか し二十 進法 とい って も,上 位起算法 と下位

起算法 の違 いがみ られた。上位起算法 はマヤ地 域に固ま ってお り,地 域 的なまとま り

がみ られ る。例外 はサポテ ック語のヤ ツァチ方 言であ り,そ の体系 の一部 にみ られ る

上位起算法 は,詳 しい資料を待たな ければ説明で きない もので あ った。20以 降 の形成

法 に比べ ると,20ま で の形成法 は大 きな違 いをみせていた。五進法 的な数え方 もあれ

ば,倍 数法 や減法 による数の構成 もみ られた。 しか しこれ も,た とえ ば10か ら19ま で

を五進法 的に数え る言語が南オ トマ ンゲ諸語 に固ま ってみ られ るよ うに,地 域的な固

ま りをみせて いる。 メソアメ リカ以南の諸言語 は,二 十 進法で あろ うと,十 進法であ

ろ うと,基 底 ×係数 とい う特徴を共有 してお り,や は り地域 的な特徴 をみせてい る。

こ うした現象 は言語接触の結果に ほかな らない と思われ る。 しか しこのよ うな地域的

な現象 とともに,明 らかにスペイ ン語 の影響 が特に100以 降 の数え方 にみ られた。 も

っともスペイ ン語の借 用 も,地 域 的な特徴がみ られ,100を 基 底にす る数え方 ばか りか,

ス ペイ ン語の100を 表 わす語彙 も借用す る言語 と,体 系だけ借 り,語 彙 は自語で 表わす

言語 の2つ が,そ れぞれ地域的 に固 まって観察で きる。

　数体系 はひとつの原理 によるもので はな く,た とえば五進法 的な数 え方 の うえ に十

進法,二 十進法 的な数え方が混 じった体系 とな ってい る。 その基本 は多 くの言語で5

が 「手」,20が 「人」 とい う言葉で 表わされることか らわか るように,5本 の指 であ

り,20の 指 をもつ人であ る。多 くの言語 はそれを利用 した二十進法を保持 してい る。

しか しスペ イン語が はい って きて,100以 上 は100を 基 底 にす る言語 が ほとん どとな っ

て いる。係数 は自語を使 った り,100を5×20と い った り,巧 みに異な る数体系 を混

合 させてい る。 とはいえ,あ れだけ数 を発達 させ たマ ヤで さえ,3か ら5く らいまで
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の数に自語を使 うだけとなっており,多 くの言語でスペイン語の数体系が使われるよ

うになっている。数は経済活動に密接に関係 しているからであろう。経済を牛耳って

いるスペイン語に数体系が侵されるのは無理もない話である。

　 中米の数体系の原理をまとめると,係 数×基底+基 本数(D×U十D)が 圧倒的であ

る。しかしマヤ語族は一部この式に違反した。マヤ語族では,11か ら19は基本数のほ

うが基底である10よ りまえに生起する。ただし低地マヤでは11と12は 独自の形態素で

表わされ,地 理的にはなれたワステック語ではU十Dで ある。ワステ ック語のU十D

はまわりの言語の影響とみられた。20以 降は,そ の他の言語と同じ係数×基底+基 本

数 という形をとる高地マヤ諸語に対 して,低 地マヤ諸語は上位起算法を用いる。

　　　　　 1-20　 　D±U(10)

　　　　　 21-　 　 D×U(20)±D　 　 高地マヤ

　　　　　　　　　 D>D×U　 　　　 低地マヤ

大単位のほうがあとに生起する形をとるのであるが,400以 上になると,大 単位がさ

きに置かれ,非 常に複雑な構成法となる(ユ カテック語の項を参照)。 南の諸言語は

U×D十Dで あり,系 統分類で もいわれているように,そ れらが南米の言語に属 し,

中米の言語ではないことを,こ こでもはっきり示 している。北ではひとりセ リ語がそ

の型にはまるだけである。

　 こうした地域的にまとまった特徴は,語 彙にではなく,構 成原理にみられた。語彙

の比較研究はまだ十分ではないが,ど うしても共通語源をもつとは思えない言語同士

でも構成原理を共有 しているのである。ということは,近 隣の言語では類型が容易に

同型になることを教えており,類 型の比較を系統分類に利用することは,十 分注意し

なければならないことになる。やはり系統の証明は語彙によらなければならないよう

に思われる。 しか しながら,類 型の違いが言語分類に用いられてはならないとは思わ

れない。言語の変化のひとつが言語接触であり,そ れぞれの言語の似通いや違いは,

そうしてできたものであるから,分 類の指標にしてもよいはずで毒る。数の構成原理

の比較も,言 語分類に役立つのであり,ま たそれぞれの言語の交渉の歴史が推測でき

る有力な指標のひとつとなり得る。

　数の形成法について中米の諸言語の比較を行なったのであるが,語 彙ばかりでなく,

構成原理も借用の対象になることが明らかになった。そのもっとも典型的な例をカク

チケル語にみることができた。古典カクチケル語と現代カクチケル語はほぼ同じ語彙

を用いながら,構 成法を上位起算法から下位起算法に変えており,そ れは80を 表わす

語彙を61か ら80までに使 うか,80か ら99までに使うかというところに見事に表われて
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いる。

　構成 原理だけを借 りるとい うことは,数 体系 に特有の現象であ ろうか。それ ともそ

の ほかに も観察で きるので あろ うか。 これまで語彙 の借用 ぱよ く問題 にされて きたが,

構 成原理のみを借 りることは,ほ とん ど問題 にされて こなか ったように思われ る。 し

か しさきに扱 った中米 の言語 の類型論で も,語 順 はい うなれば構成原理のひ とつ,も

っと平 た く言 えば,入 れ物で あ り,そ れ を借 り入れ,中 身 はそのまま,す なわ ち自語

のまま とい う現象 をみた。 それゆえ,原 理だ け借 りる現象 はい ろい ろな ところにあ る

と予想 され る。 数体系 はその一例 にすぎない といえ るので はなか ろ うか。

　 さて最初 に述べた ように,数 表現 は,中 米で は古 くか らみ られ る。紀元 前500年 頃 よ

り,1を 丸 また は点で,5を 棒 で表わ した ものがオアバ カ盆地で み られ るのであ る。

この表記法 に従え ば,13は 棒2つ に点が3つ で表わ され る。 点 と棒で 表わされ た数 は,

260日 暦 と365日 暦 の暦を表わすために用い られた もので あ り,20を 越 え ることはない。

これ を数体系 の原理か ら考え ると,五 進法の体系 とみ ることが可能で あ る。 ところが

西暦紀元前後 には,い わゆ る長期暦がみ られ るようにな る。 これは,マ ヤの体系で い

うと,Baktun,　 Katun,　 Tun,　 Uinal,　 Kinと い う5つ の異な った単位 によ り表わされ

た暦 の表記で ある。 それぞれ の単位 は20を 越え ることはないが,大 きい単位 か ら小 さ

い単位 に上か ら下へ縦に配列 されてい る。それゆえ ここに至 ると二十進法 をみること

がで きる。 そ うした古代の 表記 と,16世 紀 以降資料を残す言語 の関係 について の考察

を最後 に して おきたい。

　数 の表記 が言語 の体系 を如実 に示 して いる例 は,マ ヤ文字の11と12を 表 わす文字 に

み ることがで きる。11と12を 表わす頭字体 は,13以 降 の文字にみ られ る10を 表わす顎

骨を持 たない。 これは11,12と13以 降 の数 の表現法 と一致 してい る。 すなわ ち11以 降

は,buluk,　 lahka,　 o蓉一lahun,　kan-lahun,　 ho--lahunと い い,13以 降 は,3に10,4

に10,5に10と い う構成で あるが,文 字 も,3,4,5と い う数を表わす頭字 体の顎

の ところが骨 に変 わ ってお り,顎 骨 がlahun(10>に 一 致す ることがわか る。それに

対 し,11と12は 顎 骨を持 たない頭字体で あ り,数 の構成法 と文字の構成が一致 してい

るのであ る。 この ように,文 字 はその もとで ある言語 体系 を何 らかの形で反映 してい

るのが普通で,点 と棒 で表わす数 の表記 も,そ の もとには,そ の ように表わ さざ るを

得なか った言語 があ った と予測 で きる。 すなわち点を1,棒 を5で 表わすのであ るか

ら,そ のよ うに表わ した もととなった言語 は,五 進 法の体系 とみることがで きるので

あ る。マ ヤ人 たちは暦の体系を発達 させ,そ の基礎 に点と棒 による数 表記 を使 ったが,

点 と棒 による数 表記を彼 らは発明 したのではない。その体系 はマヤの言語体系 には合
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わない し,実 際,マ ヤで は点 と棒 による表記が確立 されて700年 程 ものちに,そ れが

採 用 されたか らで あ る。

　現在20ま で の数で五進法の体系を残 してい るのは,ミ へ ・ソケ語族 の言語 とナワ諸

語で あ る。 ナワ諸語 の見事な五進法の体系は,点 と数 の表記 法 とうま く合 うので ある

が,お もしろいことに,彼 らが メソア メ リカに来 た といわれる後古典期 には点だ けで

数 を表わす 表記法が広ま っていた。 これは ミシュテ ック語 の絵文書 と考え られてい る

ヴ ィン ドボネ ンシス(ヴ ィエナ)絵 文書な どにみ られ るので あ るが,ミ シュテ ック,

ミ シュテ ックープエブラ様式 といわれ る絵 文書(点 と捧 による表記が一部 にみ られ る)

や石碑 にみ られ る点 だけの表記 が,数 体系 と数表記の違いは問題にされず に,ナ ワ ト

ル語 に受け入れ られ た もの と思われ る。点だけの数 表現は,10ま で異 な った数 を使 う

ミシュテ ック語 を反映 した ものか もしれない。

　現在 サポテ ック語や ミシュテ ック語 などの南 オ トマ ンゲ語派 の言語で は,10ま で 数

は違 う形態素で 表わ され,10か ら19ま で が五進法の体系 に則 っているにす ぎない。 し

か しオ トミ語 やマサ ワ語 などにみ られ るように,10ま で が五進法の体系 であ った とみ

られ る言語 がオ トマ ンゲ語族 にはあ る。 さらにアムスゴ語 やマサテ ック語で は,20以

降 に も五 進法 の数 え方 がみ られ る。 それゆえ,最 初に点 と棒 で数を表記 した人 々が,

オ トマ ンゲ語族 の人で あ ったとみて,問 題があ るとはいえない。20ま での数 が2500年

の間 に変化 するの は当 り前の話であ る。 しか し最初 に 点 と棒の 表記 が み られ る モ ン

テ ・アル バ ンで は,文 字 の下 に数字がついてい る。 これを類 型論 的にいい換 えると,

名 詞一数詞 とい う語順 が表わ されてい る,と い うことになる。 メソアメ リカの言語 で

は,名 詞 と数詞 の関係 は数詞一 名詞で あるが,サ ポテ ック語 や ミシュテ ック語 など,

モ ンテ ・アルバ ンの周辺 にあ る言語で は,序 数詞の とき,名 詞一数詞 とい う語順 にな

る。 さらに,オ トマ ンゲ語族 の語順 の類型か ら して,数 詞一名詞 とい う語順 は特異 な

語順 であ り,類 型論 的には名詞一数詞であ るほうが一貫 してい ることをまえに述べ た

[八杉　 1989]。 そ ういうことを考えあわせ ると,モ ンテ ・アルバ ンにみ られ る表記 は,

オ トマ ンゲ語族 の言語 を反映 した もの とい う結論 に達 さざ るを得 ない。 ところが,ミ

へ ・ソケ語族 も点 と棒 によ る数 表現 を こしらえた もとの言語であ ると考え ることがで

きる。五進法の体系 であ るし,数 を名詞 のまえ に もあ とにも置 ける例を ソケ語 のフ ラ

ンシス コ ・レオ ン方言 にみ ることがで きるか らであ る。

tuyi meckuy / meckuy tuyi  [ENGEL and BARTHOLOMEW 1987: 354] 

dog two two dog

「2匹 の犬」
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これが古 くからあったかどうかはわからないが,古 い言い方の残存であるとすると,

ミへ ・ソケ語族の可能性のほうが高 くなる。点と数の表記が,モ ンテ ・アルバ ン以前

からあったものだとすると,そ れはオルメカ時代の話になるのであるが,ミ へ ・ソケ

語族がその言語であった可能性が高い。それはミへ ・ソケ語族が分布的にオルメカ,

さらにはそれ以後の汎オルメカ期である時代の遺物とも重なり合うこと,五 進法の数

体系であることともうまく合致するからである。モンテ ・アルバンの文字はサポテカ

文字といわれているのであるが,文 字が生れたときにそのもととなった言語 は,も し

かするとミへ ・ソケ語族であったのかもしれない。たとえそうでなくても,少 なくと

も低地言語の影響があったことは否定できない。蛇やジャガーの文字など熱帯に生息

する動物が文字にみられるからである。 こうしたことを考えると,そ の解答は文字が

解読 されたときに得 られるのであるが,解 読するためには,こ れまでサポテカ文字と

いわれてきた文字を,サ ポテック語だけによるのではなく,ミ へ ・ソケ語族も含めた

もう少 し広い視野で捕 らえる必要があろう。
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